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このドキュ メン トについて

このドキュ メン トでは、 Zen データベース  システムのインス トールおよびアップグレードについて説明します。

Zen は、 機能性に優れた総合的なデータベース管理システムです。 高度なデータ処理が可能な MicroKernel エン

ジンと、プログラ ミ ングの生産性を向上させる埋め込み可能でスケーラブルな リ レーシ ョナル エンジンを兼ね備

えています。

このガイ ドでは、 インス トールにおける一般的な問題、 ネッ ト ワーク  プロ ト コルに関する情報、および Zen のオ

プシ ョ ン機能についても説明します。

Zen の各種ユーティ リ ティの使用方法については、 『Zen User's Guide』 を参照してください。 Zen データベース  エ
ンジンのデフォルトの設定からカスタマイズする方法については、 『Advanced Operations Guide』 を参照してくだ

さい。
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1Zen へよう こそ

概要

以下のセクシ ョ ンでは、 Zen データベース製品の概要を説明します。

 「Zen の概要」

 「Zen MicroKernel エンジン」

 「Zen リ レーシ ョナル エンジン」

 「Zen データベースの種類について」

 「Zen SDK」
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Zen の概要

Zen は信頼性に優れ、 メンテナンスの必要が少なく、 高度なパフォーマンスを提供するデータベース管理システ

ム （DBMS） です。 世界中の多くの企業が Zen のライセンスを取得し、 データ集約ソフ ト ウェア製品の基本的な

データ  ス ト レージ プログラムと して配布しています。 これらの企業には、 Zen を使用するこ とで得られる簡易

性、信頼性および価値によって、独自の DBMS を構築するこ と もな く、 また競合製品のライセンスを取得する必

要もないこ とをご理解いただいています。

Zen を他製品の付属と して入手されたか、 あるいは単独で購入されたかに関わらず、 このセクシ ョ ンでは本製品

の簡単な説明とその利点について述べます。

本製品の利点

Zen では、 同様の他製品に比べ多くの利点を備えています。 こ こでは、 その一部を説明します。

 最低の総所有コスト （TCO）。 Aberdeen Group 社が実施した独自の調査で、 Zen の安価な TCO に匹敵する主

要なデータベース製品はほかにないとの結果がでました。なぜ最低の TCO が可能なのか？この理由について

は、 次の項をお読みください。

 データベース管理者 （DBA） が不要。 この業界の求人広告では Oracle、 Sybase、 あるいは SQL Server のデー

タベース管理者に高額な給与を提示し ているのを頻繁に見かけます。 Zen では独自の Zero Database

Administrator （Z-DBA™） アーキテクチャを提供します。 使いやすいツール、 安全なインス トールおよび単

純な操作性によ り、 デスク ト ップ、 ワークグループおよび各部門のアプリ ケーシ ョ ンの完全な運用を達成し

ます。

 デスク ト ップから  Web までの拡張性。 Zen には 2 種類のエディシ ョ ンがあ り ます。 Ultra-light™ （超軽量）

Workgroup データベース  エンジンは、シングル ユーザー設定から小規模のワークグループ設定までをサポー

ト します。Enterprise Server エンジンには 6 ユーザー ライセンスが付属しており、イン ト ラネッ トおよびエク

ス ト ラネッ ト  アプリ ケーシ ョ ンを含む、数百の同時ユーザーにまで拡張できます。データベース  エンジンを

アップグレードする場合、サポート されるアプ リ ケーシ ョ ンへの変更は必要なく、新しいデータベース  エン

ジンに入れ替えるだけで済みます。

 クロス プラッ ト フォームのサポート。 ほかの製品とは異なり、 Zen の使用は単一プラ ッ ト フォームに留ま り

ません。 Zen データベースはバイナリ互換で、 Microsoft Windows および Linux ベースのいくつかのプラ ッ ト

フォームでサポート されます。

 低価格で多機能なデータベース。 Zen では、 ほかの高価な DBMS 製品に見られるよ うな、 完全なセキュ リ

ティ、 暗号化、 管理および監視ツール、 その他多数の機能を提供します。

 実績のある安定性と信頼性。米国の Windows デスク ト ップ会計ソフ ト ウェア市場で、データベースの第一選

択と して Zen が使用されている こ とは紛れもない事実です。 重要なデータを管理する状況において、 この

データベースはその期待を裏切り ません。

 複数のアクセス方法。 アプリ ケーシ ョ ン ベンダーは、大量のデータ操作でのパフォーマンスを著し く向上さ

せる  Btrieve API を使用するこ とができます。 また一方で、 データのレポート作成、 セキュ リ ティ、 分析およ

び標準互換に対応する  ODBC、純粋な Java および JDBC インターフェイスの豊富なアクセス方法を提供しま

す。 これらのアクセス方法をすべて提供しているデータベース管理システムはほかにあ り ません。

ト ランザクシ ョナル アクセス （直接データ  アクセス） またはリレーシ ョナル アクセ

ス

Zen では、 データベース管理市場において完全に独自のアーキテクチャを提供します。 本製品では、 MicroKernel
エンジンおよびリ レーシ ョナル エンジンから、 同じデータにアクセスするこ とができます。 

ト ランザクシ ョナル データベース  エンジンである  MicroKernel エンジンでは、 データを直接処理し、 データへの

アクセスに固定のスキーマを必要と しません。 データの格納およびアクセスには Key-Value 連想配列を使用しま

す。 MicroKernel エンジンの呼び出しはクエ リ言語を使用するのではなく  Btrieve API を使ったプログラムで行わ

れるため、 Zen がリ クエス ト を解析する必要はあ り ません。 これによ り、 MicroKernel エンジンは SQL を使用し
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ない NoSQL データベースに分類されます。 低レベルの API 呼び出し とデータのメモ リ  キャ ッシュによってデー

タ操作に要する時間が短縮されます。 「Zen MicroKernel エンジン」 を参照してください。

2 つ目のデータベース  エンジンである リ レーシ ョナル エンジンは、 ほかのリ レーシ ョナル データベース  エンジ

ンと同様の方法、 つま り、 SQL クエ リのサポートによって動作します。 リ レーシ ョナル エンジンは SQL クエ リ

を解析し、 それを MicroKernel エンジンへ送信して実行します。 「Zen リ レーシ ョナル エンジン」 を参照してくだ

さい。
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Zen MicroKernel エンジン

Zen の MicroKernel エンジンは、 インス トールの単純化、 メンテナンスの簡素化、 さ らに高いパフォーマンスと信

頼性を提供します。Zen は、 ト ランザクシ ョナル アプリ ケーシ ョ ンを実行したり リ レーシ ョナル データベース  シ
ステムに移行したりするための基盤とな り ます。

利点 

Zen MicroKernel エンジン と  その Btrieve API は、 25 年以上もの間、世界中の何万ものアプリ ケーシ ョ ンに使用さ

れているデータ管理システムです。 競争の激しい会計ソフ ト ウェア市場では、 信頼性と高いパフォーマンスが要

求されますが、 上位を占めるベンダーの多くが Zen を選択しています。 アプリ ケーシ ョ ン開発業者の多くが、 ス

ピード、 データの整合性、 スケーラビ リティ、 メンテナンス費用の低さなどを理由に、 Zen を選択しています。 

 速度。 MicroKernel エンジンは数百人のユーザーが使用する数ギガバイ トのデータベースを構築する場合で

も、 瞬時の応答が可能です。 このエンジンは、 ファ イル サイズが大き くなっても、 データの高速な取り出し

と更新のためにページをキャ ッシュする内部インデッ クス  アルゴ リズムや、高速のデータ  アクセスを保つ自

動インデッ クス  バランスなどの機能を利用して、 このよ うな高速度を実現します。

 データの整合性。 MicroKernel エンジンは豊富な ト ランザクシ ョ ン処理のサポート、参照整合性の制御、 ファ

イルの自動修復などによ り、 データの整合性を保証しています。 サーバーやシステムの障害発生時には、 ロ

グ機能と ロール フォワード機能によ り、 最後に完了した ト ランザクシ ョ ンの時点までデータを修復します。

 スケーラビリテ ィ。数多くのク ライアン ト / サーバー データベース  アプリ ケーシ ョ ンがデスク ト ップ ソフ ト

ウェアと して誕生し、 会社の成長と と もに拡張されていきました。 Zen は、 ワークステーシ ョ ンから大規模

なク ライアン ト / サーバー環境まで、 柔軟なスケーラビ リティを備えています。

 低コスト。 Zen 開発者が実感するサポート  コス トの低さは、 Zen アプリ ケーシ ョ ンのエンド  ユーザーにとっ

ても メンテナンス  コス トが低いこ とを意味します。 Zen のデータの自動修復機能や、 使いやすいユーティ リ

ティによって、 継続的なデータベース管理が不要になり ます。

機能

MicroKernel エンジンは次のよ うな多数の機能を提供します。

 データを直接やり取り し、データへのアクセスに固定のデータ  スキーマを必要と しない。データの格納およ

びアクセスには Key-Value システムを使用します。 

 エンジンの呼び出しはクエ リ言語を使用するのではなく  Btrieve API を使ったプログラムで行われるため、

Zen がリ クエス ト を解析する必要がない。 

 低レベルの API 呼び出し とデータのメモ リ  キャ ッシュによってデータ操作に要する時間が短縮される。 

 複数のエンジンに分散しているデータベースヘアクセスする。

 シングルサーバー システムと分散型のマルチサーバー システムの両方に、信頼性の高いト ランザクシ ョ ンを

保証する。

 このエンジンは完全なデータベース  ト ランザクシ ョ ンで作動し、 ACID （Atomicity ：原子性、 Consistency ：一

貫性、 Isolation ： 独立性、 Durability ： 耐久性） が完全に保証される。 

 レコードはリ レーシ ョナル データベース  エンジンのテーブルとほぼ同じファイルに格納される。 1 件のレ

コードに対して複数のキーをサポートするので、 ファ イルに複数のインデッ クスを持つこ とができます。 
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Zen リレーシ ョナル エンジン

Zen のリ レーシ ョナル エンジンは、 インス トールの単純化、 メンテナンスの簡素化、 さ らに高いパフォーマンス

と信頼性を提供します。

利点 

リ レーシ ョナル データベース  アプリ ケーシ ョ ン開発者の多くが、 スケーラビ リ ティ、 メンテナンス不要の操作、

少ないメモ リ容量などの理由から  Zen を選択しています。

 標準インターフェイス。SQL および ODBC による、有用なアプリ ケーシ ョ ンを構築するための標準化された

基盤を提供します。

 速度。 Zen はデータベース  エンジンへの ODBC 直接アクセスを提供します。 競合製品の多くは、 変換レイ

ヤーを使用して ODBC 呼び出しを独自の 「ネイティブ」 リ レーシ ョナル API 呼び出しに変換してからデータ

ベース  エンジンにアクセスします。 これに対し、Zen ODBC ド ラ イバーはデータベース  エンジンを直接呼び

出すため、 ODBC 呼び出しを独自のリ レーシ ョナル API に変換する必要があ り ません。

 スケーラビリテ ィ。Zen では、シングルユーザーからク ライアン ト / サーバー環境にいたるまで、アプ リ ケー

シ ョ ンやデータベースを変更せずにアプリ ケーシ ョ ンを拡張するこ とが可能です。

 運用にメンテナンスが不要。 Zen はすぐにインス トールして使用するこ とができます。 データベース管理者

による大規模なセッ ト アップやパフォーマンスの継続的なチューニングは必要あ り ません。

 最小メモリ  フ ッ トプリン ト。 Zen のフッ トプ リ ン トは小さ く、 少量のメモリ しか必要と しません。

機能

リ レーシ ョナル エンジン が持つ柔軟なアーキテクチャによ り、 開発するデータベース  アプリ ケーシ ョ ンを追加

のコーディングなしでシングル ユーザー環境から大規模なク ライアン ト / サーバー システムにまで簡単に拡張す

るこ とができます。 Zen によ り、 インス トールおよび管理が容易になり、 高いパフォーマンスおよび信頼性が実

現する と と もに、データを円滑に移行できるよ うにな り ます。 また、マルチ ユーザーとシングル ユーザーのラン

タイム サポート を提供する  Zen の配布コンポーネン ト を使えば、 Zen とアプリ ケーシ ョ ンのバンドルも容易に実

現します。

 スタンドアロンから ク ライアン ト / サーバーにいたるアプリ ケーシ ョ ンのスケーラビ リティ

 フル機能の Workgroup エンジンと ク ライアン ト / サーバー エンジン

 宣言型の参照整合性

 双方向型、 更新可能、 スクロール可能なカーソル

 アプリ ケーシ ョ ンの場所の透過性を提供する名前付きデータベースのサポート

 業界標準のデータ型の包括的なサポート

 ト リ ガーやス ト アド  プロシージャなどのプログラ ミ ングの拡張機能

 統計分析と高度なフェッチ アルゴ リズムから打ち出されたコス ト優先の最適化

 フル ト ランザクシ ョナル ログなどの ト ランザクシ ョ ン処理機能の強化

 ODBC や ADO.NET サポート などの標準機能の強化

 その他、 Windows ユーティ リ ティの追加、 大容量ファイルのサポート （最大 256 ギガバイ ト ） 、 および

TIMESTAMP、 UNSIGNED、 CURRENCY などデータ型変数の追加機能
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Zen データベースの種類について

この ト ピッ クでは、 Zen の Enterprise Server、 Cloud Server、および Workgroup の各エディシ ョ ンについて基本的な

情報を提供します。 Zen のアーキテクチャについては、『Advanced Operations Guide』 の 「Zen コンポーネン トのアー

キテクチャ」 を参照して ください。

Zen Enterprise Server と  Cloud Server

この Zen Enterprise Server と  Cloud Server は、 要件を満たすハード ウェアにインス トールした場合、 多数の同時

ネッ ト ワーク  ユーザーをサポートするよ う設計されています。信頼性やパフォーマンスが重要な Web、企業、部

門およびその他のク ライアン ト / サーバーや Web ベースのアプリ ケーシ ョ ンをサポートする機能があ り ます。 

Zen の Enterprise Server と  Cloud Server の違いと して、 Cloud Server はサービス管理、 SaaS （サービス と してのソ

フ ト ウェア）、 またはその他の多重環境に対応して容量ベース  ライセンスをサポートする一方、 Enterprise Server
はエンド  ユーザーのクライアン ト / サーバー アプリ ケーシ ョ ンに対応するライセンスをサポートするこ とです。

ラ イブ マイグレーシ ョ ン、 フェールオーバー、 フォールト  ト レランス （FT） 、 高可用性 （HA） および障害回復

などのハイパーバイザー機能と一緒に使用するためにライセンスを追加する必要もあ り ません。

Zen Workgroup

Zen Workgroup はシングル ユーザーや小規模のワークグループへのインス トールをサポートするよ うに設計され

ています。

Zen Workgroup は Zen Enterprise Server と同じレベルの信頼性や機能を備えています。 中規模、 大規模環境におけ

るネッ ト ワーク化およびパフォーマンスに違いがあるだけです。

Zen Workgroup では、 小規模のネッ ト ワークにおけるさまざまな設定によ り リモート  サーバー上のデータへのア

クセスを柔軟に行う こ とができます。 データベース  エンジンがないリモート  ファ イル システム上にデータ  ファ

イルがある場合、 Zen Workgroup を構成するこ とによって、 特定のエンジンを常にリモート  データのアクセスに

使用するよ う設定するこ とができます。あるいはそのデータ  ファ イルに最初にアクセスするエンジンがデータへ

のリ クエス トがな くなるまでそれらのファイルのサーバーと して機能するよ う設定するこ と もできます。 この場

合、 リ クエス トの終了後にそのファイルにアクセスした次のエンジンが、 リ クエス トが来るまでそのファイルを

所有します。

1 つの Zen ラ イセンスを複数のマシンにインス トールするこ とはできません。 ユーザー カウン ト  ラ イセンス と

は、 Zen エンジンをインス トールできるマシンの台数ではなく、 そのエンジンへ接続可能なクライアン ト数を指

します。 Workgroup 環境では、 Zen データにアクセスするすべてのマシンにそれぞれ Workgroup エンジンをイン

ス トールする必要があ り ます。

Server Edition と  Workgroup Edition の比較

次の表に、 Server Edition と  Workgroup Edition の違いを示します。 

機能 Server Workgroup

さまざまなアクセス方法のサポート （「Zen SDK」 を参照して ください） X X

リ レーシ ョナル機能の完全なサポート （オンラ イン  バッ クアップ、 セキュ リ テ ィ、 参照整

合性、 管理ツールなど）

X X

すべてのプラ ッ ト フォームおよびエンジンのバージ ョ ンにわたるバイナリ互換データ  ファ

イル

X X

簡単なプラグ アンド  プレイ  アップグレード、 エンジンの変更によるアプリ ケーシ ョ ン変更

の必要なし

X X

オンライン  ドキュ メン トの付属 X X
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データベース  エンジンがインス トールされていないファ イル サーバー上のデータ  アクセス X

リモート  ODBC ク ラ イアン ト接続のサポート  X X

リ モート  データにアクセスする可能性のあるすべてのコンピューター上での Workgroup エ
ンジンの必要性

適用外 X

Windows 上でのエンジンの起動 X X

Linux、 macOS および Raspbian 上でのエンジンの起動 X

小規模なグループ用のマルチユーザー X X

数千ユーザーへの拡張 X

エクス ト ラネッ ト  ライセンスの使用 X

オペレーティング システムのセキュ リ ティの実行 X

Client Reporting Engine のサポート X X

機能 Server Workgroup
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Zen SDK

Zen SDK には、 アプリ ケーシ ョ ン開発を容易にする多くの機能が備わっています。

 低レベル API。 Btrieve API を直接プログラ ミ ングするこ とによ り、 最速のデータ  アクセスが可能になり、 作

成するアプリ ケーシ ョ ンがデータを読み書きする方法を最適に制御できます。 これらの考慮事項が重要であ

り、 ご自分のビジネス  ルールを組み込んでコードを開発するつも りである場合は、 API の直接プログラ ミ ン

グが非常に役立ちます。データにリ レーシ ョナル アクセスする場合は、Microsoft ODBC API に直接コーディ

ングするこ と も可能です。

 ODBC。 Zen ではネイティブな ODBC ド ラ イバーを提供します。

  ADO.NET データ  プロバイダー。 この Zen エディシ ョ ンのデータ  プロバイダーは Microsoft .NET Framewor

のサポート を提供するもので、マネージ コードのみで構築されている  ADO.NET 管理データ  プロバイダーで

す。 

 Java。 Java インターフェイスによ り、 プラ ッ ト フォームに依存しないオブジェク ト指向の方法で Btrieve ア

プリ ケーシ ョ ンを開発するこ とができます。Java インターフェイスは、真のヌル値と  Unicode 値のほか、BLOB

（Binary Large Object） もサポート しています。

 DTI/DTO （Distributed Tuning Interface/Distributed Tuning Objects）。 これら  2 つの関連したインターフェイ

スを使用すれば、 アプ リ ケーシ ョ ンからデータベース  エンジン自体を、設定パラ メーターやセキュ リティ部

分も含め、 調整および管理するこ とができます。

 包括的なサンプル アプリケーシ ョ ン。 Zen SDK には、 レンタル ビデオ店を経営する という目的に沿って設

計された包括的なサンプル アプリ ケーシ ョ ンも用意されています。Visual Basic、Delphi、 Java、および C/C++

で記述された包括的なサンプル コードが付属しています。 ODBC、 サード  パーティ製コン ト ロール、 API の

直接呼び出しを使用する例が示されています。

 弊社 Web サイ トから、 最新の Zen コンポーネン トのダウンロードやコード  サンプル、 ドキュ メン ト、 テク

ニカル サポート を入手できます。

開発環境

Zen のオープン インターフェイスによって、さまざまなフロン トエンド  アプリ ケーシ ョ ンの開発が可能になり ま

す。 このよ うなアプリ ケーシ ョ ンはすべて、 共通、 ト ランザクシ ョナル、 またはリ レーシ ョナル データベースを

共有できます。一般的なプログラ ミ ング言語や環境である  Java、 Delphi、 BASIC、 Visual BASIC、 .NET、 C、 C++、
COBOL、 Pascal、 ODBC、 PowerBuilder （ODBC を使用）、 および FoxPro （ODBC を使用） を使う こ とができます。

また、 ソフ ト ウェア ラ イセンスを使って、作成するアプリ ケーシ ョ ンに Zen エンジンをバンドルするこ と もでき

ます。

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/
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2Zen をインストールするための準備

Zen のインス トールに必要な準備

以下の ト ピッ クでは、 Zen のインス トールの準備を行います。 各種要件の概要、 Zen に含まれる主要なコンポー

ネン ト、 使用可能なインス トール オプシ ョ ン、 また Zen のインス トールを快適に実行するために役立つ詳細な

チェッ ク リ ス ト を提供します。

 「インス トール要件」

 「インス トール オプシ ョ ン」

 「Zen 製品」

 「Zen のオプシ ョ ン機能」

 「インス トールに関する検討事項」
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インストール要件

Zen をインス トールするには、 以下の要件を把握しておく必要があ り ます。 この リ ス トは、 リ リース  ノートにあ

るソフ ト ウェアおよびハードウェア要件を補完するものです。

アクセス権

Zen Enterprise Server、 Cloud Server、 または Workgroup をインス トールするには管理者権限を持っている必要があ

り ます。 

必要な Windows 更新プログラム

インス トールが成功するには、Windows システムに最低限、次の更新プログラムを適用しておく必要があ り ます。

 Windows 8.1 または Server 2012 R2 ： Windows 更新プログラム 3118401

ほかの Zen データベース エンジンがインストールされていない

Zen がインス トールされているマシンに、 別のエディシ ョ ンをインス トールするこ とはできません。 まずは、 そ

の既存のエディシ ョ ンをアンインス トールする必要があ り ます。 たとえば、 Zen サーバー エディシ ョ ンのいずれ

かと  Zen Workgroup を同じマシンで実行するこ とはできません。

 新しいバージ ョ ンへのアップグレード

以前のバージ ョ ンの Zen からアップグレードする場合は、 同じエディシ ョ ンの新しいバージ ョ ンにアップグレー

ドする必要があ り ます。 たとえば、 Workgroup を使用している場合は、 Enterprise Server ではなく  Workgroup の新

しいバージ ョ ンへアップグレード して ください。 エディシ ョ ンを変える場合は、 まずは既存のエディシ ョ ンをア

ンインス トールする必要があ り ます。 例外と して、 Enterprise Server から  Cloud Server へ、 および Cloud Server か
ら  Enterprise Server へはアップグレードするこ とができます。 

動作要件

ラ イブ マイグレーシ ョ ンをサポートする仮想マシン環境で、エンド  ユーザーに悪影響を及ぼすこ とな く、認証済

みの Zen インスタンスをご自分のアプリ ケーシ ョ ンと共に、 あるホス トから別のホス トへ移動するこ とができま

す。

ホス ト名が不変な場合は、 認証済みの Zen のインスタンスは、 別の物理マシンへ移動、 仮想マシンへ変換、 また

は別の仮想マシン ホス トへ移行するこ とができます。 ホス ト名を変更する必要がある場合は、 移動、 変換、 また

は移行を行う前に Zen の製品キーを認証解除してください。 Zen は、 ホス ト名が同じであっても、 そのインスタ

ンスごと （仮想マシン用に複製またはコピーされたものを含む） に独自の期限なしライセンス  キーが必要です。

詳細については、 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセンス  モデル」 を参照してください。
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インストール オプシ ョ ン

Windows オペレーティング システムの場合、 Zen にはインス トール オプシ ョ ンと して ［すべて］ または ［カスタ

ム］ があ り ます。 

Linux の場合、 エディシ ョ ンごとに独自のインス トール RPM または TAR ファ イルがあ り、 カスタム インス トー

ル オプシ ョ ンは提供しません。 Raspbian は TAR インス トールを使用します。

macOS の場合には、 Linux の場合と同様に TAR を使用してインス トールするか、 またはネイティブの Apple ディ

スク  イ メージ （DMG） インス トーラーを使用するこ とができます。 

完全インストール

通常は、 ［すべて］ を選択してください。 インス トール オプシ ョ ン、 ［すべて］ では、 デフォルトのインス トール

設定が使用され、 各オペレーティング システムの標準の場所に Zen とそのすべての機能がインス トールされま

す。

カスタム インストール

Zen のインス トールを制御する必要があるユーザーは ［カスタム］ インス トールを選択して ください。 カスタム

インス トールでは、 Zen の中で特定の機能のみを選び、 選択したディ レク ト リの場所にインス トールできます。

カスタマイズは、 Nano Server および IoT Core 以外のすべての Windows プラ ッ ト フォームで可能です。
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Zen 製品

Zen には Enterprise Server、Cloud Server、Workgroup および Client のエディシ ョ ンがあ り ます。 この ト ピッ クでは、

Zen の各エディシ ョ ンにおけるコンポーネン トについて説明します。

Enterprise Server と  Cloud Server

 MicroKernel エンジン は、 Zen アプリ ケーシ ョ ンに対して Btrieve/MicroKernel API サポート を提供します。

 リ レーシ ョナル エンジン は、 Zen アプリ ケーシ ョ ンに対して ODBC/SQL API サポート を提供します。

 ク ラ イアン ト  リ クエスターと  Windows、 Linux、 macOS または Raspbian 向けの MicroKernel エンジンへアク

セスするために必要なコンポーネン ト。

 Zen Distributed Tuning Interface （DTI） は、 低レベルの （コンパイルされた） アプリ ケーシ ョ ンから  Zen コン

ポーネン ト を構成および監視するために使用します。

Workgroup

 MicroKernel エンジンは、 Zen アプリ ケーシ ョ ンに対し  Btrieve API サポート を提供します。

 リ レーシ ョナル エンジン は、 Zen アプリ ケーシ ョ ンに対して ODBC/SQL API サポート を提供します。

 ク ラ イアン ト  リ クエスターと  Windows または Linux 向けの MicroKernel エンジンへアクセスするために必要

なコンポーネン ト。

 Zen Distributed Tuning Interface （DTI） は、 低レベルの （コンパイルされた） アプリ ケーシ ョ ンから  Zen コン

ポーネン ト を構成および監視するために使用します。

Client

 Zen ク ライアン ト  リ クエスターと  Windows、 Linux、 macOS または Raspbian 向けの MicroKernel エンジンへ

アクセスするために必要なコンポーネン ト。

 Zen Distributed Tuning Interface （DTI） は、 低レベルの （コンパイルされた） アプリ ケーシ ョ ンから  Zen コン

ポーネン ト を構成および監視するために使用します。 

 Zen キャ ッシュ  エンジン

メモ  Linux の場合、 32 ビッ ト  ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン用には、 64 ビッ ト  Zen ク ラ イアン ト、 エン

タープライズ、 またはク ラウ ド  パッケージのインス トール後、 さ らに 32 ビッ ト  Zen ク ライアン ト  アクセス

パッケージがインス トールされている必要があ り ます。
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Zen のオプシ ョ ン機能

カスタム インス トールでは、 インス トールする  Zen 製品から  Zen の機能を除外するこ とができます。 こ こで挙げ

ている機能はオプシ ョ ンであるため、 このセクシ ョ ンのすべての機能がインス トールから除外されても、 Zen 製
品はデフォルトでインス トールされます。

以下に挙げるオプシ ョ ン機能は、 特に注記がなければ、 Zen の各エディシ ョ ンで使用可能です。

アクセス方法

Zen へのアクセス方法には Zen ソフ ト ウェア開発者キッ ト （SDK）、 および DOS リ クエスターがあ り ます。

ADO.NET プロバイダー

ADO.NET はマネージ コードのみで構築されている  .NET 管理データ  プロバイダーです。データ  プロバイダーは、

ネイティブのワイヤ プロ ト コル プロバイダーです。 したがって、 データ  プロバイダーが、 データベース  ク ライ

アン トの形式のアンマネージ コード （.NET Framework 外のコード） を呼び出す必要はあ り ません。

Btrieve DOS

DOS VxD （Virtual eXtended Driver ： 仮想デバイス  ド ラ イバー） （DOS ク ライアン ト  リ クエスター） は Btrieve リ
クエスターであ り、 Windows コマンド  ウ ィンド ウを介して DOS ベースのアプリ ケーシ ョ ンを実行するために使

用されます （ ト ランザクシ ョナル アクセスのみ）。

DTO

Zen Distributed Tuning Objects （DTO） はビジュアル開発環境から使用されます。

JCL

Java Class Library（JCL）は Java を介しデータ  ファ イルへ直接ト ランザクシ ョナル アクセスするために使用します。

JDBC ド ライバー

JDBC ド ラ イバーは Java プログラ ミ ング言語を使用してデータ  ファ イルへリ レーシ ョナル アクセスするために

使用します。

PDAC

Zen Direct Access Components （PDAC） には、 Borland Delphi と  C++ Builder 環境内で、 Zen データベース  エンジン

へ直接ト ランザクシ ョナルおよびリ レーシ ョナル アクセスできるよ うにする、 一連の Visual Component Library
（VCL） コンポーネン トがあ り ます。

メモ  各アクセス方法の設計時コンポーネン ト とサンプルは、弊社の Web サイ トからダウンロードできます。

各種ユーティ リテ ィ

最低限のユーティ リ テ ィ  セッ ト を使用して Zen データベース  エンジンのさまざまなコンポーネン トの管理、 構

成および保守を行います。 この基本ユーティ リ ティ  セッ トに含まれるユーティ リ ティは、 Zen の製品すべてにお

いてセッ ト と してインス トールされるので、 インス トールから個別に除外するこ とはできません。

 Function Executor

 Btrieve Maintenance

 Rebuild

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/
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 Query Plan Viewer

 License Administrator

 Gateway Locator （Workgroup エンジンのみ）

Cobol Schema Executor

Zen Cobol Schema Executor ユーティ リ ティは、 COBOL ベースのアプリ ケーシ ョ ンへの SQL アクセスを可能にす

るために使用します。

Data Dictionary File Builder

Zen Data Dictionary File Builder は、 データ辞書ファイル （DDF） を作成および変更するために使用します。

Zen Control Center

Zen Control Center は、 データベース  オブジェク トの作成や操作、 SQL 経由のデータベース  テーブルへのアクセ

スに使用します。

Zen System Analyzer

Zen System Analyzer ユーティ リ ティは、 ネッ ト ワーク接続のテス トおよびト ラブルシュート、 ロード  モジュール

の表示、 およびコンポーネン ト検索の実行に使用します。

ドキュ メン ト

Zen エンジンおよび SDK のユーザー向けドキュ メン トは Zen Control Center （ZenCC） に統合されました。 ドキュ

メン トは、 ZenCC インターフェイスの ［よ う こそ］ タブ、 ［ヘルプ］ メニュー、 あるいは F1 （Windows） または

Shift + F1 （Unix） キーを押すこ とによって開く こ とができます。 このドキュ メン トは弊社 Web サイ トでも参照す

るこ とができます。

メモ  マニュアルをインス トールしないよ うにした場合は、 すべての Zen ユーテ ィ リ テ ィのグラフ ィ カル

ユーザー インターフェイスから （F1 キーによる） 状況依存ヘルプが使用できなくな り ます。

Java Runtime Environment （JRE）

Zen は、 以下の機能に JRE コンポーネン トが必要です。

 ZenCC

 DDF Builder

 コア ユーティ リ ティ

 ドキュ メン ト

これらの機能は Zen でインス トールされる  JRE を使用します。 このローカルでプライベート な JRE は、 インス

トール先のシステムにほかの Java 環境が存在していたと してもインス トールされます。デフォルトのインス トー

ルで、 この JRE は C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\bin\jre に配置されています。 

この JRE は上記の機能によって内部的に使用されるだけです。Zen アクセス方法である  Java Class Libraries （JCL）
または JDBC を使用した Java アプリ ケーシ ョ ン開発のための要件には影響しません。 これらの要件 （Oracle から

入手するコンポーネン ト など） については、 Zen 開発者 （SDK） 用ドキュ メン トで説明しています。 『Java Class
Library Guide』 および 『JDBC Driver Guide』 を参照してください。

Zen で使用する  Java のバージ ョ ンをアップグレードする必要がある場合は、この場所にある  JRE を置き換えるこ

とをお勧めします。 32 ビッ ト  JRE バージ ョ ン 8 以降を使用するこ とができます。

https://www.agtech.co.jp/products/actian/docs_portal/
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インストールに関する検討事項

次のチェッ ク リ ス トは、 インス トール前に確認すべき、 よ く寄せられる質問を記載しており、 インス トールの準

備を行うのに役立ちます。

クイック  チェ ックリス ト

このチェッ ク リ ス トには、 Zen をインス トールするための要件が記載されています。 インス トールを実行する前

にすべての要件を満たしておく必要があ り ます。

 システムのハード ウェアが Zen をインス トールする要件を満たしている。

 お使いのオペレーティング システムとネッ ト ワーク環境が Zen でサポート対象となっている。

 Windows オペレーティング システムに Microsoft からの最新の更新プログラムが適用されている。

 Zen をインス トールしよ う とするシステムにおいて管理者レベルの権限をすべて持っている。

 完全インス トールおよびカスタム インス トールで使用可能なオプシ ョ ンの違いを理解しているので、必要な

コンポーネン ト  セッ トのみをインス トールできる。

 インス トール メディアにある  readme_zen.htm のリ リース  ノート を参照し、 ユーザー マニュアルには含める

こ とができなかったが、 製品のインス トールや使用に関する重要な最新の注意事項や情報を確認した。

 プロキシ サーバーを使用している場合は、Zen を認証できるよ う設定する必要があ り ます。Zen をインス トー

ルする前にプロキシ サーバーを設定するか、 またはインス トール時には製品認証を省略し、 プロキシ サー

バーの設定後に製品を認証するこ とができます。 『Zen User's Guide』 の 「プロキシ サーバー経由の認証アク

セス」 を参照して ください。

 ユーザー アカウン ト制御 （UAC） だけでな く、標準ユーザーと管理者との違いおよび制限についてもよ く理

解し、 ターゲッ ト  システムにインス トールするための適切な権限を持っている。

 アプリ ケーシ ョ ン ベンダーが Zen エンジンをサポート している。

ヒン ト   不明確な場合は、 アプリ ケーシ ョ ン ベンダーに問い合わせるか、 またはベンダーからのドキュ メン

ト を再度参照して、 インス トールする  Zen エンジンのバージ ョ ンおよびモードをベンダーがサポート してい

るこ とを確認して ください。

インストール前の一般的な質問

この ト ピッ クでは、 Zen のインス トール前の段階で多く寄せられる一般的な質問について説明します。 これらの

質問では、 初めてのインス トールが成功するのを妨げる可能性がある特別な状況を示します。 インス トールを開

始する前に、以下の質問で示される状況を検討し、それに加えてクイ ッ ク  チェッ ク リ ス トですべての要件を満た

しているか、 また特別な注意が必要な状況があるかど うかを確認して ください。

Zen Enterprise Server または Cloud Server はどこにインストールすればよいですか？

Zen Enterprise Server および Cloud Server は、 データベース  ファ イルが置かれている同じコンピューターにインス

トールする必要があ り ます。
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サーバー エディシ ョ ンのクライアン ト  ソフ トウェアはどこにインス トールすればよいですか？

Zen Client は、 サーバー エディシ ョ ン と同じコンピューターにインス トールしても しな くてもかまいませんが、

データベースにアクセスする必要があるすべてのコンピューターで実行するこ とだけが必要です。 

Zen Client はどのデータベース  エンジンでも一緒にインス トールされるため、 どのエンジンも ク ラ イアン ト と し

てほかの任意のエンジンに接続するこ とができます。

Zen Workgroup はどこにインストールすればよいですか？

Zen Workgroup エンジンは、 データベース  ファ イルが置かれている同じコンピューター、 またはネッ ト ワーク上

のデータにアクセスするほかのコンピューターのどちらでもインス トールが可能です。 

Workgroup 版のクライアン トはどのようにインス トールされますか？

Zen Client はどのエンジンでもインス トールされます。 ほかの Workgroup エンジンを介して リモート  ファ イルに

アクセスする場合は、 ク ライアン ト  ソフ ト ウェアが既にインス トールされているので、 ク ライアン ト を個別にイ

ンス トールする必要はあ り ません。

Zen はどのように Microsoft クラスター サーバー環境へインストールできますか？

Microsoft ク ラスター サーバー （MSCS） を使用したク ラスター環境に Zen をインス トールしよ う とお考えの場合

は、 まず 『Advanced Operations Guide』 の 「高可用性のサポート 」 をお読みください。 この ト ピッ クでは、 Zen を
この環境へインス トールしたり、 パッチを適用したりする手順を提供しています。

MSCS 環境内で仮想マシンを実行している場合は、ハイパーバイザー ベンダー向けのドキュ メン トで説明されて

いる考慮事項によって手順が異なる可能性があ り ます。

Zen はどのように Microsoft リモート  デスク ト ップ サービスまたは XenApp 環境へインス
トールできますか？

Microsoft リモート  デスク ト ップ サービスまたは XenApp 環境へ Workgroup エンジンまたはク ライアン ト  キャ ッ

シュ  エンジンをインス トールする場合には、 そのエンジンをサービス と してインス トールする必要があ り ます。

Zen はどのように Microsoft Active Directory 環境へインストールできますか？

Active Directory 環境に Zen データベース  エンジンをインス トールするのに特別な手順は必要あ り ません。購入さ

れた製品に応じた説明のインス トール手順に従ってください。

ド メ イン コン ト ローラーに Zen のデータベース  エンジンをインス トールするこ とができます。 ただし、 ド メ イ

ン コン ト ローラー上での作業はデータベース  エンジンのパフォーマンスに影響するこ とがあ り ます。 

Web アプリケーシ ョ ンへアクセスする Zen Client はどこにインス トールすればよいです
か？

Web アプリ ケーシ ョ ンの場合は、 ク ラ イアン ト を Web サーバーと同じコンピューターにインス トールする必要

があ り ます。 複数の Web サーバー プラ ッ ト フォームでは各プラ ッ ト フォーム上に 1 つのク ライアン トが必要で

す。

Zen Client のバージ ョ ンは Zen Server （Enterprise/Cloud） のバージ ョ ンと一致している必
要がありますか？

データベース  エンジンと同じバージ ョ ンの Client のインス トールを使用するこ とをお勧めします。通信するデー

タベース  エンジンよ り古いのク ライアン ト  バージ ョ ンを使用するこ と もできます。ただし、アプリ ケーシ ョ ンで

使用する  SDK アクセス方法のタイプによっては、 古いバージ ョ ンの リ クエスターがデータベース  エンジンで動

作しないこ と もあ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンはデータベース  エンジンと通信できなくな り ます。そのよ うな状況

の場合は、 データベース  エンジンと同じバージ ョ ンのク ライアン ト を使用する必要があ り ます。
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データベース  エンジンよ り も新しいバージ ョ ンのク ラ イアン ト の場合、 正し く機能するかど うかはわかり ませ

ん。 新しいバージ ョ ンのク ライアン ト と古いバージ ョ ンのエンジンを一緒に使用した場合の動作については保証

できません。 このため、 新しいバージ ョ ンのク ライアン ト と古いバージ ョ ンのエンジンを一緒に使用しないよ う

にするこ とをお勧めします。

Zen インス トーラーをダウンロードする場所について留意することがありますか？

はい、 あ り ます。ダウンロード版の Zen でインス トールを行う場合、 インス トーラー ファ イルを PATH 環境変数

に含まれるディ レク ト リには置かないでください。 セッ ト アップ ファ イルがそれらのディ レク ト リ内にある と、

インス トール中にファ イルのコピーで問題が発生します。 このよ う なインス トーラーは Windows の %Temp%
ディ レク ト リ などに置く よ うにして ください。

使用しているシステムは年中無休で実行しています。 Zen のインス トールまたはアップグ
レードに最適のタイ ミングはいつでし ょ うか？

インス トールとアップグレードは、すべてのユーザーがシステムからログオフし、すべてのデータ  ファ イルが閉

じている間に実行する必要があ り ます。 重要なソフ ト ウェアのインス トールを行う場合は、 その前にターゲッ ト

ハード  ド ラ イブ上の重要なファイル （データ  ファ イルを含む） をバッ クアップしておいてください。

アップグレードを実行する と きは、製品の前のバージ ョ ンに戻す必要がある場合に備えてインス トール メディア

や旧インス トールの手順を保管しておいてください。

ターミナル サービスで実行しているユーザーに対し、 Zen の設定の変更、 DSN の作成、 お
よび Monitor ユーティ リテ ィの使用を制限する方法はありますか？

ターミナル サービス  ク ライアン ト  セッシ ョ ン内で実行する  Zen ク ライアン トは、 デフォルトで Zen の管理者機

能を実行するこ とができます。 たとえば、 そのよ うなク ライアン トのユーザーは、 Zen の構成の変更、 DSN の作

成および Monitor ユーティ リ ティの使用が可能です。 以前のリ リースでは、 管理者機能をク ライアン トから実行

するこ とはできませんでした。

この機能を制限する場合、 システム管理者は以下の手順に従ってください。

1 ZenCC で、 ［ローカル クライアン ト ］ の下にある ［MicroKernel ルーター］ のプロパティを開きます。

2 このプロパティ  ダイアログで、 ［WTS クライアン トからの管理機能を制限］ オプシ ョ ンのチェッ クをオンに

します。

3 ［OK］ をク リ ッ ク して ZenCC を終了してから再度起動する と、 この設定が有効になり ます。

自社用に設定する必要のある、 ここにリス ト されていない特別な設定はありますか？

はい、 以下の状況など、 場合によっては、 Zen 構成のデフォルト設定の一部を調整する必要があ り ます。

 複数のネッ ト ワーク  インターフェイス

 スペースを含めないデータベース  ファ イル

 Microsoft Active Directory サービス

 中断されやすいネッ ト ワーク

詳細 （特に、 インス トール後に予期しない動作が発生した場合の詳細） については、 「特別な状況における設定」

を参照して ください。
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3Windows 版のアップグレード

アップグレードする際の検討事項

以下のセクシ ョ ンでは、 Windows でサポート対象の以前のバージ ョ ンから最新リ リースへアップグレードする方

法について説明します。 アップグレード時に移行される設定についても説明します。 

 「以前のバージ ョ ンから  Zen v15 へのアップグレード」

 「アップグレード後の操作に関する一般的な質問」

このドキュ メン ト全体を通して、明示的なバージ ョ ン番号のない "Zen" はすべてのバージ ョ ンを意味しています。



20

以前のバージョ ンから  Zen v15 へのアップグレード

以前のバージ ョ ンの Zen から  Zen v15 へアップグレードする場合は、 初めてインス トールしたと き と同じ手順に

従って行ってください。インス トール手順の詳細については、「Zen Enterprise Server と  Cloud Server （Windows 版）

のインス トール」 を参照して ください。

PSQL v10 よ り前のバージ ョ ンから  Zen v15 へアップグレードする場合は、 Zen をインス トールする前にその古い

バージ ョ ンをアンインス トールしておく必要があ り ます。 PSQL v10 からアップグレードする場合は、 そのバー

ジ ョ ンが削除される前に Zen v15 がそのバージ ョ ンをアーカイブします。

古いバージ ョ ンからアップグレード して新しい機能を使用したい場合は、必要に応じてデータ  ファ イルを リ ビル

ド して 9.5 または 13.0 のファイル形式にする必要があ り ます。 Rebuild ユーティ リ ティ を使用してデータ  ファ イ

ルを変換する方法の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の 「データ  ファ イルの変換」 を参照してくだ

さい。

PSQL v10 よ り前からのアップグレードの場合、ptksetup.ini で定義されている設定のみが移行されます。PSQL v10
以上のバージ ョ ンの場合、 アップグレードでは ptksetup.ini で定義されている設定を無視し、単純にすべての設定

を移行します。

v12 や v13 などの新しいメジャー リ リースへのアップグレードの場合は、 それよ り前の リ リースで用いた製品

キーは無効になるこ とに注意して ください。新しいメジャー リ リースを認証するには新しいキーを入手する必要

があ り ます。

Zen v15 へアップグレードする際の検討事項

製品に関する最新情報を確認したら、 以下にリ ス トする留意点を検討してアップグレードのインス トール準備を

完了して ください。

 Zen アプリケーシ ョ ン - 現在お使いの環境で使用している旧バージ ョ ンの Btrieve または Zen アプリ ケーシ ョ

ンを把握しておいてください。ク ライアン ト  ベースおよびサーバー ベースのアプリ ケーシ ョ ンの両方も覚え

ておいてください。

 Zen エコシステム製品 - アップグレード先となる  Zen のバージ ョ ンと連携させる  Audit for PSQL、 Backup

Agent、 または DataExchange については、 その既存のインス トールをまずアンインス トールしておく必要が

あ り ます。 ただし、 アンインス トールする前に、 アップグレード後に新バージ ョ ンを再インス トールして設

定する際に使用できるよ うに、 設定を保管しておく こ とをお勧めします。

 ベンダー仕様情報 - アプリ ケーシ ョ ン ベンダーが Zen を使って開発した製品に関する仕様情報を確認してく

ださい。

 TCP/IP プロ ト コル - TCP/IP ネッ ト ワークが正し く構成されており （サーバーに対して名前で ping を正常に

実行できるよ うにして ください）、 ク ラ イアン ト とサーバー間 （それぞれのコンピューター上も含む） でファ

イアウォールを構成してデータベース  ト ラフ ィ ッ クを渡すよ うにする必要があ り ます。 「Windows ファ イア

ウォール」 を参照して ください。

 DOS リクエスター - DOS アプリ ケーシ ョ ンは BTRBOX リ クエスターでのみサポート されます。 Zen をアッ

プグレードする前に、 DOS ネイテ ィブ マシンを Win32 プラ ッ ト フォームに移行します。 BTRBOX および

DOS アプリ ケーシ ョ ンは、 64 ビッ トの Windows プラ ッ ト フォームではサポート されていません。

 新機能とファイルのリビルド  - 新機能を利用するには、 データ  ファ イルを リ ビルド してこれらのファイルが

最新バージ ョ ンのフォーマッ ト を使用できるよ うにする必要があ り ます。 『Advanced Operations Guide』 に記

載されている  Rebuild ユーティ リ ティ を参照してください。
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 データ  ファイルのバックアップ - アップグレードを行う前に、現存するデータ、データベース  エンジン ファ

イル、 および設定を必ずバッ クアップしておいてください。
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アップグレード後の操作に関する一般的な質問

この ト ピッ クでは、インス トール プログラム実行後の操作に関する情報を説明します。問題が生じた場合は、「イ

ンス トール後のト ラブルシューティング」 を参照して ください。

データ  ソース名 （DSN） の操作方法

以下の表では、 Zen のアップグレードを行った後の DSN のアップグレード手順を説明しています。  

以前のリ リースのファイルはどのように変換すればよいですか？

古いデータ  ファ イルを新しい形式に変換する必要はあ り ませんが、新しい形式で利用可能となる新機能を使用し

たい場合は変換しなければなり ません。 v6.0 以前または v6.x 形式のファイルは、 Rebuild ツールを使用して 7.x、
8.x、9.x、または 13.x 形式に変換してください。詳細については、『Advanced Operations Guide』を参照してください。

どのようなユーザー ライセンスがインストールされますか？

インス トール時にライセンス番号を入力しなかった場合は評価版がインス トールされます。 このライセンスに必

要な設定はあ り ません。 インス トールした後に、 License Administrator ツールを使用して、 インス トールされたラ

イセンスの一覧を見るこ とができます。 License Administrator の詳細については、 『Zen User’s Guide』 を参照して

ください。

シナリオ 説明

Pervasive.SQL 2000i SP4 よ り 前のバー

ジ ョ ンで作成された既存の DSN がある。

アップグレードの前に既存の DSN をすべて削除する必要があ り ます。 アップ

グレードが完了したら、 DSN を再作成して既存のデータベースにアクセスし

て ください。 

エンジン DSN の使用は推奨されないので、 新規の DSN はエンジン DSN では

な く名前付きデータベースに接続するよ うにして ください。 

『ODBC Guide』 の 「ODBC 接続文字列」 を参照して ください。

Pervasive.SQL 2000i SP4 以上のバージ ョ

ンで作成された既存の DSN がある。

既存の DSN に接続してデータベースにアクセスできます。 

ただし、 エンジン DSN の使用は推奨されないので、 新規または修正を施す 32
ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンは、エンジン DSN ではなく名前付きデータベースに

接続するこ とをお勧めします。

32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンを  64 ビッ トに移植する場合は、以下の変更を行っ

て ください。

• アプ リ ケーシ ョ ンが DSN レ ス接続 （接続文字列 "Pervasive ODBC Client
Interface" を使用した接続） を利用している場合、 その接続文字列を  "Zen
ODBC Interface" に変更します。

• アプリ ケーシ ョ ンがエンジン DSN またはク ライアン ト  DSN を使用する場合

は、名前付きデータベースに接続する  64 ビッ ト  DSN を作成する必要があ り

ますまた、 64 ビッ ト  Windows オペレーティング システムの場合、 レジス ト

リ設計によ り  64 ビッ ト  システム DSN と  32 ビッ ト  システム DSN は区別さ

れているので注意して ください。

『ODBC Guide』 の 「ODBC 接続文字列」 を参照して ください。

定義されている  DSN はない。 DSN の作成の詳細については、 『ODBC Guide』 の 「DSN のセッ ト アップお

よび接続文字列」 を参照して ください。

32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ン用に DSN レス接続を使用する場合は、接続文字列

"Pervasive ODBC Client Interface" を使用して名前付きデータベースに接続して

ください。 64 ビッ ト  DSN の場合は、 接続文字列 "Zen ODBC Interface" を使用

して名前付きデータベースに接続してください。 
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4Zen Enterprise Server と  Cloud 
Server （Windows 版） のインス
トール

Zen Server を Windows にインス トールする手順

以下のト ピッ クでは、 Zen Server のインス トールについて説明します。

 「インス トールする前の確認事項」

 「Windows への Zen サーバーのインス トール」

 「次に行う こ と」
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インストールする前の確認事項

Zen のエディシ ョ ンをインス トールする前に、 以下の情報について熟知しておく必要があ り ます。

 「Zen をインス トールするための準備」 - システム要件やインス トール処理に関するプラ ッ ト フォーム固有の

注意などの重要な情報が記述されています。

 リ リース ノート  - このリ リース  ノートは配布メディアに収録されている  readme_zen.htm に記載されていま

す。 ユーザー マニュアルには含まれない最新の製品情報が記述されています。

プラッ ト フォームに関する注記

Zen を Windows にインス トールする場合、 管理者権限が必要です。 

ターミナル サーバーへのエンジンのインストール

ターミナル サーバー上にインス トールするには、インス トールするためのシステム管理者権限を持つユーザーと

してそのサーバーのコンソールにログオンする必要があ り ます。 これは、 サーバー上の物理コンソールまたはリ

モート  コンソール セッシ ョ ンのどちらでも可能です。

このドキュ メン トに記載される手順を使用して、通常どおり インス トールしてください。オペレーティング シス

テムではターミナル サーバーのモード変更を自動的に処理します。

ターミナル サーバーにおけるエンジンの実行

データベース  エンジンの 1 つのインスタンスのみを任意のターミナル サーバー プラ ッ ト フォーム上で起動する

こ とができます。2 つ以上のターミナル セッシ ョ ン内でデータベース  エンジンのコピーを個別に起動するこ とは

できません。

インストールのヒン ト

 システムに初めてインス トールする と きは、必要なすべてのシステム  ファ イルが要件を満たしているかど う

かをチェッ ク します。 これらのファイルがオペレーティング システムでロ ッ ク されており、 インス トールを

続行する前に再起動を要求される場合もあ り ます。 

注意  再起動を促すメ ッセージが表示された場合は、 システムを再起動する必要があ り ます。 システムを再

起動しないと、 インス トールでエンジンやユーティ リ ティの設定中にエラーが発生します。

 インス トール後に問題が発生した場合は、「インス トール後のト ラブルシューティング」を参照してください。

フェールオーバー クラスター

Microsoft Cluster Service （MSCS） を使用したク ラスター環境に Zen をインス トールしよ う とお考えの場合は、 ま

ず 『Advanced Operations Guide』 の 「高可用性のサポート 」 をお読みください。 この章では、 Zen をク ラスター環

境へインス トールしたり、 パッチを適用したりする手順を提供しています。
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Windows への Zen サーバーのインストール

Zen Enterprise Server または Cloud Server は Windows サーバーに直接 （ローカルに） インス トールする必要があ り

ます。 リモートのク ライアン ト  コンピューターからインス トールするこ とはできません。

インス トーラーを実行する と、 Windows %Temp% ディ レク ト リにインス トール ログ ファ イルが作成されます。

このログは、 インス トールが失敗した場合に役立ちます。

Windows でインストールするには

1 以下のどちらかの方法で、 Windows マシンからインス トーラーを実行します。

 インス トーラーをダウンロード して実行する。

 CD-ROM ド ラ イブにインス トール CD を挿入する。 インス トーラーが自動的に起動しない場合は、 CD
のルート  ディ レク ト リ を開き、 autorun.exe を実行します。

2 インス トーラーの選択リ ス トで、 ［Enterprise Server］ または ［Cloud Server］ をク リ ッ ク します。 これによ

り、 Windows システムのビッ ト  アーキテクチャ （32 ビッ ト または 64 ビッ ト ） に応じた適切なコンポーネン

トがインス トールされます。

3 実行中のアプリ ケーシ ョ ンが Zen のインス トールに支障をきたす可能性があるアプリ ケーシ ョ ンを終了また

はアンインス トールするよ うに求める メ ッセージが表示された場合は、 そのよ うにします。 このよ うなプロ

グラムを実行したまま続行したい場合は、 ［無視］ をク リ ッ ク します。 ただし、そのよ うなプログラムが失敗

する原因となる予測できない動作が、 Zen のインス トール中に発生する可能性があ り ます。

4 初期画面で ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［使用許諾契約］ ページでライセンス契約書を読み、同意するオプシ ョ ンを選択したら ［次へ］ をク リ ッ ク し

ます。

6 次のいずれかのセッ ト アップを選択します。

 通常は、 セッ ト アップ タイプ、 ［すべて］ を選択して ください。 デフォルトのオプシ ョ ンや場所を使用

して、 Zen の全コンポーネン トがインス トールされます。 このセッ ト アップ タイプを選択した場合は、

［次へ］ をク リ ッ ク して手順 11 に進みます。

 ［カスタム］ セッ ト アップ タイプは上級ユーザー向けです。 このセッ ト アップ タイプでは、 インス トー

ルの場所を選択する と と もに、 インス トールする  Zen コンポーネン トの数を制御するこ とができます。

［カスタム］ セッ ト アップ タイプを選択した場合は、 次の手順に進みます。

7 デフォルト以外のインス トールの場所を選択するには、表示されているフォルダーに対して ［変更］ をク リ ッ

ク します。 選択し終わったら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

8 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して処理を続行します。

9 デフォルトでは、 Zen のすべてのコンポーネン トおよび機能がインス トールされるよ うになっています。 必

要に応じてインス トールから除外する項目を選択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。

 データ  アクセス

 ADO.NET プロバイダー

 Btrieve DOS （32 ビッ トのみ）

 DTO/DTI

 JCL

 JDBC ド ラ イバー

 PDAC

 ユーティ リ ティ
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 Java ユーティ リ ティ

・ Zen Control Center （ZenCC）

・ ZenCC 用のドキュ メン ト  プラグイン

・ Data Dictionary File Builder

・ Notification Viewer

 その他のユーティ リ ティ

・ Cobol Schema Executor

・ Zen System Analyzer

10 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して処理を続行します。

11 ［インストール］ ボタンをク リ ッ ク してインス トール処理を開始します。

12 インス トールが完了する と、 インス トールが正常に終了したこ とがウ ィザードに示されます。 製品は評価版

キーでインス トールされ、 評価期間を過ぎる と失効します。

この時点で、 引き続き、 期限なしキーを使用して製品を認証する処理を行うか、 またはインス トールを終了

するか、 2 つの選択肢があ り ます。

 引き続き、製品を認証する処理を行う場合は、 インターネッ ト接続が必要です。 ［次へ］ をク リ ッ ク して

次の手順に進みます。 インターネッ ト接続ができない場合は、 ［次へ］ をク リ ッ ク した後、 ［完了］ をク

リ ッ ク します。 その後、 『Zen User's Guide』 の 「別の認証操作」 をお読みください。

 この時点でインス トールを終了する場合は、 ［次へ］ をク リ ッ ク して ［完了］ をク リ ッ ク します。 後で、

License Administrator ユーティ リ ティ を実行して製品キーを適用するこ と もできます。『Zen User's Guide』
の 「ラ イセンス管理」 を参照して ください。

13 製品キーを入力し、 ［認証］ ボタンをク リ ッ ク してキーを適用します。

この時点で製品の認証をキャンセルする場合は、［完了］ をク リ ッ ク します。後で、License Administrator ユー

ティ リ ティ を実行して製品キーを適用するこ と もできます。 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセンス管理」 を参照

して ください。

14 認証操作の状態を示すメ ッセージ ボッ クスが表示されます。その状態に応じて以下のいずれかの操作を実行

します。

 " キーが認証されました " という認証状態のメ ッセージが表示された場合は、 ［OK］ をク リ ッ ク し、 ［完

了］ をク リ ッ ク してインス トールを完了します。

 認証の状態メ ッセージで、 エラーまたは警告が報告される場合は、 ［OK］ をク リ ッ ク して手順  に戻り、

有効な製品キーを入力して ください。 

システムの再起動を促された場合は、 インス トールを正し く稼動させるためにも再起動するよ うにしてくだ

さい。

メモ  設定した環境変数がこのインス トーラーによって変更されます。
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次に行う こと

Zen サーバーを円滑に操作するには適切な設定を行っておく必要があ り ます。 この操作を実行する方法の詳細に

ついては、 「サーバー用のネッ ト ワーク通信の設定」 を参照して ください。
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5Zen Client （Windows 版） のイン
ストール

さまざまな Zen Client を  Windows にインス トールする手順

以下のセクシ ョ ンでは、 Zen Client のインス トールについて説明します。

 「ク ラ イアン ト （Windows 版） をインス トールする前に」

 「Zen Client （Windows 版） のインス トール」

 「BTRBOX リ クエスターのインス トール」

 「ク ラ イアン ト  リ クエスターについて」

 「次に行う こ と」
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クライアン ト （Windows 版） をインストールする前に

どのエディシ ョ ンのデータベースをインス トールする場合でも、 事前に以下の情報について熟知しておく必要が

あ り ます。

 「Zen をインス トールするための準備」 - システム要件やインス トール処理に関するプラ ッ ト フォーム固有の

注意などの重要な情報が記述されています。

 リ リース ノート  - このリ リース  ノートは配布メディアに収録されている  readme_zen.htm に記載されていま

す。 ユーザー マニュアルには含まれない最新の製品情報が記述されています。
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Zen Client （Windows 版） のインストール

Zen Client はデフォルトで Zen Enterprise Server、Cloud Server、および Workgroup と と もにインス トールされます。

ク ラ イアン ト  システムにもインス トールできます。 インス トールの実行後、 Windows %Temp% ディ レク ト リに

インス トール ログ ファ イルが生成されます。 このログは、 インス トールが失敗した場合に役立ちます。

メモ  「Zen Client のバージ ョ ンは Zen Server （Enterprise/Cloud） のバージ ョ ンと一致している必要があ り ま

すか？」 も参照して ください。 

 Zen クライアン ト （Windows 版） をインストールするには

1 以下のどちらかの方法で、 Windows マシンから  Zen のインス トーラーを実行します。

 インス トーラーをダウンロード して実行する。

 CD-ROM ド ラ イブにインス トール CD を挿入する。 インス トーラーが自動的に起動しない場合は、 CD
のルート  ディ レク ト リ を開き、 autorun.exe を実行します。

2 インス トーラーの選択リ ス トで、［Client Only］ （ク ラ イアン トのみ） をク リ ッ ク します。これによ り、Windows

システムのビッ ト  アーキテクチャ（32 ビッ ト または 64 ビッ ト ）に応じた適切なコンポーネン トがインス トー

ルされます。

3 実行中のアプリ ケーシ ョ ンが Zen のインス トールに支障をきたす可能性があるアプリ ケーシ ョ ンを終了また

はアンインス トールするよ うに求める メ ッセージが表示された場合は、 そのよ うにします。 このよ うなプロ

グラムを実行したまま続行したい場合は、 ［無視］ をク リ ッ ク します。 ただし、そのよ うなプログラムが失敗

する原因となる予測できない動作が、 Zen のインス トール中に発生する可能性があ り ます。

4 初期画面で ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 インス トールのタイプを選択します。

 以下の一方または両方が該当する場合は、 デフォルトの ［サービスとして実行］ を選択してください。

 コンピューターの起動時にク ライアン ト  キャ ッシュ  エンジンが実行されるよ うにする必要がある

場合。 

 ターミナル サービス環境で、あるいはユーザーの簡易切り替えを使用しているマルチユーザー環境

で、 ク ライアン ト  キャ ッシュ  エンジンを実行する場合。

 以下の場合には ［アプリケーシ ョ ンと して実行する］ を選択します。

必要に応じてク ライアン ト  キャ ッシュ  エンジンを実行する場合。 ク ライアン ト  キャ ッシュ  エンジンが

起動される と、タスク  バーの右端の通知領域のアイコンでエンジンのキャ ッシュを管理できるよ うにな

り ます。 

メモ  ク ライアン ト をサービス と して実行する場合は、 " サービスとしてログオン " 権限が必要です。 デフォ

ルトのローカル システム アカウン ト以外のユーザー アカウン トで、 エンジンをサービス と して実行するよ

うにした場合は、 Windows のコン ト ロール パネルでそのサービスの ［ログオン］ プロパティを変更するよ う

にして ください。 ク ライアン ト  キャ ッシュは、 サービス と してインス トールする と、デフォルトで自動的に

起動するよ うに設定されます。ただし、 ク ライアン ト  キャ ッシュ  サービスが実行中でも、その設定が有効に

なっていなければ、 アプリ ケーシ ョ ンはク ライアン ト  キャ ッシュを利用しません。
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ク ラ イアン ト  キャ ッシュ  エンジンは、 MicroKernel エンジンを特殊化したもので、 読み取り専用データを

キャ ッシュし、 別プロセスで実行されます。 ク ラ イアン ト  キャ ッシュ  エンジンは、 サービスまたはアプリ

ケーシ ョ ンのどちら と してインス トールされている場合でも、 デフォルトでは利用できないよ う （無効） に

なっています。利用できないよ うにする とは、ク ライアン ト側に何もキャ ッシュされないこ とを意味します。

アプリ ケーシ ョ ンからの読み取り要求によって、 リモート  データベース  エンジンからデータを取得します。

ク ライアン ト  キャ ッシュ  エンジンを利用できるよ うにする とは、 それが、 ク ラ イアン ト と リモート  データ

ベース  エンジンとの間で、 キャ ッシュを仲介する役割を果たすこ とを意味します。

『Advanced Operations Guide』 の 「キャ ッシュ  エンジンの使用」 プロパティを参照してください。 

6 ［使用許諾契約］ ページでライセンス契約書を読み、同意するオプシ ョ ンを選択したら ［次へ］ をク リ ッ ク し

ます。

7 次のいずれかのセッ ト アップを選択します。

 通常は、 セッ ト アップ タイプ、 ［すべて］ を選択して ください。 デフォルトのオプシ ョ ンや場所を使用

して、 Zen の全コンポーネン トがインス トールされます。 このセッ ト アップ タイプを選択した場合は、

［次へ］ をク リ ッ ク して手順 12 に進みます。

 ［カスタム］ セッ ト アップ タイプは上級ユーザー向けです。 このセッ ト アップ タイプでは、 インス トー

ルの場所を選択する と と もに、 インス トールする  Zen コンポーネン トの数を制御するこ とができます。

［カスタム］ セッ ト アップ タイプを選択した場合は、 次の手順に進みます。

8 デフォルト以外のインス トールの場所を選択するには、表示されているフォルダーに対して ［変更］ をク リ ッ

ク します。 選択し終わったら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

9 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して処理を続行します。

10 デフォルトでは、 Zen のすべてのコンポーネン トおよび機能がインス トールされるよ うになっています。 必

要に応じてインス トールから除外する項目を選択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。

 データ  アクセス

 ADO.NET プロバイダー

 Btrieve DOS （32 ビッ トのみ）

 DTO/DTI

 JCL

 JDBC ド ラ イバー

 PDAC

 ユーティ リ ティ

 Java ユーティ リ ティ

・ Zen Control Center （ZenCC）

・ ZenCC 用のドキュ メン ト  プラグイン

・ DDF Builder

 その他のユーティ リ ティ

・ Cobol Schema Executor

・ Zen System Analyzer

11 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して処理を続行します。

12 ［インストール］ ボタンをク リ ッ ク してインス トール処理を開始します。

13 インス トールが完了する と、 インス トールが正常に終了したかど うかがウ ィザードに示されます。［完了］ を

ク リ ッ ク します。

システムの再起動を促された場合は、 製品を正し く稼動させるためにも再起動するよ うにしてください。

メモ  設定したシステム環境変数がこのインス トーラーによって変更されます。
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BTRBOX リクエスターのインストール

Zen データベース  エンジンでは Windows プラ ッ ト フォーム用の BTRBOX リ クエスターを用いて DOS Btrieve ア
プリ ケーシ ョ ンをサポート します。従来の DOS アプリ ケーシ ョ ンにも このリ クエスターを使用するこ とができま

す。

DOS リ クエスターは単独でインス トールする必要がなくな り ました。 Zen エンジンの完全なインス トールを選択

すれば、 そのインス トール時に DOS リ クエスターが自動的にインス トールされます。 カスタム インス トールの

場合、 ［データ  アクセス］ グループ セクシ ョ ンで "DOS" オプシ ョ ン機能を選択する と  DOS リ クエスターがイン

ス トールされます。

メモ  DOS オペレーティング システムを使用するク ライアン トは、データ  ファ イルへの ト ランザクシ ョナル

アクセスだけが可能です。 このプラ ッ ト フォームではリ レーシ ョナル アクセスはできません。

Win32 DOS ボックスのサポート

BTRBOX を使用すれば、Windows ワークステーシ ョ ン上の DOS ボッ クスで DOS アプリ ケーシ ョ ンを実行するこ

とができます。これによ り、データベース  エンジンではなく、Windows 32 ビッ ト  ワークステーシ ョ ンのコンポー

ネン ト と直接通信するこ とが可能になり ます。 この設定は、 ローカルの Workgroup エンジン、 あるいはリモート

の Zen サーバー エンジンのどちらでも使用するこ とができます。 ク ライアン ト / サーバー アクセスに TCP/IP プ
ロ ト コルを使用するかは、 Windows 32 ビッ ト  コンポーネン トの設定によって決ま り ます。

DOS アプリ ケーシ ョ ンは 64 ビッ ト  Windows プラ ッ ト フォームではサポート されません。 このため、BTRBOX は
64 ビッ ト  Windows プラ ッ ト フォームではサポート されません。



34

クライアン ト  リクエスターについて

データベース  ファ イルにアクセスする必要があるワークステーシ ョ ンは、 Zen サーバーが稼動しているマシンに

対するク ライアン ト と見なされます。Zen データベース  サーバーのデータベース  ファ イルにアクセスする と きに

は、 ク ライアン ト  リ クエスター （略称 ： リ クエスター） と呼ばれるソフ ト ウェアが必要です。 アプ リ ケーシ ョ ン

による  Zen サーバーの呼び出しはリ クエスタ経由でサーバーに送られて処理され、 その結果はアプリ ケーシ ョ ン

に返されます。

Zen リ クエスターがサポート されるプラ ッ ト フォームについては、 Zen のリ リース  ノート を参照して ください。

リ クエスターは、 使用しているサーバーのタイプによって、 TCP プロ ト コルを使用してサーバーの MicroKernel
と通信します。ワークステーシ ョ ンに、適切なネッ ト ワーク  プロ ト コル ソフ ト ウェアがインス トールされている

こ とを確認して ください。

メモ  DOS オペレーティング システムを使用するク ライアン トは、データ  ファ イルへの ト ランザクシ ョナル

アクセスだけが可能です。 このプラ ッ ト フォームではリ レーシ ョナル アクセスはできません。

Windows リクエスターのタイプ

Zen には以下のタイプの Windows 用リ クエスターがあ り ます。

 DOS

 ト レース

リ クエスターを手動でロードまたはアンロードする必要はあ り ません。 Zen への最初のアプリ ケーシ ョ ン呼び出

しの際に、 システムがリ クエスターをロード し、 アプリ ケーシ ョ ンの終了時にそのリ クエスターをアンロード し

ます。 

DOS リクエスター

このタイプのリ クエスターは、 DOS オペレーティング システムで実行するアプリ ケーシ ョ ンで使用します。 

ト レース リクエスター

ト レース  リ クエスターは、 ク ライアン トにおける低レベルの問題を ト ラブルシュート （ ト レース） する際に使用

します。 通常、 このタイプの ト レースを行う こ とはあ り ません。 この低レベルの ト レースは熟練のサポート  ス
タ ッフが使用するためのものです。 製品のベンダーまたは Zen のサポート担当者からこの低レベルのト レースの

実行を指示されるこ とがあるかもしれません。 その際にはト レース  リ クエスターの使用方法が説明されます。

Zen が提供するツールを使用すれば、ほとんどの問題を解決するこ とができます。たとえば、 Zen System Analyzer
ではネッ ト ワーク接続テス ト を実行してネッ ト ワークの接続を検証します。
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次に行う こと

Zen Client を円滑に操作するには適切な設定を行っておく必要があ り ます。この操作を実行する方法の詳細につい

ては、 「ク ラ イアン ト用のネッ ト ワーク通信の設定」 を参照して ください。
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6Zen Workgroup （Windows 版） の
インストール

Zen Workgroup エンジンを  Windows にインス トールする手順

以下のト ピッ クでは、 Zen Workgroup のインス トールについて説明します。

 「Workgroup をインス トールする前の確認事項」

 「Zen Workgroup （Windows 版） のインス トール」

 「次に行う こ と」
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Workgroup をインストールする前の確認事項

Zen のエディシ ョ ンをインス トールする前に、 以下の情報について熟知しておく必要があ り ます。

 「Zen をインス トールするための準備」 - システム要件やインス トール処理に関するプラ ッ ト フォーム固有の

注意などの重要な情報が記述されています。

 リ リース ノート  - このリ リース  ノートは配布メディアに収録されている  readme_zen.htm に記載されていま

す。 ユーザー マニュアルには含まれない最新の製品情報が記述されています。

インストールのヒン ト

 システムに初めて Zen をインス トールする と きは、必要なすべてのシステム ファ イルが要件を満たしている

かど うかをチェ ッ ク します。 これらのファ イルがオペレーティ ング システムでロ ッ ク されており、 インス

トールを続行する前に再起動を要求される場合もあ り ます。 この場合は ［はい、 直ちにコンピューターを再

起動します。］ をク リ ッ ク してシステムを再起動して ください。 インス トーラは自動的に再スタート します。

 このメ ッセージが表示された場合は、 システムを再起動するこ とをお勧めします。 システムを再起動しない

場合、 インス トールでエンジンやユーティ リ ティの設定中にエラーが発生します。

 インス トール後に問題が発生した場合は、「インス トール後のト ラブルシューティング」を参照してください。
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Zen Workgroup （Windows 版） のインストール

以下の手順では、 デフォルトの対話式インス トールを使用して、 Workgroup をインス トール メディアからインス

トールする方法を説明します。

インス トーラーを実行する と、 Windows %Temp% ディ レク ト リにインス トール ログ ファ イルが作成されます。

このログは、 インス トールが失敗した場合に役立ちます。

 Zen Workgroup （Windows 版） をインストールするには

1 以下のどちらかの方法で、 Windows マシンから  Zen のインス トーラーを実行します。

 インス トーラーをダウンロード して実行する。

 CD-ROM ド ラ イブに Zen の CD を挿入する。 インス トーラーが自動的に起動しない場合は、 CD のルー

ト  ディ レク ト リ を開き、 autorun.exe を実行します。

2 インス トーラーの選択リ ス トで、 ［Workgroup Edition］ をク リ ッ ク します。 これによ り、 32 ビッ ト  コンポー

ネン トがインス トールされます。

3 実行中のアプリ ケーシ ョ ンが Zen のインス トールに支障をきたす可能性があるアプリ ケーシ ョ ンを終了また

はアンインス トールするよ うに求める メ ッセージが表示された場合は、 そのよ うにします。 このよ うなプロ

グラムを実行したまま続行したい場合は、 ［無視］ をク リ ッ ク します。 ただし、そのよ うなプログラムが失敗

する原因となる予測できない動作が、 Zen のインス トール中に発生する可能性があ り ます。

4 初期画面で ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［使用許諾契約］ ページでライセンス契約書を読み、同意するオプシ ョ ンを選択したら ［次へ］ をク リ ッ ク し

ます。

6 インス トールのタイプを選択します。

 以下の一方または両方が該当する場合は、 デフォルトの ［サービスとして実行］ を選択してください。

 オペレーティング システムによるユーザー アクセス制御 （UAC） を回避したい場合。 エンジンを

サービス と して実行する場合はサービスとしてログオン権限が必要です。デフォルトのローカル シ

ステム以外のユーザー アカウン ト で、 エンジンをサービス と して実行する よ う にした場合は、

Windows のサービス （コン ト ロール パネルからアクセス） で "Actian Zen Workgroup" サービスのプ

ロパティを開き、 ［ログオン］ タブでアカウン ト  ログインが設定されているこ とを確認して くださ

い。

 ターミナル サービス環境で Workgroup エンジンを実行したい場合。 

 以下の場合には ［アプリケーシ ョ ンと して実行する］ を選択します。

データ  ファ イルがリモート  マシンにのみ存在し、 割り当てられたド ライブ上にあるそのデータ  ファ イ

ルがアクセスされ、 リモート  マシンではデータベース  エンジンが実行されていない場合。

7 次のいずれかのセッ ト アップを選択します。

 通常は、 セッ ト アップ タイプ、 ［すべて］ を選択して ください。 デフォルトのオプシ ョ ンや場所を使用

して、 Zen の全コンポーネン トがインス トールされます。 このセッ ト アップ タイプを選択した場合は、

［次へ］ をク リ ッ ク して手順 12 に進みます。

 ［カスタム］ セッ ト アップ タイプは上級ユーザー向けです。 このセッ ト アップ タイプでは、 インス トー

ルの場所を選択する と と もに、 インス トールする  Zen コンポーネン トの数を制御するこ とができます。

［カスタム］ セッ ト アップ タイプを選択した場合は、 次の手順に進みます。

8 デフォルト以外のインス トールの場所を選択するには、表示されているフォルダーに対して ［変更］ をク リ ッ

ク します。 選択し終わったら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

9 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して処理を続行します。

10 デフォルトでは、 Zen のすべてのコンポーネン トおよび機能がインス トールされるよ うになっています。 必

要に応じて、 インス トールから除外する項目を一覧から選択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。
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 データ  アクセス

 ADO.NET プロバイダー

 Btrieve DOS （32 ビッ トのみ）

 DTO/DTI

 JCL

 JDBC ド ラ イバー

 PDAC

 ユーティ リ ティ

 Java ユーティ リ ティ

・ Zen Control Center （ZenCC）

・ ZenCC 用のドキュ メン ト  プラグイン

・ Data Dictionary File Builder

・ Notification Viewer

 その他のユーティ リ ティ

・ Cobol Schema Executor

・ Zen System Analyzer

11 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して処理を続行します。

12 ［インストール］ ボタンをク リ ッ ク してインス トール処理を開始します。

13 インス トールが完了する と、 インス トールが正常に終了したこ とがウ ィザードに示されます。 製品は評価版

キーでインス トールされ、 評価期間を過ぎる と失効します。

この時点で選択できる選択肢は、 期限なしキーを使用して製品を認証する処理をすぐ行うか、 またはインス

トールを終了して後で製品を認証する処理を行うかのいずれかです。

 製品を認証する処理をすぐ行う場合は、 インターネッ ト接続が必要です。［次へ］ をク リ ッ ク して次の手

順に進みます。 インターネッ ト接続ができない場合は、 ［次へ］ をク リ ッ ク した後、 ［完了］ をク リ ッ ク

します。 『Zen User's Guide』 の 「別の認証操作」 を参照してください。

 この時点でインス トールを終了する場合は、 ［次へ］ をク リ ッ ク して ［完了］ をク リ ッ ク します。 License
Administrator ユーティ リ ティ を実行して製品キーを適用するこ とは随時できます。『Zen User's Guide』 の

「ラ イセンス管理」 を参照してください。「UAC が有効になっている / 実装されている  Windows における

Workgroup 製品キーの認証」 も参照して ください。

14 製品キーを入力し、 ［認証］ ボタンをク リ ッ ク してキーを適用します。

この時点で製品の認証をキャンセルする場合は、［完了］ をク リ ッ ク します。後で、License Administrator ユー

ティ リ ティ を実行して製品キーを適用するこ と もできます。 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセンス管理」 を参照

して ください。

15 認証操作の状態を示すメ ッセージ ボッ クスが表示されます。その状態に応じて以下のいずれかの操作を実行

します。

 " キーが認証されました " という認証状態のメ ッセージが表示された場合は、 ［OK］ をク リ ッ ク し、 ［完

了］ をク リ ッ ク してインス トールを完了します。

 認証の状態メ ッセージで、エラーまたは警告が報告される場合は、［OK］ をク リ ッ ク し、前の手順に戻っ

て有効な製品キーを入力して ください。 

システムの再起動を促された場合は、Zen 製品を正し く稼動させるためにも再起動するよ うにしてください。

メモ  設定したシステム環境変数がこのインス トーラーによって変更されます。
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UAC が有効になっている / 実装されている Windows における Workgroup 製品キー

の認証

ユーザー アカウン ト制御 （UAC） が有効になっている / 実装されている  Windows では、 以下のよ うな状況の場

合、 Zen Workgroup の期限なしキーの認証に問題が生じる可能性があ り ます。

 Zen Workgroup がアプリ ケーシ ョ ンと してインス トールされている。 

 Workgroup データベース  エンジンが管理者権限なしで実行されている。 これは、 標準ユーザーの権限が昇格

される場合を除き、 標準ユーザーの権限でアプリ ケーシ ョ ンが実行するこ とがデフォルトの動作となってい

る場合です。つま り、管理者グループのメンバーであっても、 ［管理者と して実行］ を使用した権限の昇格を

行わないまま  Workgroup データベース  エンジンを開始すれば、 そのデータベース  エンジンは標準ユーザー

の権限で実行します。

 Zen Workgroup の期限なしキーは、 インス トールの過程で提供するこ とはあ り ません。 つま り、 インス トー

ル後にライセンス  ユーティ リ ティ を使用するこ とで、 期限なしキーを認証するかど うかを選択します。 

以下の手順を実行して期限なしキーを確実に認証して ください。

1 Zen Workgroup アプリ ケーシ ョ ンが実行している場合はそのアプリ ケーシ ョ ンを閉じ （エンジン ト レイ  アイ

コンを右ク リ ッ ク して ［エンジンを停止して終了］ をク リ ッ クするこ とで、 データベース  エンジンは停止し

ます）。

2 ファ イル エスクプローラーから、 zenengnapp.exe ファ イルを探します。64 ビッ トのデフォルト  インス トール

では、 このユーティ リ ティは C:\Program Files (x86)\Actian\Zen\bin にあ り ます。

3 zenengnapp.exe を右ク リ ッ ク し、 ［管理者として実行］ を選択します。 管理者権限を持っているか、 管理者権

限を持つユーザーの名前とパスワードがわかっている必要があ り ます。ライセンス  ユーティ リ ティでキーを

認証する前に、 データベース  エンジンの権限を昇格しておく必要があ り ます。

4 オペレーティング システムの ［スタート ］ メニュー、 またはアプリ画面から  License Administrator を起動し

ます （あるいはコマン ド  ラ イン インターフェイスのラ イセンス  ユーティ リ テ ィ を使用する こ と もできま

す）。

5 ［キー］ フ ィールドに Zen Workgroup の期限なしキーを入力するか貼り付け、 ［認証］ ボタンをク リ ッ ク して

キーを適用します。 

6 状況に応じて、データベース  エンジンを停止し、権限を昇格するこ とな くデータベース  エンジンを再起動で

きます。

License Administrator ユーティ リ ティのために権限を昇格するこ とが解決策ではないので注意してください。デー

タベース  エンジン自身である  zenengnapp.exe に、 昇格した権限が必要です。 
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次に行う こと

Zen Workgroup エンジンを円滑に操作するには適切な設定を行っておく必要があ り ます。 この操作を実行する方

法の詳細については、 「Workgroup エンジンのセッ ト アップ」 を参照して ください。
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7Client Reporting Engine （Windows 
版） のインストール

レポート  エンジンのインス トールによる   Zen サーバーのパフォーマンス向上

以下のト ピッ クでは、 Zen Client Reporting Engine のインス トールについて説明します。

 「Client Reporting Engine （Windows 版） をインス トールする前に」

 「Zen Client Reporting Engine （Windows 版） のインス トール」

 「次に行う こ と」
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Client Reporting Engine （Windows 版） をインストールする前に

Zen のエディシ ョ ンをインス トールする前に、 以下の情報について熟知しておく必要があ り ます。

 「Zen をインス トールするための準備」 - システム要件やプラ ッ ト フォーム固有の注意などの重要な情報が記

述されています。

 リ リース ノート  - 最新版のリ リース  ノートは、 弊社 Web サイ トからダウンロードできます。

https://www.agtech.co.jp/actian/
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Zen Client Reporting Engine （Windows 版） のインストール

インス トーラーを実行する と、 Windows %Temp% ディ レク ト リにインス トール ログ ファ イルが作成されます。

このログは、 インス トールが失敗した場合に役立ちます。

メモ  「Zen Client のバージ ョ ンは Zen Server （Enterprise/Cloud） のバージ ョ ンと一致している必要があ り ま

すか？」 も参照して ください。 

 Zen Client Reporting Engine （Windows 版） をインストールするには

1 以下のどちらかの方法で、 Windows マシンから  Zen のインス トーラーを実行します。

 インス トーラーをダウンロード して実行する。

 CD-ROM ド ラ イブに Zen の CD を挿入する。 インス トーラーが自動的に起動しない場合は、 CD のルー

ト  ディ レク ト リ を開き、 autorun.exe を実行します。

2 インス トーラーの選択リ ス トで、 ［Client Reporting Engine］ をク リ ッ ク します。 これによ り、 お使いの 64

ビッ ト  Windows システムに適したコンポーネン トがインス トールされます。

3 実行中のアプリ ケーシ ョ ンが Zen のインス トールに支障をきたす可能性があるアプリ ケーシ ョ ンを終了また

はアンインス トールするよ うに求める メ ッセージが表示された場合は、 そのよ うにします。 このよ うなプロ

グラムを実行したまま続行したい場合は、 ［無視］ をク リ ッ ク します。 ただし、そのよ うなプログラムが失敗

する原因となる予測できない動作が、 Zen のインス トール中に発生する可能性があ り ます。

4 初期画面で ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［使用許諾契約］ ページでライセンス契約書を読み、同意するオプシ ョ ンを選択したら ［次へ］ をク リ ッ ク し

ます。

6 次のいずれかのセッ ト アップを選択します。

 通常は、 セッ ト アップ タイプ、 ［すべて］ を選択して ください。 デフォルトのオプシ ョ ンや場所を使用

して、 Zen の全コンポーネン トがインス トールされます。 このセッ ト アップ タイプを選択した場合は、

［次へ］ をク リ ッ ク して手順 11 に進みます。

 ［カスタム］ セッ ト アップ タイプは上級ユーザー向けです。 このセッ ト アップ タイプでは、 インス トー

ルの場所を選択する と と もに、 インス トールする  Zen コンポーネン トの数を制御するこ とができます。

［カスタム］ セッ ト アップ タイプを選択した場合は、 次の手順に進みます。

7 デフォルト以外のインス トールの場所を選択するには、表示されているフォルダーに対して ［変更］ をク リ ッ

ク します。 選択し終わったら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

8 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して処理を続行します。

9 デフォルトでは、 Zen のすべてのコンポーネン トおよび機能がインス トールされるよ うになっています。 必

要に応じてインス トールから除外する項目を選択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。

 データ  アクセス

 ADO.NET プロバイダー

 DTO/DTI

 JCL

 JDBC

 PDAC

 ユーティ リ ティ
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 Java ユーティ リ ティ

・ Zen Control Center （ZenCC）

・ ZenCC 用のドキュ メン ト  プラグイン

・ Data Dictionary File Builder

・ Notification Viewer

 その他のユーティ リ ティ

・ Cobol Schema Executor

・ Zen System Analyzer

10 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク して処理を続行します。

11 ［インストール］ ボタンをク リ ッ ク してインス トール処理を開始します。

12 インス トールが完了する と、 インス トールが正常に終了したこ とがウ ィザードに示されます。 ［完了］ をク

リ ッ ク します。

システムの再起動を促された場合は、Zen 製品を正し く稼動させるためにも再起動するよ うにしてください。

メモ  設定したシステム環境変数がこのインス トーラーによって変更されます。
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次に行う こと

Client Reporting Engine には製品キーは必要あ り ません。 Client Reporting Engine は、 それによってサポートするよ

うに設定した Zen サーバーのライセンスに依存しています。 

Client Reporting Engine はその機能の大部分を有効にするよ うに設定しておく必要があ り ます。 この操作を実行す

る方法の詳細については、 「Client Reporting Engine のセッ ト アップ」 を参照してください。
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8Windows での Zen のインストール後

このソフ ト ウェアの削除に関する情報と よ くある質問

以下のセクシ ョ ンでは、 お使いのシステムからの Zen の削除に関する手順と よ くある質問について説明します。

 「インス トール後の操作に関する一般的な質問」

 「Zen のアンインス トール」
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インストール後の操作に関する一般的な質問

このセクシ ョ ンでは、 インス トール プログラム実行後の操作に関する情報を説明します。 この質問は、特に明記

されていない限り、すべてのデータベース  エンジン製品を対象と します。インス トール後に問題が生じた場合は、

「インス トール後のト ラブルシューティング」 を参照して ください。

ファイルはどこにインストールされますか？

表 1 に、 Zen が Windows プラ ッ ト フォームでプログラムやアプリ ケーシ ョ ン データ  ファ イルをインス トールす

るデフォルトの場所の一覧を記載します。「Linux、macOS、および Raspbian 環境に Zen をインス トールする場合、

どのよ うなファ イルがどのディ レク ト リにインス トールされますか？」 の表 16 で同様の情報を記載しています。 

アプリケーシ ョ ン データ  ファイルとは何ですか？

アプリ ケーシ ョ ン データ  ファ イルとは、一般にシステムが書き込むこ とができるファ イルです。アプ リ ケーシ ョ

ン データ  ファ イルの例と しては、 ログ ファ イル、 チュート リ アル ファ イルおよび Demodata や tempdb などのサ

ンプル データベース  ファ イルが挙げられます。

プログラム ファイルとは何ですか？

一般に、プログラム ファ イルは機能するためにシステムが要求するファイルです。プログラム ファ イルの例と し

ては、 バイナリ  システム ファ イル、 実行ファイル、 ダイナミ ッ ク  リ ンク  ラ イブラ リおよび .jar ファ イルなどが

挙げられます。

プログラム ファイルの 32 ビッ ト と  64 ビッ トの違いは何ですか？

Microsoft ガイ ド ラインでは、64 ビッ ト  コンポーネン トは 32 ビッ ト  コンポーネン ト とは別々の場所にインス トー

ルするよ う勧告しています。 Zen 64 ビッ トのコンポーネン トは、 64 ビッ ト  プログラム ファ イルの場所にインス

トールされ、 Windows レジス ト リで 64 ビッ ト  ハイブ下に登録されます。 Zen 32 ビッ トのコンポーネン トは、 32
ビッ ト  プログラム ファ イルの場所にインス トールされ、 Windows レジス ト リで 32 ビッ ト （x86） ハイブ下に登

録されます。

Workgroup 環境に 64 ビッ ト  クライアン トが必要になった場合はどのようにすればよいです
か？

Workgroup のインス トールでは 32 ビッ ト または 64 ビッ ト  の Windows システムに適したコンポーネン ト をすべて

インス トールします。 追加のインス トールを行う必要はあ り ません。

表 1 Zen の Windows におけるデフォルトのインストール場所

プラッ ト フォーム ファイルの種類 デフォルトのインストール場所

Windows （64 ビッ ト ） Zen アプリ ケーシ ョ ン データ < ド ラ イブ >:\ProgramData\Actian\Zen\

プログラム ファイル（64 ビッ ト ） < ド ラ イブ >:\Program Files\Actian\Zen\

プログラム ファイル（32 ビッ ト ） < ド ラ イブ >:\Program Files (x86)\Actian\Zen\

Windows （32 ビッ ト ） Zen アプリ ケーシ ョ ン データ < ド ラ イブ >:\ProgramData\Actian\Zen\

プログラム ファイル < ド ラ イブ >:\Program Files\Actian\Zen\

メモ：DOS リ クエスター ファイルはデフォルトで、32 ビッ ト  Windows プラ ッ ト フォームでのみ < ド ライブ >:\%WINDIR%\

SYSTEM32\ にインス トールされます。
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Workgroup でクライアン ト をインス トールする必要がありますか？

Zen Workgroup をインス トールする場合、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアのライセンスを持ち、 ワークグループ内で

データを共有するすべてのコンピューターにそのク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをインス トールする必要があ り ま

す。各コンピューターに Workgroup がインス トールされる と、エンジンごとにデフォルトでク ライアン ト  ソフ ト

ウェアがインス トールされるので、 ク ライアン ト  ソフ ト ウェアを個別にインス トールする必要があ り ません。

オンライン ドキュ メン トはどのようにして見ることができますか？

ドキュ メン ト  ライブラ リのビューアーは Zen Control Center （ZenCC） に組み込まれました。 ドキュ メン ト  ライブ

ラ リ は、 ZenCC ウ ィ ン ド ウの ［よ う こそ］ タブ、 ［ヘルプ］ メ ニュー、 F1 （Windows） または Shift+F1 （Linux）
キーを押すこ とによって開く こ とができます。

オンライン マニュアルは、 Adobe Acrobat （PDF） ファ イルの形式でも見るこ とができます。 PDF ファ イルは Zen
インス トール メディアの Books ディ レク ト リにあ り ます。

ユーザー ライセンスの確認または更新方法は？

旧バージ ョ ンの Zen のライセンスは新しいリ リースには移行されません。 製品の評価版をインス トールする場合

を除き、 本リ リースに適用できるライセンスが必要です。

License Administrator ユーティ リ ティ を使用する と、 Zen 製品のライセンス適用に使用するキーの表示や調整を行

う こ とができます。 たとえば、 認証されているキーの検証、 キーの状態の確認、 およびキーに対して残っている

認証数の確認が行えます。この License Administrator ユーティ リ ティの詳細、およびライセンス管理用に実行でき

るタスクについては、 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセンス管理」 を参照してください。

どのようなユーザー ライセンスがインストールされますか？

インス トール時にライセンス番号を入力しなかった場合は評価版がインス トールされます。

このライセンスに必要な設定はあ り ません。 インス トールした後に、 License Administrator ユーティ リ ティ を使用

して、 インス トールされたライセンスを見るこ とができます。 このユーティ リ ティに関する詳しい情報は、 『Zen
User's Guide』 を参照して ください。

次に行う こと

インス トール時に問題があった場合や、 ト ラブルシューティングに関する疑問がある場合は、「インス トール後の

ト ラブルシューティング」 を参照して ください。

インス トールが正常終了した場合は、 引き続き、 サーバーに接続するマシンへのク ライアン トのインス トールお

よび設定を行う こ とで Zen の配布を実行します。 詳細については、 「Zen Client （Windows 版） のインス トール」

を参照して ください。
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Zen のアンインストール

アンインス トール プログラムでは、 インス トール プログラムでインス トールされた Zen およびすべての関連コ

ンポーネン ト をシステムから削除します。 レジス ト リ設定、 各種設定、 Zen システムおよびサンプル データベー

スも削除されます。

アンインス トール プログラムで以下のものは削除されません。

 Zen キー

 Zen のインス トール ディレク ト リに作成したデータベース

 それらのデータベースに関連する  DSN およびデータベース名

 Zen のインス トール ディレク ト リ以外の場所にあるデータベース

 Backup Agent または DataExchange などのその他の Zen 製品。 これら製品には独自のアンインス トール プロ

グラムがあ り ます。 各製品のマニュアルを参照して ください。

 Zen をアンインストールするには

1 Zen ライセンス管理ユーティ リ ティ （GUI または CLI） を使用して、 製品の認証に使用されているキーを認

証解除します。 これによ り、 そのキーを別のインス トールに使用するこ とができるよ うになり ます。 具体例

については、 『Zen User's Guide』 の 「キーを認証解除するには」 を参照してください。

2 コン ト ロール パネルで、 ［プログラムと機能］ を選択します。

3 表示される リ ス トから、 インス トールされている  Zen 製品を選択します。

4 ［変更］ をク リ ッ ク し、 次に ［次へ］ をク リ ッ ク します。

5 ［削除］ オプシ ョ ンを選択して ［次へ］ をク リ ッ ク し、 アンインス トール処理の指示に従います。

実行中のアプリ ケーシ ョ ンが Zen のアンインス トールに支障をきたす可能性がある場合は、 それらのアプリ

ケーシ ョ ンを終了またはアンインス トールしておく必要があ り ます。

注意  アプ リ ケーシ ョ ンを終了しないまま処理を続行する と、 アンインス トール中に予期しない結果が生じ

る可能性があ り ます。 

再起動の要求があった場合は、 再起動して ください。
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9サーバー用のネッ トワーク通信の
設定

Zen エンジン用のネッ ト ワーク通信の設定方法

以下のト ピッ クでは、 Zen でサポート される  ネッ ト ワーク通信の種類について説明します。

 「エンジンのネッ ト ワーク通信設定」

 「TCP/IP サポートのセッ ト アップ」
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エンジンのネッ トワーク通信設定

このセクシ ョ ンでは、 Zen エンジンによって使用されるネッ ト ワーク通信用の構成について説明します。 これら

の設定の変更は、 コマンド  ライン ユーティ リ ティ または ZenCC 内のエンジン プロパティを使用して行う こ とが

できます。

各設定の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 で説明しています。 以下のネッ ト ワーク通信用の設定に

ついては、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。 

 「自動再接続タイムアウ ト 」

 「自動再接続の有効化 （Windows のみ）」

 「 リ ッスン IP アドレス」

 「サポート  プロ ト コル」

 「TCP/IP マルチホーム」

 「TCP/IP ポート 」
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TCP/IP サポートのセッ トアップ

デフォルトで、 TCP/IP は Zen ク ライアン ト と リモート  データベース  エンジン間または複数の Workgroup エンジ

ン間でサポート されます。デフォルトの設定を変更する、あるいは TCP/IP サポートが使用可能かど うかを調べる

必要がある場合はこのセクシ ョ ンを参照して ください。

メモ  このセクシ ョ ンのタスクを行うには、 データベース  エンジンが起動しているコンピューターに対し管

理者レベルの権限を持っているか、 データベース  エンジンが起動しているコンピューターで定義された

Zen_Admin グループのメンバーでなければなり ません。

 TCP/IP サポートを有効にするには

以下の手順に従って、 データベース  エンジンが TCP/IP ネッ ト ワーク間でク ライアン ト と通信できるこ とを確認

して ください。

1 オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から  Control Center （ZenCC） にアク

セスします。

2 エクスプローラーで ［エンジン］ をダブルク リ ッ ク し、ZenCC で登録しているエンジンの一覧を表示します。

3 ターゲッ ト  エンジン名を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ログインを指示された場合は、 ログ

インします。 

4 プロパティ  ツ リーで ［通信プロ ト コル］ をク リ ッ クする と、 ［サポート  プロ ト コル］ にプロ ト コルの一覧が

表示されます。 サポート  プロ ト コルのリ ス トで、 ［TCP/IP］ のチェッ クがオンになっていれば、 TCP/IP が既

にサポート されています。

5 ［TCP/IP］ のチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク してオンにしたら、 この変更を反映させるためにデータベース  エ

ンジンを再起動します。

ヒン ト   ク ライアン ト  コンピューター、 あるいは、 ほかのワークグループ コンピューター上のク ライアン ト

ソフ ト ウェアでも  TCP/IP を使用するよ う構成されているか必ず確認して ください。 「ク ラ イアン ト用のネッ

ト ワーク通信の設定」 を参照して ください。

 マルチホーム TCP/IP サポート を有効にするには

以下の手順を実行するこ とによって、Windows サーバーでインス トール済みの 2 つのネッ ト ワーク  カードを使用

するよ う構成します。

1 オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から  Control Center （ZenCC） にアク

セスします。

2 エクスプローラーで ［エンジン］ をダブルク リ ッ ク し、ZenCC で登録しているエンジンの一覧を表示します。

3 ターゲッ ト  エンジン名を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ログインを指示された場合は、 ログ

インします。 

4 ［通信プロ ト コル］ をク リ ッ ク し、 ［TCP/IP マルチホーム］ チェ ッ クボッ クスをオンにして、 サーバー エン

ジンが複数のネッ ト ワーク  インターフェイスでク ライアン ト接続を受信待ちするよ う構成します。

ネッ ト ワーク  インターフェイスが 1 つしか存在しない場合、 この設定は無視されます。

5 この変更を反映させるために、サーバー エンジンを再起動します。 ク ライアン トの設定を変更する必要はあ

り ません。
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メモ  サーバー コンピューターに 2 つのネッ ト ワーク  インターフェイスが存在する と きに、 ［TCP/IP マルチ

ホーム］ オプシ ョ ンをオフに設定した場合は、 ［リ ッスン IP アドレス］ の設定を変更してデータベース  エン

ジンが受信待ちするネッ ト ワーク  インターフェイスの TCP/IP アドレスを指定する必要があ り ます。 

IP アドレスを指定しないと、 データベース  エンジンでは最初のネッ ト ワーク  インターフェイスからのみ通

信を受け取り、オペレーティング システムにバインド します。 これはド ライバーのインス トールによって変

わるため、 ド ライバーのアップデート後には作業システムが中断してしま う恐れがあ り ます。 この問題を回

避するには、 必ず ［リ ッスン IP アドレス］ を設定するよ うにしてください。
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10クライアン ト用のネッ トワーク通
信の設定

Zen Client のネッ ト ワーク通信の設定方法

Zen アプリ ケーシ ョ ンが実行されているコンピューターからネッ ト ワーク  ファ イルにアクセスするためには、 そ

のコンピューターで適切なクライアン ト  リ クエスターを使用する必要があ り ます。 アプリ ケーシ ョ ンで行う  Zen
呼び出しはク ラ イアン ト  リ クエスター経由でサーバーに送られた後、 その結果がアプ リ ケーシ ョ ンに返されま

す。

通常、 Zen サーバーと ク ライアン トは、 デフォルトのプロパティ設定によ り、 互いに通信したり正常に動作した

りするこ とができます。 通常はプロパティを変更する必要はあ り ませんが、 デフォルト以外の設定が必要な場合

は、 以下のセクシ ョ ンを参照してください。

 「ク ラ イアン ト  ネッ ト ワーク通信設定」

 「Zen リ クエスターでサポートするネッ ト ワーク  パスの形式」

 「IPv6」

 「TCP/IP を使用した Windows サーバーへの接続」

 「デフォルトの通信ポートの変更」

 「Windows ク ライアン トから  Linux、 macOS または Raspbian サーバーへの TCP/IP を使用した接続」

 「データのエンコード」

 「DOS リ クエスターの使用」

 「Windows 上での DOS ボッ クスのサポート 」
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クライアン ト  ネッ トワーク通信設定

この ト ピッ クでは、 Zen ク ラ イアン トによって使用されるネッ ト ワーク通信用の設定について説明します。 これ

らの設定の変更は、 コマンド  ライン ユーティ リ ティ または ZenCC 内のエンジン プロパティを使用して行う こ と

ができます。

各設定の詳細については、 『Advanced Operations Guide』 で説明しています。 以下のネッ ト ワーク通信用の設定に

ついては、 『Advanced Operations Guide』 を参照してください。 

 「自動再接続の有効化 （Windows のみ）」

 「サポート  プロ ト コル」

 「接続タイムアウ ト 」
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Zen リクエスターでサポートするネッ トワーク  パスの形式

リ クエスターを使用している と きは、 Zen データベース  エンジンに接続してデータ  ファ イルにアクセスします。

この ト ピッ クでは、Btrieve または DTI アプリ ケーシ ョ ンを使用してネッ ト ワーク上のファイルにアクセスするた

めの、 さまざまなネッ ト ワーク  ファ イルの構文を紹介します。

Zen では、 多くの操作環境で、 UNC （Universal Naming Convention） およびド ライブ パス形式 （明確かつ最新） が

使用できます。

パス形式についての詳細は、 以下の項目を参照して ください。

 「UNC （Universal Naming Convention） パス形式」

 「ド ラ イブ ベースの形式」

 「Linux、 macOS および Raspbian パス形式」

 「macOS のネイティブな SMB ファ イル共有」

お客様がアプリ ケーシ ョ ン開発者である場合は、URI 接続文字列をサポートする  Btrieve API などの特定のアクセ

ス方法についても留意して ください。 URI 文字列の詳細については、 『Zen Programmer's Guide』 の 「データベー

ス  URI」 を参照してください。 『Btrieve API Guide』 の 「Create （14）」、 「Open （0）」 および 「Login/Logout （78）」
を参照して ください。

UNC （Universal Naming Convention） パス形式

以下の UNC パス形式は、 すべてのク ライアン トからすべてのサーバーへのパス表記に対応しています。

\\ServerName または＜ IP アドレス＞ \share\path\file 

\\ServerName または＜ IP アドレス＞ \share:[\]path\file 

UNC 構文は、 ターゲッ ト  サーバーで実行しているネッ ト ワーク  オペレーティング システム （NOS） の実際の種

類に関係なく、 正し く解決されます。 IP アドレスを使用する場合は、 ド ッ ト付き表記の IPv4 アドレス、 または

IPv6 用にサポート される  2 つの形式のうちのいずれか 1 つを使用して ください。 「IPv6 アドレス」 を参照してく

ださい。

メモ  上記のすべてのインスタンスで、 円記号 （\） はスラ ッシュ （/） に置き換えるこ とができます。 ただ

し、 2 重の円記号 （\\） は除きます。 構文中の ［\］ は、 その円記号が省略可能であるこ とを意味します。

ド ライブ ベースの形式

以下のド ライブ表記は、 すべてのク ライアン トからすべてのサーバーへのド ライブ表記に対応しています。

drive:file
drive:[\]path\file
file
[\]path\file
..\file 

Linux、 macOS および Raspbian パス形式

Samba を使用する  Linux、 macOS または Raspbian サーバーが受け取るパスは、 相対的な優先順序で次のよ うに処

理されます。

共有名

\\server\sharename\path 
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smb.conf ファ イルでは、 共有名を受け付けるよ う設定する必要があ り、 そ う しない場合は次のセクシ ョ ンで説明

する絶対パスがデフォルトで設定されます。

絶対パス

\\server\absolute_path 

smb.conf ファ イルが適切に設定されていない、 またはターゲッ ト  サーバー上で見つからない場合は、絶対パスを

使用します。

Zen の Linux 版、 macOS 版 および Raspbian 版の詳細については、 「Linux、 macOS および Raspbian での Zen の使

用」 を参照して ください。

macOS のネイテ ィブな SMB ファイル共有

macOS サーバーでは、サード  パーティ製のパッケージ以外にも  Samba 共有を有効にする方法があ り ます。macOS
は、 smb.conf ファ イルを使わないネイティブな SMB 形式の共有をサポート しています。 ［システム環境設定］ >
［共有］ を選択するか、 sharing コマンドを使用して、 共有を設定したり、 既存の共有を表示したりするこ とが

できます。
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IPv6

Zen がサポートするアクセス方法を使用した Zen Client は、 IPv4 の場合と同様に IPv6 を使用して Zen データベー

ス  エンジンを実行している  IPv6 ホス トへ接続します。 つま り、 Zen Client はサポート されるアクセス方法の 1 つ
を介してサーバーを指定し接続します。サーバーの指定は、Zen Enterprise Server、Cloud Server、または Workgroup
が実行されているマシンのマシン名または IP アドレスのどちらを用いても可能です。 

Zen ではすべてのアクセス方法で IPv6 接続をサポート します。 いくつかのアクセス方法は Windows のみのもの

ですが、 Windows と  Linux、 macOS、 Raspbian の組み合わせによるク ライアン ト / サーバーで使用するこ とができ

ます。

この ト ピッ クでは IPv6 の以下の点について説明します。

 「IPv6 アドレス」

 「IPv6 と  MicroKernel エンジン」

 「IPv6 と  リ レーシ ョナル エンジン」

 「Linux、 macOS および Raspbian での IPv6」

 「IPv6 についてよ く寄せられる質問」

IPv6 アドレス

未加工の IPv6 アドレスは、 コロンで区切られた 8 個のセグメン トで構成されます。 各セグメン トは 4 桁の 16 進
数値と して記述できます。 たとえば、 「1234:5678:90ab:cdef:1234:5678:90ab:cdef」 と表記されます。 このフレーム

ワーク内では、 IPv6 名のいくつかの形式が利用可能です。

数値による IPv6 アドレスに対する推奨事項

一般に、数値の IPv6 アドレスは IPv4 アドレスよ り も複雑で扱いが困難です。数値による リ ンク  ローカル アドレ

スには問題があ り、 特にゾーン ID に関しては顕著です。

そのよ うな理由から、 特に実稼働環境では、 アドレス解決に DNS サーバー、 LLMNR、 ホス ト  ファ イル、 または

他の手段でホス ト名を使用するこ とをお勧めします。 Zen による数値の IPv6 アドレスのサポートは、主に開発環

境での使用を目的と しています。 IPv6 数値アドレスは状況によって角カッコ （[ ]） が必要となるこ とが多いので、

数値のアドレスが必要な場合、 かっこが不要と確信できないかぎりは追加するよ うにしてください。

ユニキャスト  アドレス

Zen がサポートするのはユニキャス ト  アドレスのみです。 Zen で使用できるユニキャス ト  アドレス形式は以下の

とおりです。 

表 2 Zen でサポートする IPv6 ユニキャスト  アドレス形式

ユニキャスト  ア
ドレス形式

説明

ループバッ ク ローカル ループバッ ク  アドレス。 これは IPv6 では 0:0:0:0:0:0:0:1 と表記されます。 このループバッ ク

アドレスは ::1 と省略表記するこ と もできます。 

IPv6 のループバッ ク  アドレスは、 IPv4 のループバッ ク  アドレス  127.0.0.1 に相当します。 
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IPv6 アドレスの修飾子

IPv6 にはアドレス修飾子が含まれています。 この修飾子はシ ョート カッ ト と して機能したり、 また詳細な宛先の

指定に用いたりするこ とができます。 Zen は IPv6 に以下の修飾子をサポート します。

アドレスの表記

Zen は IPv6-literal.net 名 （Windows の場合）、 および角かっこ （[]） で囲まれた IPv6 アドレス （Windows、 Linux、
macOS および Raspbian の場合） をサポート します。

IPv6-literal.net 名 

ipv6-literal.net 名は以下に示す 3 つの変更を施した未加工の IPv6 アドレスです。 

 ":" は "-" に置き換えられます。

 "%" は "s" に置き換えられます。 

 アドレスの末尾に ".ipv6-literal.net" が追加されます。 

例 

グローバル グローバル アドレスは 64 ビッ ト  プレフ ィ ッ クスを持ちます。 先頭から  3 ビッ トは常に 001 で、 次の

45 ビッ トはグローバル ルーティング プレフ ィ ッ クス、その次の 16 ビッ トにはサブネッ ト  ID が設定さ

れ、 最後の 64 ビッ トはインターフェイス  ID とな り ます。 

例 ： 2001:db8:28:3:f98a:5b31:67b7:67ef 

リ ンク  ローカル リ ンク  ローカル アドレスは、同じ リ ンク上の近隣ノード と通信を行う際にノードによって使用されま

す。 リ ンク  ローカル アドレスは 64 ビッ ト  プレフ ィ ッ クスを持ちます。 先頭から  10 ビッ トには 1111
1110 10、次の 54 ビッ トには 0 が設定され、最後の 64 ビッ トはインターフェイス  ID とな り ます。 この

リ ンク  ローカル アドレスのプレフ ィ ッ クスはたいてい FE80::/64 と表します。

例 ： fe80:0:0:0:713e:a426:d167:37ab （これは fe80::713e:a426:d167:37ab と指定するこ と もできます）。

「IPv6 と  MicroKernel エンジン」 も参照して ください。

修飾子 説明

:: 1 つ以上のゼロがコロンで区切られているこ とを表します。 たとえば、 ::1 は 0:0:0:0:0:0:0:0:1 に相当します。 こ

の修飾子 :: は IPv6 アドレス内で 1 回のみ使用できます。 

% 宛先ノードのゾーン ID またはインターフェイスを表します。 Windows の場合、 ゾーン ID は IPv6 ト ラフ ィ ッ

クの宛先のゾーンを指定する整数値です。 ゾーン ID は主にリ ンク  ローカル アドレスで使用され、 そのアドレ

スを明確にします。

Unix ディ ス ト リ ビューシ ョ ンでは、リ ンク  ローカル アドレスのテキス ト形式のゾーン ID のみをサポート しま

す。 たとえば、 eth0 fe80:0:0:0:713e:a426:d167:37ab とい う よ うに ゾーン ID の "eth0" 形式を使用する必要があ り

ます。 「制限と条件」 も参照してください。

「IPv6 と  MicroKernel エンジン」 を参照してください。

当初のアドレス fe80::713e:a426:d167:37ab%4

2001:db8:28:3:f98a:5b31:67b7:67ef

変更されたアドレス fe80--713e-a426-d167-37abs4.ipv6-literal.net

2001-db8-28-3-f98a-5b31-67b7-67ef.ipv6-literal.net

表 2 Zen でサポートする IPv6 ユニキャスト  アドレス形式

ユニキャスト  ア
ドレス形式

説明
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メモ  Linux、 macOS および Raspbian ディ ス ト リ ビューシ ョ ンは IPv6-literal.net 名をサポート していません。

かっこ付き IPv6 アドレス 

かっこ付き  IPv6 アドレス とは角かっこで囲まれた未加工の IPv6 アドレスです。この形式は UNC（Uniform Naming
Convention） で正し く動作するアドレス と しても参照されます。

例 ：

メモ  Linux、macOS および Raspbian ディ ス ト リ ビューシ ョ ンは、UNC パスや UNC で正し く動作するアドレ

スをネイティブにはサポート しません。 ただし、 ファ イル パス、 数値アドレス、 またはその両方を入力と し

て受け付ける  Zen インターフェイスは、 Linux、 macOS および Raspbian 上で UNC パスおよび UNC で正し く

動作するアドレスをサポートするので、 Windows との互換性を保つこ とができます。

IPv6 と  MicroKernel エンジン

MicroKernel エンジン で IPv6 を使用する際の制限事項を次の表に示します。 

当初のアドレス fe80::713e:a426:d167:37ab%4

2001:db8:28:3:f98a:5b31:67b7:67ef

変更されたアドレス [fe80::713e:a426:d167:37ab%4]

[2001:db8:28:3:f98a:5b31:67b7:67ef]

表 3 MicroKernel エンジン の IPv6 の制限事項

制限事項 説明

UNC パスでは、（IPv6 アドレスで

は使用可能な） コロンなど特定の

文字を使用する こ とはでき ませ

ん。

未加工の IPv6 アドレスを使用しないよ うにします。 可能な場合には、 ホス ト名を使用

して ください。 「ア ド レスの表記」 および 「数値による  IPv6 アド レスに対する推奨事

項」 を参照して ください。

URI または UNC で未加工の IPv6
ア ド レ スを使用する場合、 その

IPv6 ア ド レスには角かっ こが必

要です。

未加工の IPv6 アドレスは、 URI または UNC で使用する場合は角かっこで囲む必要が

あ り ます。 これはその IPv6 アドレスが省略表記されているかど うかにかかわらず必要

です。

例 ：

• btrv://czjones@[2001:b1::23]/demodata

• btrv://abanderas@[2001:12:34:56:78:90:12:23]/demodata

• \\[2001:12:34:56:78:90:12:23]\acctsvr1\Domestic\file.mkd

IPv6 アドレスを角かっこで囲まなかった場合、 URI を使用した Btrieve 呼び出しにはス

テータス  コード  3014 または 3103 が返され、 UNC を使用した Btrieve 呼び出しにはス

テータス  コード  11、 94 または 170 が返されます。
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IPv6 と  リレーシ ョナル エンジン

IP アドレスにポート番号を含める必要があるのは、デフォルトのポート を上書きする場合のみです。一般に、ポー

ト番号はコロン （: ポート番号） またはド ッ ト （. ポート番号） を用いて IP アドレスに追加されます。

UNC で正し く動作する名前 （「アドレスの表記」 を参照） には、 ポート番号を追加できます。

Linux、 macOS および Raspbian での IPv6 

これまでに述べた IPv6 に関する内容は、すべて Linux、macOS および Raspbian ディ ス ト リ ビューシ ョ ンにも適用

されます。 以下のセクシ ョ ンでは、 IPv6 を Linux、 macOS および Raspbian で使用した場合に限り適用される情報

について説明します。

推奨されるディス ト リビューシ ョ ン

オペレーティング システムにおける  IPv6 の完全サポートは比較的最近の機能です。 このよ うな理由から、 最新

の Linux、 macOS または Raspbian ディ ス ト リ ビューシ ョ ンを使用するこ とをお勧めします。 弊社の  Web サイ ト

で、 Linux、 macOS および Raspbian ディ ス ト リ ビューシ ョ ンの一覧を参照の上、 最新バージ ョ ンのディ ス ト リ

ビューシ ョ ンを使用して ください。

制限と条件

IPv6 を Linux、 macOS または Raspbian で使用する場合は、 以下の制限事項や条件に留意してください。

 ping コマンドには IPv4 用 （ping） と  IPv6 用 （ping6） があ り ます。 リ ンク  ローカル アドレスで ping6 を使用

する場合、 ゾーン ID はアドレスの一部ではなく独立した引数です。 たとえば、 ping6 コマンド 「ping6 -I

eth0 fe80::1574:833f:b328:30ab」 のゾーン ID は "eth0" です。

 既に説明したよ うに、 Unix 自身はサポート していなくても、 Unix ベースのシステム上で実行する  Zen イン

ターフェイスは UNC パスや UNC で正し く動作するアドレスをサポート します。オペレーティング システム

レベルで操作を行う場合、 これは混乱の原因となり ます。 たとえば、次のよ うな butil のコマンドを実行した

と きに、 ネッ ト ワーク  エラーを受け取ったと します。

butil -stat //[fe80::1574:833f:b328:30ab%eth0]/DemodataShare/billing.mkd

その場合、 次のよ うなコマンドでエラーの診断を試すこ とができます。

ping [fe80::1574:833f:b328:30ab%eth0]

ping6 [fe80::1574:833f:b328:30ab%eth0]

ping6 fe80::1574:833f:b328:30ab%eth0

URI で、サーバー アドレスにゾー

ン  ID を含める場合、ゾーン ID 文
字 "%" は "%25" でエスケープす

る必要があ り ます。

IPv6 アドレスを含めた btrv:// 接続を使用する場合、ホス ト名に対するゾーン ID をエス

ケープする必要があ り ます。 通常、 ゾーン ID は数値による  IPv6 リ ンク  ローカル アド

レスで必要です。

例 ：

UNC で正し く動作するアドレスは次のよ うに表記されます。 

btrv://@[fe80::20c:29ff:fe67:2ee4%4] 

このアドレスは、 次のよ うに変更されます 

btrv://@[fe80::20c:29ff:fe67:2ee4%254]

オペレーテ ィ ング システムに応

じた制限

「制限と条件」 を参照して ください。

表 3 MicroKernel エンジン の IPv6 の制限事項

制限事項 説明

https://www.agtech.co.jp/actian/
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しかし、 これらのコマンドはすべて、 アドレスに角かっこが付けられていたり、 ゾーン ID が追加されてい

た りする こ とが原因でエラーとな り、 "Unknown Host" （不明なホス ト ） や "Invalid Argument" （不正な引数）

が返されます。 ネッ ト ワーク接続が実際に存在する場合は、 次のコマンドを使用して特定する必要があ り ま

す。

ping6 -I eth0 fe80::1574:833f:b328:30ab 

 マウン ト  コマンドは IPv6 数値アドレスでのゾーン ID を受け付けません。 リ ンク  ローカル アドレスはマウ

ン トで使用するこ とはできません。 IPv6 アドレスに解決するホス ト名を使用するこ とができます。

最良実施例

IPv6 を Linux、 macOS または Raspbian で使用する場合は、 次のよ うな方法をお勧めします。

Zen Client が存在するク ライアン トがサーバー上のデータベース  エンジンへ接続する と きに、 pvnetpass を使用し

て、 その Zen Client プラ ッ ト フォームからサーバーに対して必要な資格情報を確実に提供するよ うにしてくださ

い。 同じサーバーであっても、 異なるサーバー ア ド レスでそのサーバーへ接続する場合はその接続ご とに

pvnetpass が必要です。 たとえば、 ホス ト名と  IPv6 数値アドレスで同じサーバーを参照する と します。 この場合、

それぞれの接続ごとに pvnetpass を使用する必要があ り ます。 『Zen User's Guide』 の 「pvnetpass」 を参照してくだ

さい。

IPv6 についてよ く寄せられる質問

次の表では、 IPv6 のサポート と  Zen についてよ く寄せられる質問の回答を記載しています。 

表 4 IPv6 サポート と  Zen についての FAQ

質問 回答

IPv4 と  IPv6 が共存するネッ ト ワーク環境

は Zen ユーザー カウン ト に影響があ り ま

すか？

いいえ。 IPv4 および IPv6 はアド レス形式は異な り ますがいずれも  TCP/IP で
す。

Zen のク ラ イアン トが IPv4 と  IPv6 の両方

のアドレスを持つので、 ライセンスがいく

つ必要か混乱を招きませんか？

いいえ。 これは新しい状況ではあ り ません。 これまでにも、 ク ラ イアン トが複

数の IPv4 アドレスを持つこ とがあ り ました。 Zen は識別する  1 台のマシンの

すべてのアドレスを認識するこ とで、その状況を処理し、また、複数の IP バー

ジ ョ ンを使用する複数のアドレスも同じロジッ クに従って処理します。

IPv6 と  License Administrator の使用でなに

か制限があ り ますか？

はい。 Zen ラ イセンス  サーバーはまだ IPv6 をサポート していません。 このた

め、 IPv6 上で License Administrator を使用しライセンスを管理するこ とができ

ます。 ただし、 License Administrator でライセンスを認証するには、 IPv4 を使

用するマシン上でその License Administrator ユーティ リティ を実行して Zen ラ
イセンス  サーバーと通信する必要があ り ます。 

IPv6 を使用するこ とで、DSN の使用に何ら

かの変更があ り ますか？

いいえ、 DSN は今までどおり使用できます。 DSN の作成時、 IPv6 数値アドレ

スはかっこの有無に関係なく使用できます。 『ODBC Guide』 の 「DSN のセッ

ト アップおよび接続文字列」 を参照してください。

Zen System Analyzer では今後も接続をテス

トできますか？

はい、 IPv6 アドレスをテス トできます。 ト ランザクシ ョ ン エンジンのテス ト

では、 マップされたド ラ イブ、 または samples フォルダーへの UNC パスが必

要です。 UNC パスで使用する  IPv6 数値アドレスはかっこで囲む必要があ り ま

す。『Zen User's Guide』の 「Zen System Analyzer（ZenSA）」を参照して ください。

Zen 自動再接続 （Auto Reconnect） を  IPv6
で使用できますか？

はい。 『Advanced Operations Guide』 の 「Auto Reconnect」 を参照して ください。

仮想マシン環境で Zen は IPv6 をサポート

しますか？

はい。

［ リ ッ スン IP アドレス］ 設定に複数のアド

レスを設定するこ とはできます？

はい。 『Advanced Operations Guide』 の 「 リ ッ スン IP アド レス」 を参照して く

ださい。
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どのよ う なユーテ ィ リ テ ィ で IPv6 がサ

ポート されますか？

DDF Builder、Function Executor、License Administrator、Monitor、ZenCC、System
Analyzer、 および Rebuild。 1

どのよ う な CLI ユーティ リ テ ィで IPv6 が
サポート されますか？ 1

bcfg、 bmon、 butil、 clilcadm、 clilcadm64、 pvdbpass、 pvddl、 pvnetpass、 rbldcli 2、
および w64clilcadm。

1  ユーティ リ ティによっては UNC パス形式を受け付けるものもあ り ますが、 そのパス形式は、 オペレーティング システム、

ファ イル システム、 またはファイル共有プロ ト コルに対して有効ではあ り ません。

2  rbldcli は適切な操作のため直接ファイル アクセスする必要があ り ます。rbldcli コマンドで指定されたファイル パスは、ファ

イル システムから、 または Windows のファ イル共有や Samba などのファ イル共有プロ ト コルから もアクセスできる必要が

あ り ます。 有効なパスを検証する方法の 1 つは、 "dir" または "ls" などのオペレーティング システム コマンドでそのパスが

動作するかど うかを確認するこ とです。 

表 4 IPv6 サポート と  Zen についての FAQ

質問 回答
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TCP/IP を使用した Windows サーバーへの接続

このセクシ ョ ンは、 Windows サーバー プラ ッ ト フォーム上で実行している  Zen サーバーへの接続に TCP/IP を使

用する場合について説明します。

サーバーの IP アドレスをクライアン トに設定

TCP/IP ネッ ト ワークで Zen を操作する場合、 ク ライアン トは、Windows サーバーに割り当てられた名前からその

サーバーの IP アドレスを取得できなければなり ません。 IP アドレスから名前への変換を可能にする  2 つの方法

があ り ます。

 DNS （Domain Naming Service）

 hosts ファ イルの編集 

以下に、上記のそれぞれの方法を使った IP アドレスのセッ ト アップ方法の概要を示します。ネッ ト ワーク構成お

よび設定のセッ ト アップの詳しい説明については、オペレーティング システムのドキュ メン ト を参照してくださ

い。

DNS を使ったサーバーの IP アドレスの設定

DNS を使用する場合は、お使いのコンピューターがサーバーのデータベース内でサーバーのアドレスを検索でき

るよ う設定します。 DNS の設定に必要な情報はネッ ト ワーク管理者に確認してください。

 DNS を使ってサーバーの IP アドレスを解決するよう  Windows クライアン ト を設定するには

1 オペレーティング システムから、 ネッ トワーク情報にアクセスします。 

2 ［ローカル エリア接続］ のプロパティを開きます。

3 使用されている  TCP/IP 接続 （IPv4 または IPv6 など） のプロパティを開きます。

4 DNS を使用可能にし、 適切なサーバー情報を入力します。

hosts ファイルを使ったサーバーの IP アドレスの設定

hosts ファ イルではサーバー名と  IP アドレス との関係を手動で入力します。 DNS が使用できない状況の場合は、

この方法を使用します。

Windows クライアン トの hosts ファイルを編集するには

1 Windows マシンで hosts ファ イルを探します。

たとえば、 ある特定の Windows プラ ッ ト フォームでは次の場所に存在します。

%WINDIR%\SYSTEM32\DRIVERS\ETC\HOSTS 

2 メモ帳などのテキス ト  エディ ターで hosts ファ イルを編集します。

3 hosts ファ イル内で、 次の例のよ うにサーバーの IP アドレス と名前を新しい行と して入力します。 サーバー

の IP アドレスはネッ ト ワーク管理者に確認して ください。

# IPv4 アドレス用の hosts ファ イル エン ト リの例 

146.23.45.2 acctserver 

Zen アプリケーシ ョ ンを TCP/IP で使用中に、 Windows の ［ダイヤルアップ ネッ トワーク］
ダイアログ ボックスが表示されないように設定

ブラウザーの設定に応じて、 TCP/IP リ クエス トが送られる際、 ［Windows ダイヤルアップ ネッ トワーク］ ダイア

ログ ボッ クスが表示される場合があ り ます。通常、このダイアログ ボッ クスはインターネッ ト接続を行うための

ものですが、 Zen アプリ ケーシ ョ ンおよび TCP/IP の使用中は、 この機能が邪魔になるこ とがあ り ます。
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 ［ダイヤルアップ ネッ トワーク］ ダイアログ ボックスが自動的に表示されないようにするには

1 コン ト ロール パネルで ［インターネッ ト  オプシ ョ ン］ をダブルク リ ッ ク します。

2 ［接続］ タブをク リ ッ ク します。

3 ［ネッ トワーク接続が存在しないときには、 ダイヤルする］ とい うオプシ ョ ンの設定を無効にします （［ダイ

ヤルしない］ などの別のオプシ ョ ンを選択）。
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デフォルトの通信ポートの変更

Zen では、 サーバー データベース  エンジンへのリモート  アクセスに、 3 つの通信ポート を使用します。

 3351 ： MicroKernel エンジン用

 1583 ： リ レーシ ョナル エンジン用

 139 ： 名前付きパイプ用

メモ  Windows では、 オペレーティング システムの認証にポート  139 を使用します。 ファ イアウォール経由

でポート  139 を開く こ とができない場合は、 Zen データベース  セキュ リティを有効にするこ とで、 オペレー

テ ィ ング システムではな く、 そのセキュ リ テ ィによってユーザーを認証する こ とができます。 『Advanced

Operations Guide』 の 「Zen エクスプローラーを使用してセキュ リティを有効にするには」 および 「Zen エク

スプローラーを使用して新しいユーザーを作成するには」 を参照して ください。

リ レーシ ョナル エンジン の場合、 ポートの割り当て 1583 は、 Zen の各種ユーティ リ ティ を通じてサーバー用に

設定するこ とができます。 このポートはク ライアン ト用に手動で設定できます。 『Advanced Operations Guide』 の

「TCP/IP ポート 」 を参照して ください。

URI 経由で MicroKernel エンジンにアクセスするアプリ ケーシ ョ ンでは、 btrv://servername:port/database 要素を含

む URI を使用してポート  3351 を上書きするこ とができます。 このポート を上書きするこ とは、 予期せぬ結果を

招く可能性があ り ますので、 事前にテクニカル サポートにご相談されるこ とをお勧めします。

ポートの設定はサーバーとすべてのク ライアン トの両者で必ず一致するよ うにしてください。 

サーバーの受信ポートの変更後は、そのポートの割り当て変更を有効にするためにデータベース  エンジンを終了

して再起動する必要があ り ます。 『Zen User's Guide』 の 「Zen の使用」 を参照してください。

services ファイル

services ファ イルは、 ネッ ト ワーク通信に使用されるテキス ト  ファ イルです。 このファ イルで、 Zen サーバーと

そのク ラ イアン トで使用されるポート を手動で割り当てるこ とができます。 services ファ イルで記載される適用

ポート と、 Zen のユーティ リ ティおよび関連する  Windows ファ イアウォール規則で設定されるポートは必ず一致

している必要があるので注意して ください。 

services ファ イルでポートの割り当てを変更したら、 その変更を有効にするために Zen データベース  エンジンを

停止して再起動する必要があ り ます。 『Zen User's Guide』 の 「データベース  エンジンの起動と停止」 を参照して

ください。

Windows ファイアウォール

Zen のインス トールでは特定の動作が実行されます。 ［セキュ リ テ ィが強化された Windows Defender ファ イア

ウォール］ では、 ファ イアウォールを有効にするファイアウォール プロファイルをデフォルトで提供します。次

の表では、 これらのプロファ イルに関する  Zen のインス トール動作についてまとめています。

アクテ ィブなファイア

ウォール プロファイル 1
Zen サービス用に追加された規則 インストール後の規則の状態 2

• ド メ イン

• プライベート

• パブリ ッ ク

• ド メ イン － はい

• プライベート  － はい

• パブリ ッ ク  － はい

• ド メ イン － 有効

• プライベート  － 有効

• パブリ ッ ク  － 無効
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上の表でわかるよ うに、パブリ ッ ク  プロファイルがその他の 1 つ以上のアクテ ィブ プロファイルと共にアクティ

ブな場合、 Zen 規則はパブリ ッ ク  プロファイル用に追加されますが無効になっています。 Zen 製品のインス トー

ルが対話式またはサイレン トであっても この動作を変更するこ とはできません。パブリ ッ ク  プロファイルの規則

を有効にしたい場合は、 手動で行う必要があ り ます。 「Zen 規則をパブリ ッ ク  プロファ イルに対して有効にする

には」 を参照して ください。

 Zen 規則をパブリ ック  プロファイルに対して有効にするには

1 ［セキュ リ ティが強化された Windows ファ イアウォール］ のコンソールを開きます。

2 左ペインで ［受信の規則］ をク リ ッ ク します。

3 中央ペインで作業対象の Zen 規則を探します。

同じ規則が 2 つあるので注意して ください。 有効になっている規則 （緑色の円にチェッ クマークが付いてい

る） はパブリ ッ ク以外のプロファイルに適用されています。無効になっている規則はパブリ ッ ク  プロファイ

ルに適用されます。

4 無効になっている作業対象の規則を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。

5 ［詳細設定］ タブをク リ ッ ク します。" パブリ ッ ク " プロファイルが選択されているこ とを確認してください。

選択されていない場合は選択して ください。

6 ［全般］ タブをク リ ッ ク し、 ［有効］ オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

7 ［OK］ をク リ ッ ク します。

8 ［セキュ リ ティが強化された Windows ファ イアウォール］ のコンソールを終了します。

インス トール後のプロファイル変更

インス トールした後にネッ ト ワーク  プロファイルを変更する と、 Zen が通信を受け付けるこ とができなくなるか

もしれません。たとえば、インス トール時はプライベート  ネッ ト ワーク  プロファイルのみがアクティブだったと

します。 インス トール後のある時点で、アクティブ プロファイルがド メ イン （この設定はプライベート  プロファ

イルの設定とはかなり異なるこ とが前提） に変更された場合、データベース  エンジンはネッ ト ワーク経由で通信

ができな くな り ます。 

Zen の通信を妨げるよ うなプロファ イルまたはファイアウォール規則を変更する場合は、 「Zen 規則をパブリ ッ ク

プロファ イルに対して有効にするには」 の手順を参照してください。 この手順は、 アクティブ プロファイルに対

して Zen 規則を有効にする方法の一般的なガイ ド ランと して使用できます。 この手順を使用すればデータベース

エンジンはネッ ト ワーク経由で再び通信できるよ うにな り ます。

ポリシーに関する注記

コーポレート  ポ リシーによっては、ローカル管理者が特定のマシンに対するファイアウォール プロファイルを変

更できないこ と もあ り ます。 そのよ うな場合、 このよ うにブロ ッ ク されたプロファ イルによって監視されるネッ

ト ワーク接続経由でデータベース  エンジンが通信するために必要なファイアウォール規則を、 Zen のインス トー

ルによって追加したり有効にしたりするこ とはできません。 そのよ うな状況の場合は、 権限を持つシステム管理

者へファイアウォール ポ リシーの変更を要請してください。この変更で Zen でインス トールされるすべてのサー

ビス と通信する全ポートに対し受信 TCP および UDP ト ラフ ィ ッ クを許可します。

パブリ ッ クのみ はい 有効

1 " アクティブ " とはプロファ イルがネッ ト ワーク接続を監視しているこ とを意味します。 
2 " 有効 " とは、 そのファ イアウォール プロファ イルによって管理されるネッ ト ワーク接続用の全ポート

において、 受信 TCP および 受信 UDP ト ラフ ィ ッ ク と  Zen サービスが通信できるこ とを意味します。

アクテ ィブなファイア

ウォール プロファイル 1
Zen サービス用に追加された規則 インストール後の規則の状態 2
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また、ターゲッ ト  システムがド メ インに参加している場合は、グループ ポ リシーによ り制御されているファイア

ウォール プロファ イル上の規則の追加および有効化を PSQL のインス トールから妨げるものは、 グループ ポ リ

シーのみであるこ とに注意して ください。 Zen をインス トールしているユーザーが、 ド メ イン ユーザーと してで

はなく ローカル ユーザーと してターゲッ ト  システムにログインしていた場合、そのインストールによってファ イ

アウォール プロファイルに対する規則の追加および有効化が行われます。ただし、ターゲッ ト  システムが後でグ

ループ ポ リシーを制御する ド メ インへ参加する場合はその規則が無効になり ます。
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Windows クライアン トから  Linux、macOS または Raspbian サーバーへ
の TCP/IP を使用した接続

Windows ベースのク ライアン ト を使用するネッ ト ワーク （ド ラ イブの割り当てを使用） の場合は Linux、 macOS、
または Raspbian サーバーで Samba が適切に設定されている必要があ り ます。 

サーバーの IP アドレスをクライアン トに設定

TCP/IP ネッ ト ワークで Zen を操作する場合、 ク ライアン トは、 Linux、 macOS、 または Raspbian サーバーに割り

当てられた名前からそのサーバーの IP アドレスを取得できなければな り ません。 IP アドレスから名前への変換

を可能にする  2 つの方法があ り ます。

 DNS （Domain Naming Service）

 hosts ファ イルの編集 

以下に、上記のそれぞれの方法を使った IP アドレスのセッ ト アップ方法の概要を示します。ネッ ト ワーク構成お

よび設定のセッ ト アップの詳しい説明については、オペレーティング システムのドキュ メン ト を参照してくださ

い。

DNS を使ったサーバーの IP アドレスの設定

DNS を使用する場合は、お使いのコンピューターがサーバーのデータベース内でサーバーのアドレスを検索でき

るよ う設定します。 DNS の設定に必要な情報はネッ ト ワーク管理者に確認してください。

 DNS を使ってサーバーの IP アドレスを解決するようクライアン ト を設定するには

Windows プラ ッ ト フォームのク ライアン トの場合 ：

1 オペレーティング システムから、 ネッ トワーク情報にアクセスします。 

2 ［ローカル エリア接続］ のプロパティを開きます。

3 使用されている  TCP/IP 接続 （IPv4 または IPv6 など） のプロパティを開きます。

4 DNS を使用可能にし、 ネッ ト ワーク管理者から得た適切なサーバー情報を入力します。

hosts ファイルを使ったサーバーの IP アドレスの設定

hosts ファ イルではサーバー名と  IP アドレス との関係を手動で入力します。 DNS が使用できない状況の場合は、

この方法を使用します。

Windows クライアン トの hosts ファイルを編集するには

1 Windows システムで hosts ファ イルを探します。

たとえば、 ある特定の Windows プラ ッ ト フォームでは次の場所に存在します。

%WINDIR%\SYSTEM32\DRIVERS\ETC\HOSTS 

2 メモ帳などのテキス ト  エディ ターで hosts ファ イルを編集します。

3 hosts ファ イル内で、 次の例のよ うにサーバーの IP アドレス と名前を新しい行と して入力します。 サーバー

の IP アドレスはネッ ト ワーク管理者に確認して ください。

# IPv4 アドレス用の hosts ファ イル エン ト リの例 

146.23.45.2 acctserver 



73

Windows の ［ダイヤルアップ ネッ トワーク］ ダイアログ ボックスが自動表示されないよう
にする

TCP/IP リ クエス トが Windows に送られる際、 ［Windows ダイヤルアップ ネッ トワーク］ ダイアログ ボッ クスが

表示される場合があ り ます。通常、このダイアログ ボッ クスはインターネッ ト接続を行うためのものですが、Zen
アプリ ケーシ ョ ンおよび TCP/IP の使用中は、 この機能が邪魔になるこ とがあ り ます。

 ［ダイヤルアップ ネッ トワーク］ ダイアログ ボックスが自動的に表示されないようにするには

1 コン ト ロール パネルで ［インターネッ ト  オプシ ョ ン］ をダブルク リ ッ ク します。

2 ［接続］ タブをク リ ッ ク します。

3 ［ネッ トワーク接続が存在しないときには、 ダイヤルする］ とい うオプシ ョ ンの設定を無効にします （［ダイ

ヤルしない］ などの別のオプシ ョ ンを選択）。
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データのエンコード

エンコード方法は上級ユーザー向けです。 一般的には、 デフォルトのエンコード設定で十分であ り変更の必要は

あ り ません。 『Advanced Operations Guide』 の 「データベース  コード  ページと ク ラ イアン ト  エンコード」 を参照

して ください。
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DOS リクエスターの使用

Zen は DOS リ クエスターで DOS Btrieve アプリ ケーシ ョ ンをサポート します。DOS リ クエスターでサポートする

のは Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンのみで、 ODBC アプ リ ケーシ ョ ンはサポー ト されません。 この ト ピ ッ クでは、

Windows で DOS リ クエスターを使用して Zen ベースの DOS アプリ ケーシ ョ ンを実行する方法について説明しま

す。

DOS ボッ クスのサポートによ り、Windows プラ ッ ト フォーム上の DOS ボッ クスで DOS アプリ ケーシ ョ ンを実行

するこ とができます。 これによ り、 データベース  エンジンではなく、 Windows 32 ビッ ト  ワークステーシ ョ ンの

コンポーネン ト と直接通信するこ とが可能になり ます。 この設定は、 ローカルの Zen Workgroup エンジン、 ある

いはリモート  エンジンの両方で使用するこ とができます。 ク ライアン ト / サーバー アクセスに TCP/IP プロ ト コ

ルを使用するかは、 Windows 32 ビッ ト  コンポーネン トの設定によって決ま り ます。

サポート される設定

DOS リ クエスターは、 Zen の Workgroup および Client から リモートの Zen サーバーの設定をどちらもサポート し

ます。
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Windows 上での DOS ボックスのサポート

Windows 用のリ クエスターは BTRBOX です。 この リ クエスターは DOS アプリ ケーシ ョ ンに使用するこ とができ

ます。

Windows 32 ビッ ト  プラッ ト フォーム上での DOS アプリケーシ ョ ンの実行

BTRBOX を使用して DOS アプリ ケーシ ョ ンを実行するために必要なコンポーネン トはすべてクライアン トでイ

ンス トールされています。 Windows ク ラ イアン ト  コンポーネン ト をインス トールする と、 DOS または Windows
32 ビッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを実行するために必要な要素がすべて揃います。 インス トールされる  DOS アプ リ

ケーシ ョ ンのデフォルトのサポートは、 Win32 DOS ボッ クス設定です。

DOS アプリ ケーシ ョ ンは 64 ビッ ト  Windows プラ ッ ト フォームではサポート されません。 このため、BTRBOX は
64 ビッ ト  Windows プラ ッ ト フォームではサポート されません。

DOS ボックス サポートの使用

Windows プラ ッ ト フォームでは、 DOS ボッ クスのインス トールはド ラ イバーが完全に透過になるよ う設定しま

す。 このため、 すぐにコマンド  プロンプ ト を開き、 DOS Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンを実行するこ とができます。

%WINDIR%\SYSTEM32 ディ レク ト リにある  CONFIG.NT ファ イルには DOS アプ リ ケーシ ョ ンのサポート を有

効にするコマンドが含まれています。このファイルは DOS の CONFIG.SYS によ く似ています。Windows オペレー

ティング システムでは DOS セッシ ョ ンが開くたびにド ライバーを読み込みます。 この設定ファイル内で、 イン

ス トールを次のパスに置いて DOS ボッ クス  ド ラ イバーを読み込みます。

DEVICE = C:\WINDOWS\SYSTEM32\BTRDRVR.SYS
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11Workgroup エンジンのセッ トアップ

Workgroup エンジン構成について

以下のセクシ ョ ンでは、ゲート ウェイ構成用の Gateway Locator ユーティ リ ティの使用など、 Workgroup エンジン

のさまざまな構成をセッ ト アップした り使用したりする方法を説明します。

 「概要」

 「小規模クライアン ト / サーバー構成のセッ ト アップ」

 「ピアツーピア構成のセッ ト アップ」

 「ゲート ウェイ構成のセッ ト アップ」

 「サービス と しての Workgroup エンジンの起動」
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概要

この ト ピッ クでは、 Workgroup エンジンの基本的なコンセプ ト と要件について説明します。 Workgroup エンジン

の詳細については、『Advanced Operations Guide』 を参照してください。 このガイ ドには、ゲート ウェイ構成のセッ

ト アップと ロケーター ファ イルのリダイレク トに関する手順が記載されています。

インストール要件

同じデータに同時にアクセスするすべてのコンピューターに Workgroup エンジンをインス トールする必要があ り

ます。

オペレーティング システムのセキュリテ ィ

データベース  サーバー エンジンでは、 ユーザー名に割り当てられた権限によってオペレーティング システム レ
ベルのファイル セキュ リティを設定するこ とができます。Workgroup エンジンではこれを行いません。Workgroup
エンジンが最も一般的に使用される小規模オフ ィ スでは、 わずかなセキュ リティでデータにアクセスできるこ と

が好ましいため、 これが理想的である と考えます。

Workgroup の使用に適した状況

通常、 Workgroup エンジンは、 3 つの構成 （小規模クライアン ト / サーバー、 ピアツーピア、 ゲート ウェイ） の う

ちのいずれかを使用します。

小規模クライアン ト / サーバー構成

この構成は、Workgroup エンジンがインス トールされている  1 台のコンピューター上にすべてのデータが存在し、

かつ、 データの共有が制限されている場合に有用です。

ピアツーピア構成

ピアツーピア ト ポロジは、 Workgroup エンジンが、 複数のワークステーシ ョ ン上に分散されているデータにアク

セスする必要がある場合に求められる可能性があ り ます。 この構成は、 アプリ ケーシ ョ ンでそのデータの多く を

ローカル ハード  ド ラ イブに保存するが、 定期的にほかのワークステーシ ョ ンのデータにアクセスする、 または

ローカル データをほかのワークステーシ ョ ンと共有する必要がある場合に使用します。

この構成では、各コンピューターでそれぞれデータ  ディレク ト リ を共有します。そのデータにアクセスする必要

のある リモート  コンピューターは、共有データ  ディレク ト リに 1 つまたは複数のド ライブをマップします。各コ

ンピューターの Workgroup エンジンがそれぞれミニ サーバー エンジンと して動作し、 そのコンピューターにあ

るデータ  ファ イルの読み込みと書き込みを行います。

ゲートウェイ構成

3 番目の Workgroup ト ポロジは、MicroKernel エンジンがないサーバー上のファイルに保存されているデータ向け

です。 このシステムは Unix サーバーまたは定期的にバッ クアップを行うほかのタイプのネッ ト ワーク  ファ イル

サーバーですが、 MicroKernel エンジンをサポートするこ とができません。 このよ うな状況では、サーバーのディ

レク ト リにあるファ イルを最初に開いた Workgroup エンジンがそのディ レク ト リ内の各ファイルへのゲート ウェ

イ とな り ます。その他のワークステーシ ョ ンは、ゲート ウェイ  エンジンを経由してク ライアン ト  サーバー形式で

データにアクセスします。

特定のディ レク ト リへのゲート ウェイ  エンジンは、 そのディ レク ト リにある  ~PVSW~.LOC という名前のファイ

ルによってそのエンジン自身を識別します。 このファ イルは 「ゲートウェイ  ロケーター フ ァイル」 と呼ばれ、

ゲート ウェイ  エンジンが存在するコンピューターのネッ ト ワーク名が含まれます。 ほかの Workgroup エンジン

が、 ゲート ウェイ  エンジンと通信してそのデーターへアクセスする場合は、 ロケーター ファ イルを読み込んで、

ゲート ウェイ  エンジンを見つける必要があ り ます。
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ロケーター ファ イルを読み取り専用にする と、常に同じエンジンで特定のディ レク ト リのファ イルを提供させる

こ とができます。 このゲート ウェイは永続的で、 「固定ゲートウェイ」 と呼びます。 詳細については、 「固定ゲー

ト ウェイをセッ ト アップするには」 を参照して ください。

ゲート ウェイ  エンジンは、 データ  ファ イルへのページの読み込みおよび書き込みを行うサーバー エンジンと し

て動作し、 そのキャ ッシュを最も有効利用するこ とができます。 ゲート ウェイ機能は、 現在のゲート ウェイ  エン

ジンにおいて特定のディ レク ト リ内のファイルを開いているク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンがない場合は、その

ディ レク ト リのオーナーシップを変更できるよ う設計されています。 あるデータベース  エンジンが、ディ レク ト

リ内の （使用していた） 最後のデータ  ファ イルを閉じる と、そのエンジンがロケーター ファ イルを解放して削除

します。 次にデータ  ファ イルを開いたエンジンが、 そのデータ  ファ イルがあるディ レク ト リへの新しいゲート

ウェイ  エンジンとな り ます。

ゲートウェイ  エンジンとは

「ゲートウェイ  エンジン」 は、 リモート  ファ イル サーバーにある特定のディ レク ト リ内のすべてのファイルにア

クセスする唯一の経路と して動作する  Workgroup エンジンです。複数の Workgroup エンジンが同時に同じデータ

ベースにアクセスする場合、 これらのエンジンは同時にすべてのファイルを開かず、 ファ イルを共有するこ と も

あ り ません。 そのデータベースに最初にアクセスした Workgroup エンジンがそれらのファイルの一時的な " オー

ナー " になるので、その他すべての Workgroup エンジンはゲート ウェイ  エンジンにコンタク トするこ とによって

データにアクセスしなければなり ません。ゲート ウェイ  エンジンのみがファイルを開き、そのファイルの読み込

み / 書き込みを行います。その他の Workgroup エンジンはク ライアン ト とな り、 ミ ニ サーバー エンジンと して動

作するゲート ウェイ  エンジンへリ クエス ト します。

注意  ユーザーがコンピューターをゲート ウェイ と して使用している間は、 そのコンピューターをシャッ ト

ダウンしないよ うにして ください。 シャ ッ ト ダウンしてしま う とデータが失われます。

データ  ファ イルが存在するコンピューター上にデータベース  エンジンがインス トールされていない、またはその

コンピューター上でデータベース  エンジンが起動していない場合にのみ、 ゲート ウェイ  エンジンが動作します。



80

小規模クライアン ト / サーバー構成のセッ トアップ

「小規模ク ライアン ト / サーバー構成」 で説明したよ うに、 Workgroup エンジンがインス トールされている  1 台の

中央コンピューター上にあるデータを数台のワークステーシ ョ ンで共有する場合には、 このセッ ト アップを使用

する必要があ り ます。

複数のコンピューターにデータが存在する、またはデータが存在するコンピューターにデータベース  エンジンを

インス トールできない場合は、 ほかの構成を使用する必要があ り ます。

小規模クライアン ト / サーバー構成をセッ トアップするには

1 Workgroup エンジンは、 データが存在する中央コンピューターおよびそのデータにアクセスするすべてのコ

ンピューターにインス トールする必要があ り ます。

データが存在する中央コンピューターの起動時にはその Workgroup エンジンも必ず起動されるよ うにしてく

ださい。 これは、中央コンピューター以外のコンピューターのデータベース  エンジンがデータにアクセスす

る前に完了している必要があ り ます。 Workgroup エンジンをサービス と してインス トールした場合はデフォ

ルトで起動します。 デフォルトでは、 新規でインス トールする場合、 Workgroup エンジンはサービス と して

実行します。 Workgroup エンジンをアプリ ケーシ ョ ンと してインス トールした場合は、 コンピューターの起

動時に必ずアプ リ ケーシ ョ ンを開始するよ うにして ください。 「サービス と しての Workgroup エンジンの起

動」 を参照して ください。 

メモ  データが存在するコンピューターが起動時にデータベース  エンジンを起動していない場合は、 誤って

ゲート ウェイ構成が適用されます。ほかの Workgroup エンジンがデータにアクセスしよ う と したと きに、ロー

カル データベース  エンジンが起動していないと、 アクセスを試行するデータベース  エンジンが自身をその

データ  ファ イルのゲート ウェイ と して確立します。

この状況は、 ローカルの Workgroup エンジンを再起動する前にデータを リ クエス トするコンピュータがない

こ とを確認した上で、 データが存在するコンピュータをシャ ッ ト ダウンし、 再起動するこ とによって解決す

るこ とができます。 データ  ディ レク ト リから  ~PVSW~.LOC ファ イルを削除してゲート ウェイが再確立され

ないよ うにする必要があ り ます。

ゲート ウェイのみがファ イルを提供するよ うに設定したい場合は、 Gateway Locator ユーティ リ ティ を使用

して固定ゲート ウェイ  ロケーター ファ イルを設定するのが最も良い方法です。

2 データが存在するディ レク ト リ を共有にして、ほかのコンピューターがド ライブをそのデータ  ディ レク ト リ

にマップできるよ うにします。

3 データにアクセスする と予想される各ワークステーシ ョ ンが、 中央コンピューターの名前付きデータベース

にアクセスできるこ とを確認してください。 『Advanced Operations Guide』 の 「名前付きデータベース」 を参

照して ください。

セッ ト アップが完了しました。データが存在するコンピューター上の Workgroup エンジンがミニ サーバーと

して動作し、 そのコンピューターにあるデータへのリ クエス ト をすべて実行します。
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ピアツーピア構成のセッ トアップ

「ピアツーピア構成」 で説明したよ うに、多くの異なるコンピューター上にデータが存在し、複数のワークステー

シ ョ ンでローカル データを共有する状況で、各コンピューターに Workgroup エンジンがインス トールされている

場合には、 このセッ ト アップを使用する必要があ り ます。

この構成は、 すべての Workgroup エンジンがサーバーと してデータを共有するこ とを除けば、 前述の小規模ク ラ

イアン ト / サーバー構成と似ています。

1 台のコンピューターにのみデータが存在する、 またはデータが存在するコンピューターにデータベース  エンジ

ンをインス トールできない場合は、 ほかの構成を使用する必要があ り ます。

 ピアツーピア構成をセッ トアップするには

1 データが存在するコンピューターごとに Workgroup エンジンをインス トールし、 そのデータにアクセスする

すべてのコンピューターにも  Workgroup エンジンをインス トールする必要があ り ます。

データが存在する各コンピューターの起動時にはその Workgroup エンジンも必ず起動されるよ うにしてくだ

さい。 これは、データーが存在するコンピューター以外のコンピューターのデータベース  エンジンがデータ

にアクセスする前に完了している必要があ り ます。 Workgroup エンジンをサービス と してインス トールした

場合はデフォルトで起動します。デフォルトでは、新規でインス トールする場合、Workgroup エンジンはサー

ビス と して実行します。Workgroup エンジンをアプリ ケーシ ョ ンと してインス トールした場合は、コンピュー

ターの起動時に必ずアプリ ケーシ ョ ンを開始するよ うにして ください。 「サービス と しての Workgroup エン

ジンの起動」 を参照して ください。

メモ  データが存在するコンピューターが起動時にデータベース  エンジンを起動していない場合は、 誤って

ゲート ウェイ構成が適用されます。ほかの Workgroup エンジンがデータにアクセスしよ う と したと きに、ロー

カル データベース  エンジンが起動していないと、 アクセスを試行するデータベース  エンジンが自身をその

データ  ファ イルのゲート ウェイ と して確立します。

この状況は、 ローカルの Workgroup エンジンを再起動する前にデータを リ クエス トするコンピューターがな

いこ とを確認した上で、 データが存在するコンピューターをシャ ッ ト ダウンし、 再起動するこ とによって解

決するこ とができます。 データ  ディ レク ト リから  ~PVSW~.LOC ファ イルを削除してゲート ウェイが再確立

されないよ うにする必要があ り ます。

ゲート ウェイのみがファ イルを提供するよ うに設定したい場合は、 Gateway Locator ユーティ リ ティ を使用

して固定ゲート ウェイ  ロケーター ファ イルを設定するのが最も良い方法です。

2 データが存在するそれぞれのコンピューターで、 そのデータがあるディ レ ク ト リ を共有にし、 ほかのコン

ピューターがそのデータ  ディ レク ト リにド ライブをマップできるよ うにします。

3 データにアクセスする と予想される各ワークステーシ ョ ンが、 データが存在する名前付きデータベースにア

クセスできるこ とを確認してください。 『Advanced Operations Guide』 の 「名前付きデータベース」 を参照し

て ください。

また、各 Workgroup エンジンは自身の物理ド ライブのローカル データにアクセスできるこ と も確認してくだ

さい。

4 セッ ト アップが完了しました。データが存在する各コンピューター上の Workgroup エンジンがミニ サーバー

と して動作し、 そのコンピューターにあるデータへのリ クエス ト をすべて実行します。

また、各 Workgroup エンジンはローカル データのアクセスも処理します。つま り、 そのコンピューター上の

アプリ ケーシ ョ ンから同じコンピューター上にあるデータへのデータベース  リ クエス ト を行います。
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ゲートウェイ構成のセッ トアップ

「ゲート ウェイ構成」 で説明したよ うに、 データベース  エンジンがインス トールされていないコンピューター上

にデータ  ファ イルが存在する場合にのみ、 このセッ ト アップを使用する必要があ り ます。

すべてのコンピューターにデータベース  エンジンがインス トールされている場合は、ほかの構成を使用する必要

があ り ます。

メモ  コンピューターが起動時に、 データが存在するシステムでデータベース  エンジンが起動されていない

場合は、自身の Workgroup エンジン構成が誤ってゲート ウェイ と して機能します。ローカル データベース  エ

ンジンが起動していないと きに、 ほかの Workgroup エンジンがデータにアクセスしよ う とする と、 アクセス

を試行するデータベース  エンジンが自身をそのデータ  ファ イルのゲート ウェイ と して自動的に確立します。

この状況を解決するには、 本章で説明したよ うに固定ゲート ウェイを指定するか、 またはデータを リ クエス

トするコンピューターがほかにないこ とを確認した上で、 データが存在するコンピューターを再起動してか

ら、 ローカルの Workgroup エンジンを再起動します。 データ  ディ レク ト リから  ~PVSW~.LOC ファ イルを削

除してゲート ウェイが再確立されないよ うにする必要があ り ます。

ゲート ウェイのみがファ イルを提供するよ うに設定したい場合は、 Gateway Locator ユーティ リ ティ を使用

して固定ゲート ウェイ  ロケーター ファ イルを設定するのが最も良い方法です。

動的または固定ゲートウェイ

2 つの異なるゲート ウェイ構成をセッ ト アップするこ とができます。 デフォルトの動作は、 「動的」 ゲート ウェイ

構成です。 この構成では、 リモート  データ  ファ イルを最初に開いたエンジンが、ディ レク ト リ内のすべてのファ

イルを閉じるまでゲート ウェイ  エンジンと して機能します。次にデータ  ファ イルを開いたエンジンが新しいゲー

ト ウェイ  エンジンになり ます。この構成は最も柔軟性があ り ますが、エンジンが複数のネッ ト ワーク  プロ ト コル

を試行したり、既存のゲート ウェイ  エンジンをチェッ クするので、データベースへの初期接続に時間がかかり ま

す。

メモ  複数の共有データ  ソースを扱う ピアツーピア構成で動的ゲート ウェイを使用しないでください。 この

構成はサポート されているので設計どおりに動作しますが、 複数のエンジンが複数あるデータの場所の間で

オーナーシップをやり取りするので、 接続に著し く時間がかかり ます。 また、 リモート  コンピューター上の

Workgroup エンジンがローカルのハード  ド ラ イブにあるデータのゲート ウェイ となる状況が発生する可能性

もあ り ます。 ローカルの Workgroup エンジンの方がよ り高いパフォーマンスでデータを提供できる場合、 こ

の待ち時間は明らかに無駄なものです。

この状況を防ぐには、 各コンピューターの起動時に、 そのすべてのコンピューター上の Workgroup エンジン

が起動するよ うにしておきます。 また、 通常、 Workgroup エンジンはユーザーがログオンするまで起動しな

いので、 各コンピューターでログオンしておく必要があ り ます。

各コンピューター上にあるデータ  ファ イルのゲート ウェイ と してそれぞれのコンピューターを固定で割り

当てるこ とによって、 この状況を防ぐこ と もできます。 このタスクを実行する方法については、「固定ゲート

ウェイをセッ ト アップするには」 を参照して ください。

も う  1 つの構成は永続的で、 「固定」 ゲート ウェイ構成と言います。 この構成では、特定のディ レク ト リのゲート

ウェイ  エンジンと して、特定のエンジンを割り当てます。ほかのエンジンがデータにアクセスしよ う と したと き

に、 このエンジンが起動していなかった場合は、 エラー コードが返されデータを使用するこ とはできません。
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動的ゲートウェイをセッ トアップするには

1 これはデフォルトの動作です。 各 Workgroup が、 名前付きデータベースおよびそのデータにアクセスできる

こ とを確認して ください。 『Advanced Operations Guide』 の 「名前付きデータベース」 を参照してください。

これでゲート ウェイは、 それぞれの場所からデータにアクセスする リモートの Workgroup エンジンに応じて

動的に割り当てられます。

固定ゲートウェイをセッ トアップするには

特定のディ レク ト リに対して固定ゲート ウェイ  エンジンを指定するには、固定ゲート ウェイ  エンジンにする名前

が含まれる  ~PVSW~.LOC ファ イルの属性を読み取り専用に変更する必要があ り ます。 このタスクを実行する方

法はいくつかあ り ます。 

Gateway Locator ユーティ リテ ィ を使用する

1 Gateway Locator は、 オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から、 あるいは

ZenCC の ［ツール］ メニューからアクセスできます。

2 ［ターゲッ ト  ディレク ト リ］ フ ィールドに、 固定ゲート ウェイをセッ ト アップするためのデータ  ファ イルが

含まれているディ レク ト リのパスを入力または参照します。

3 ［ディレク ト リ  ステータス］ 領域で ［変更］ をク リ ッ ク します。 表示されるダイアログ ボッ クスで ［ゲート

ウェイを割り当てる］ オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 ゲート ウェイにするコンピューターのネッ ト ワーク名を入

力または参照します。 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 Gateway Locator のメ イン ウ ィンド ウに戻り、 ［永続割り当て］ のチェッ クをオンにします。 ［終了］ をク リ ッ

ク します。

コマンド  プロンプ ト を使用する

コマンド  プロンプ トで attrib +r コマンドを使用し、 ~PVSW~.LOC ファ イルの属性を変更します。

Windows エクスプローラーを使用する

1 固定ゲー ト ウ ェ イを割り当てるためのディ レ ク ト リ で、 ~PVSW~.LOC ファ イルを右ク リ ッ ク し、 ［プロパ

ティ ］ を選択します。

2 ［プロパティ ］ ダイアログ ボッ クスの ［全般］ タブで、 ［属性］ セクシ ョ ン内にある ［読み取り専用］ オプ

シ ョ ンを選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

Gateway Locator ユーティ リテ ィでの作業

Gateway Locator ユーティ リ ティでは、 ネッ ト ワークにおけるゲート ウェイ構成の制御と確認が行えます。 この ト

ピッ クでは、 さまざまな目的でこのユーティ リ ティ を使用する方法について説明します。

このユーテ ィ リ テ ィ を使用すれば、 特定のディ レ ク ト リ にあるデータ  フ ァ イルのゲー ト ウ ェ イ と して使 う

Workgroup エンジンをユーザーが指定した り変更するこ とができます。 このユーティ リ テ ィが使用できるのは、

Workgroup エンジンのみです。

Gateway Locator は、 ロケーター ファ イル ~PVSW~.LOC を読み込んで操作するこ とによ り動作します。 このファ

イルは、ゲート ウェイ  エンジンを割り当てた任意のディレク ト リに常駐します。 このファイルが使用中でロ ッ ク

されている場合、 Gateway Locator は、その特定のディレク ト リのゲート ウェイ と して使われる  Workgroup エンジ

ンを見つけるこ とはできますが、 変更するこ とはできません。

 Gateway Locator ユーティ リテ ィ を起動するには

1 Gateway Locator は、 オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から、 あるいは

ZenCC の ［ツール］ メニューからアクセスできます。
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図 1  Gateway Locator のメイン ダイアログ ボックス

メモ  Gateway Locator はデータ  ディ レク ト リ用にゲート ウェイを設定するために使用できます。 ディ レク ト

リの場所はこのツールに保存されないので、 ［変更］ をク リ ッ クする前にディ レク ト リ  パスを必ず設定して

おく必要があ り ます。

2 ［ターゲッ ト  ディレク ト リ］ で、検索または変更するゲート ウェイ  エンジンのデータ  ファ イルが含まれてい

るディ レク ト リのパスを入力または参照します。

3 デフォルトのターゲッ ト  ディ レク ト リは、 現在の作業ディ レク ト リです。 参照ボタンを使用する と、 別の

ターゲッ ト  ディ レク ト リ を探して選択するこ とができます。

ゲートウェイ  Workgroup エンジンの検索

ターゲッ ト  ディ レク ト リ を選択して、 ［リ フレッシュ］ ボタンをク リ ッ クする と、 選択したディ レク ト リ （存在

する場合） のゲート ウェイ  エンジンの名前が ［割り当てられたゲートウェイ］ ボッ クスに表示されます。 選択し

たディ レク ト リ用のゲート ウェイが存在しない場合は、 ボッ クスに ［割当てなし］ と表示されます。

ゲートウェイ  Workgroup エンジンの変更

ターゲッ ト  ディ レク ト リの選択後は、 ［変更］ をク リ ッ ク し、 特定のディ レク ト リのゲート ウェイ と して機能さ

せる  Workgroup エンジンを選択します。そのディ レク ト リのロケーター ファ イルがロ ッ ク されている場合、 この

ボタンは使用不可になり ます。 次のダイアログ ボッ クスが表示されます。

ゲート ウェイ とするサーバーのマシン名を入力または参照します。
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サービスとしての Workgroup エンジンの起動

デフォルトでは、 新規でインス トールする場合、 Workgroup エンジンはサービス と して実行します。 エンジンを

サービス と して実行するこ とによ り、オペレーティング システムが起動したと きに、エンジンを自動的に起動さ

せるこ とができます。 ユーザーはエンジンを起動するためにログインする必要はあ り ません。 Workgroup エンジ

ンをサービス と して起動する場合、 ト レイ  アイコンは表示されません。

インス トール時の選択によ り、 Workgroup エンジンをコンソール アプリ ケーシ ョ ンと して実行させるこ とができ

ます。 あるいは、 以前のバージ ョ ンの Workgroup が " アプリ ケーシ ョ ンと して実行 " と してインス トールされて

いる状態でアップグレードを実行する と、そのアップグレード  インス トールでもアプリ ケーシ ョ ンと して実行す

るよ うに設定されます。 どちらの場合であっても、 Workgroup エンジンをサービス と して実行させたい場合は、

そのよ うに設定できます。

構成

Workgroup エンジンをアプリ ケーシ ョ ンではなくサービス と して実行させるには、 Workgroup エンジンを再イン

ス トールする必要があ り ます。インス トール時に、エンジンのインス トール モード設定のダイアログ ボッ クスで

［サービスとしてインストールする］ を選択します。 「Zen Workgroup （Windows 版） のインス トール」 を参照して

ください。

メモ  エンジンをサービスと して実行する場合はサービスとしてログオン権限が必要です。デフォルトのロー

カル システム アカウン ト以外のユーザー アカウン トで、 エンジンをサービス と して実行するよ うにした場

合、 Windows のコン ト ロール パネルでそのサービスの ［ログオン］ プロパティを変更する必要があ り ます。

Windows プラ ッ ト フォームの場合、 別のマシンにある  Zen データベースにアクセスするには、 有効なユーザー名

とパスワードが必要です。 「システム アカウン ト 」 には、 別のマシン上にある  Zen データベースへのアクセス権

があ り ません。 

Zen Workgroup サービスから別のマシンにあるデータベースにアクセスする場合は、 そのマシンへの有効なユー

ザー名とパスワードを指定する必要があ り ます。 ただし、 別のマシン上で起動している  Zen Workgroup がローカ

ルで使用可能で、 それが代わりにデータベースへのアクセスに使用できる場合は、 ユーザー名やパスワードの指

定は必要あ り ません。 Zen Workgroup サービスのプロパティにアクセスします （［サービス］ ダイアログでワーク

グループ サービスをダブルク リ ッ ク します）。 ［ログオン］ セクシ ョ ンの ［アカウン ト ］ オプシ ョ ンを選択し、 有

効なユーザー名とパスワードを指定します。
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サービスの停止

サービスを停止して再開始する （ただしサービスを永続的に削除はしない） 場合は、単にマシンを再起動します。

Windows プラ ッ ト フォームでのサービスの停止は、 ほかのサービスを停止する手順と同じです。

Windows 上でエンジンをサービスとして停止するには

1 Windows のコン ト ロール パネルで ［管理ツール］ をク リ ッ ク し、 ［サービス］ をダブルク リ ッ ク します。

2 Workgroup エンジンに割り当てたサービス名を右ク リ ッ ク し、 ［停止］ をク リ ッ ク します。
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12Client Reporting Engine のセッ ト
アップ

Zen サーバーからのクエ リ実行負荷の削減によるパフォーマンスの向上

大規模なレポートのクエ リ を行う と、 Zen サーバーに大きな負荷がかかるため、 小さな ト ランザクシ ョ ンから成

る標準的なス ト リームでも リ ソースの競合が発生する可能性があ り ます。 レポート実行の負荷を減らすには、 プ

ロキシ サーバーと して Zen Client Reporting Engine をセッ ト アップします。この 64 ビッ ト  エンジンは、Zen リ レー

シ ョナル エンジンと  Zen ク ラ イアン ト  キャ ッシュ  エンジンの機能を組み合わせた特別なものであ り、 SQL レ
ポート  ジ ョブによるサーバー動作への影響を低減するために、 ジ ョブの負荷を削減するこ とができます。大規模

なレポートのクエ リ をサーバーでなく レポート  エンジンで実行する と、通常の実稼働オペレーシ ョ ンのサーバー

パフォーマンスを向上させるこ とができます。

Client Reporting Engine の設定では、 すべてのデータのマスター コピーが存在する  Zen サーバーの名前が 「ス ト

レージ サーバー」 と して使用されます。Client Reporting Engine を設定する と、そのマスター ス ト レージ サーバー

上にあるのと同じデータベースがすべて SQL ク ライアン トにも公開されるため、 すべての SQL クエ リ をこのレ

ポート  エンジンに送信できます。 Reporting Engine を使用するには、 クエ リやその他の関連する要求がサーバー

でなく このク ライアン トに送信されるよ うに設計を変更する必要があ り ます。

Zen Client Reporting Engine には、キャ ッシュの使用状況を追跡するための Windows パフォーマンス  カウンターが

搭載されています。Zen Enterprise Server と  Cloud Server でも  Windows パフォーマンス  カウンターが搭載されるよ

うにな り、アプ リ ケーシ ョ ンの直接の使用と、レポート  エンジンなど リモートのキャ ッシュ  エンジンによるアプ

リ ケーシ ョ ンの使用を識別できるよ うにな り ました。 さ らに、 キャ ッシュ  ヒ ッ ト率のカウンターが、 累計のアク

ティ ビティでなく最近のアクティビティを反映するよ うに変更されました。

メモ  この特別なエンジンは、 大部分のデータベース  オペレーシ ョ ンを正常に実行できるものの、 読み取り

が主体のレポート  ジ ョブ向けに設計されています。Client Reporting Engine は、Btrieve アプリ ケーシ ョ ンによ

り、 常時接続のクライアン ト  キャ ッシュ  エンジンと して使用するこ とができます。

以下のセクシ ョ ンでは、 設定で使用されるサーバーおよびクライアン トのプロパティについて説明します。

 「Client Reporting Engine のサーバー プロパティ」

 「Client Reporting Engine のクライアン ト  プロパティ」

 「Client Reporting Engine のデータベースのプロパティ」

 「Client Reporting Engine に関する制限事項」
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Client Reporting Engine のサーバー プロパティ

Zen Client Reporting Engine には 2 つの追加サーバー プロパティがあ り ます。

 記憶域サーバー - Client Reporting Engine がマスター データ  コピーと して使用する  Zen サーバー インス ト

レーシ ョ ンの名前。このインス ト レーシ ョ ンには Windows や Linux のパーソナル コンピューターまたはサー

バーを指定するこ とができます。

 TEMPDB ディ レク ト リ  - Client Reporting Engine に使用させる一時的なローカル データベースの場所。デフォ

ルトのパスは C:\ProgramData\Actian\Zen\tempdb で、 大半のシステムでは、 この場所で十分です。

これら  2 つの設定は、 Zen の他のエディシ ョ ンでは使用されません。

Client Reporting Engine の使用を開始するには、 記憶域サーバーの名前を設定すれば済みます。 ［記憶域サーバー］

は、 このク ライアン ト上でローカルにキャッシュされるデータでなく、データ  ファ イルの永続的な場所を参照し

ます。 TEMPDB テーブルの参照はローカルのレポート  エンジンで処理されるこ とに注意してください。

その他のサーバー プロパティには、 デフォルト値で使用できるものと、 不要なため削除されたものがあ り ます。

サーバー プロパティについては、 『Advanced Operations Guide』 の 「全プラ ッ ト フォームにおけるサーバー設定プ

ロパティ」 で説明します。

記憶域サーバーを設定するには

1 ZenCC でエンジン ノードを展開します。

2 Client Reporting Engine の名前を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。

3 プロパティ  ウ ィンド ウで ［アクセス］ をク リ ッ ク します。

4 ［記憶域サーバー］ フ ィールドに、 サポートする  Zen サーバーの名前または IP アドレスを入力します。 この

値では、 大文字と小文字は区別されません。

5 ［適用］ をク リ ッ ク します。

6 エンジンを再起動する必要がある という メ ッセージが ZenCC によって表示されたら、［OK］ をク リ ッ ク しま

す。

7 ［OK］ をク リ ッ ク して、 プロパティ  ウ ィンド ウを閉じます。

8 サービス ノードを展開し、 ［Zen Reporting Engine］ を右ク リ ッ ク し、 ［サービスの再起動］ を選択します。

9 Client Reporting Engine が接続され正し く動作しているこ とを確認するには、そのエンジン ノードを展開しま

す。 レポート  エンジン名の下に、 記憶域サーバー データベースの一覧が表示されます。

一時データベース ディレク ト リを変更するには

1 ZenCC でエンジン ノードを展開します。

2 Client Reporting Engine の名前を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。

3 プロパティ  ウ ィンド ウで ［ディレク ト リ］ をク リ ッ ク します。

4 ［TEMPDB ディレク ト リ］ フ ィールドに新しいパスを入力します。パスが指す場所は、Client Reporting Engine

が実行されているシステム上に存在している必要があ り ます。

5 ［適用］ をク リ ッ ク します。

6 エンジンを再起動する必要がある という メ ッセージが ZenCC によって表示されたら、［OK］ をク リ ッ ク しま

す。

7 ［OK］ をク リ ッ ク して、 プロパティ  ウ ィンド ウを閉じます。

8 サービス ノードを展開し、 ［Zen Reporting Engine］ を右ク リ ッ ク し、 ［サービスの再起動］ を選択します。
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Client Reporting Engine のクライアン ト  プロパティ

Zen Client Reporting Engine には、 代表的なクライアン ト  プロパティのサブセッ トが設定されています。 以下の設

定グループは表示されません。 これらはサーバー設定で選択可能か、 または Client Reporting Engine には不要なた

めです。

 キャ ッシュ  エンジン - Client Reporting Engine のサーバー プロパティの ［パフォーマンス］ グループにあ り、

キャ ッシュ  サイズを変更できます。

 キャ ッシュ  エンジンのデバッグ - Client Reporting Engine のサーバー プロパティの ［デバッグ］ グループにあ

り、 ト レース設定とデバッグ設定を変更できます。

 パフォーマンス  チューニング - ［キャ ッシュ  エンジンの使用］ 設定は常にオンであるため、 この設定と ［デ

バッグ］ グループは変更できません。

通常は、 これら以外のク ライアン ト  プロパティのデフォルト値によ り、 Client Reporting Engine を円滑に動作させ

るこ とができます。 ク ライアン ト  プロパティについては、 『Advanced Operations Guide』 の 「Windows ク ライアン

ト設定プロパティ」 で説明します。
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Client Reporting Engine のデータベースのプロパティ

DefaultDB や TempDB など  Zen の内部的なデータベースの設定を変更しないで ください。 ほとんどの場合は、

ZenCC によ り、 Client Reporting Engine ではデータベースのプロパティを変更できないという メ ッセージや警告が

発行されます。

データベースのプロパティ を管理するには、 記憶域サーバー上で ZenCC または bcfg を使用します。 ZenCC で、

この設定は Client Reporting Engine のサーバー プロパティ  ウ ィンド ウの ［アクセス］ に表示されます。
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Client Reporting Engine に関する制限事項

機能をカスタマイズした Client Reporting Engine は、 Zen サーバーのプロキシ エンジンと しての動作のために、

SQL クエ リに関して次のよ うな制限事項があ り ます。

 CREATE DATABASE、 DROP DATABASE、 MODIFY DATABASE を使用できない。

 データベースのパスやコード  ページを変更できない。 

 データベースのプロパティでセキュ リティ設定グループが無効にされるため、 SET SECURITY を使用しよ う

と してもエラーが返される。

 オルタネート  コレーティング シーケンス  ファ イルを使ってテーブルを作成するこ とができない。

 オルタネート  コレーティング シーケンス  ファ イルを COLLATE 句に指定して参照するこ とができない。

 USING 句に指定したパスが既に存在しないか、相対パスであるテーブルを作成できない。作成しよ う とする

と、 ファ イル名が無効である という メ ッセージが表示されます。 

 セキュ リティで保護された V2 データベースではビューやス ト アド  プロシージャを作成できない。 記憶域

サーバーの Zen エンジンでは、 このオペレーシ ョ ン中にそのよ うな新しいオブジェク トの権限を設定する必

要があ り ます。 この設定作業が Client Reporting Engine からは行えないためです。 設定しよ う とする と、 セ

キュ リ ティをチェッ クまたは設定する際にエラーが発生したという メ ッセージが返されます。

これらの制限事項に対する回避策は、 SQL クエ リ をローカルの記憶域サーバーで実行するか、 または ZenCC や
bcfg などのツールを介して記憶域サーバーに接続するこ とで リモートの Client Reporting Engine から  SQL クエ リ

を実行するこ とです。

さ らに、個々の Client Reporting Engine に対して複数のアプリ ケーシ ョ ンを実行している場合、最大のキャッシュ

の同期を確保するには、 すべての SQL アプリ ケーシ ョ ンがその Client Reporting Engine を介して接続するよ うに

して ください。 ただし、 記憶域サーバーに直接接続する必要がある特定の操作については例外です。

DDF Builder は Client Reporting Engine のインス トールでは無効になっています。DDF Builder を使ってデータベー

スにアクセスしよ う とする と、 データベースが変更できないという メ ッセージが表示されます。

Windows IoT Core や Nano Server、および Raspbian では Zen サーバーを記憶域サーバーと して使用するこ とはでき

ません。

Btrieve キャッシュ  エンジンとしての Client Reporting Engine の使用

Client Reporting Engine は、記憶域サーバーにあるファ イルか、 または別のリモートの Zen データベース  エンジン

にあるファ イルを開く際、 ク ライアン ト  キャ ッシュ  エンジンと して動作します。 

Btrieve インターフェイスは、Client Reporting Engine と同じコンピューターにあるファ イルを開く こ とはできませ

ん。 開こ う とする と、 失敗するため、 Btrieve セッシ ョ ンを リセッ トする必要があ り ます。

サービス と してのク ラ イアン ト  キャ ッシュ  エンジンの実行に当てはまる管理上必要なすべての作業は、 Client
Reporting Engine の実行にも当てはま り ます。たとえば、サービスを実行する際に使用するアカウン ト を変更した

り、 Client Reporting Engine と一緒に Btrieve アプリ ケーシ ョ ンを使用するよ うに pvnetpass を設定したりするこ と

が必要になる可能性があ り ます。 このよ うな必要作業は、 SQL のみを使ってレポート を作成するアプリ ケーシ ョ

ンには当てはま り ません。

Client Reporting Engine と  DTI API の併用

次の DTI 呼び出し、 またそれと同等の DTO は、 ローカルの Client Reporting Engine で使用される と失敗します。

 PvCopyDatabase()

 PvCreateDatabase()

 PvCreateDatabase2()

 PvDropDatabase()

 PvModifyDatabase()
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 PvModifyDatabase2()

 PvSecureDatabase()

 PvUnSecureDatabase
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13アプリケーシ ョ ン構成のシナリオ

データベース  エンジンのセッ ト アップの一般的なシナリオ

以下のセクシ ョ ンでは、 一般的な環境におけるエンジンの構成方法について説明します。

 「ターミナル サービス」

 「Active Directory サービス」

 「複数のク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン」

 「ローカルおよびリモート  アプリ ケーシ ョ ンからの同時接続」

 「ほかのコンピューター上のデータへのアクセス」
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ターミナル サービス

Microsoft ターミナル サービスは、 リモート  コンピューターがサーバー上で実行している  Windows ベースのプロ

グラムへアクセスできるよ うにするマルチ セッシ ョ ン環境です。 

管理者機能の無効化

以前のリ リースでは、 管理者機能をク ライアン トから実行するこ とはできませんでした。 本リ リースから、 ター

ミナル サービス  ク ライアン ト  セッシ ョ ン内で実行する  Zen ク ライアン トは、 デフォルトで Zen の管理者機能を

実行できるよ うにな り ました。 たとえば、 そのよ うなク ライアン トのユーザーは、 Zen の構成の変更、 DSN の作

成および Monitor ユーティ リ ティの使用が可能です。

この機能を制限する場合は、 システム管理者の介入が必要です。

 ターミナル サービス クライアン ト用のリモート管理者機能を無効にするには

1 ZenCC で、 ［ローカル クライアン ト ］ の下にある ［MicroKernel ルーター］ のプロパティを開きます。 

『Advanced Operations Guide』 の 「ZenCC でローカル ク ラ イアン トのプロパティを設定するには」 を参照し

て ください。

2 このプロパティ  ダイアログで、 ［WTS クライアン トからの管理機能を制限］ オプシ ョ ンのチェッ クをオンに

します。

3 ［OK］ をク リ ッ ク して ZenCC を終了してから再度起動する と、 この設定が有効になり ます。

メモ  Zen サーバー エンジンでは、 Active Directory 環境内で実行する  Microsoft ターミナル サーバーおよび

Citrix XenApp の併用をサポート します。

ネッ トワーク  サーバーとしてのターミナル サーバー

ターミナル サーバーを、 メ インのネッ ト ワーク  サーバーおよびデータベース  サーバーと して使用するこ とがで

きます。 ただし、 そのサーバーをファ イル サーバーと して頻繁に使用した り、 同時に起動するターミナル セッ

シ ョ ンが多い場合は、 パフォーマンスが低下する可能性があ り ます。

このほか考慮する点は、 同じコンピューター上で重要なサービスをすべて担っている場合です。 サーバーがダウ

ンした場合、 すべてのサービスが一度にダウンします。

これらの理由から、 重要なサービスは 2 台以上のコンピューターに分散させるこ とをご検討ください。

サービスとしての Workgroup エンジンの起動

デフォルトでは、新規でインス トールする場合、 Workgroup エンジンはサービス と して実行します。 これによ り、

オペレーティング システムが起動したと きに、エンジンを自動的に起動するこ とができます。ユーザーはエンジ

ンを起動するためにログインする必要はあ り ません。 

カスタム インス トール時の選択で、Workgroup エンジンをコンソール アプリ ケーシ ョ ンと して実行させるこ とが

できます。 あるいは、 以前のバージ ョ ンの Workgroup が " アプリ ケーシ ョ ンと して実行 " と してインス トールさ

れている状態でアップグレードを実行する と、そのアップグレード  インス トールでもアプリ ケーシ ョ ンと して実

行するよ うに設定されます。 どちらの場合であっても、 Workgroup エンジンをサービス と して実行させたい場合

は、 そのよ うに設定できます。 「サービス と しての Workgroup エンジンの起動」 を参照してください。
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Active Directory サービス

Active Directory は特定の Windows オペレーティング システムにおけるネッ ト ワーク  アーキテクチャの中心的な

コンポーネン トです。 Active Directory は、特に分散ネッ ト ワーク環境用に設計されたディレク ト リ  サービスを提

供します。

こ こでは、Microsoft Active Directory サービスがインス トールされ正し く機能している環境で Zen を構成する手順

の概要を説明します。

Zen をインス トールしよ う とする環境に Active Directory サービスがインス トールされ、 正し く動作しているこ と

を確認して ください。

サーバーとクライアン トのサポート

Zen サーバーは、 Active Directory に参加している  Windows サーバー上で実行できます。 Zen ク ラ イアン ト は、

Active Directory に参加しているすべての （サポート されている） Windows プラ ッ ト フォーム上で実行できます。

ディ レク ト リおよびファイルのアクセス権

データベース  エンジンでは、 オペレーティング システム レベルのディ レク ト リ とファ イルのアクセス権を適用

します。 Active Directory 環境ではこの動作を変更しません。 たとえば、 Zen テーブル ファ イルに " 読み取り専用 "
の権限を設定する と、 そのテーブル ファ イルへの書き込みを行う こ とはできません。

Microsoft ターミナル サービスのサポート

Zen サーバー エンジンでは、 Active Directory 環境内で実行する  Microsoft ターミナル サーバーの併用をサポート

します。 ターミナル サービスの詳細については、 「ターミナル サービス」 を参照して ください。

Zen 管理者権限

Active Directory サービスではネッ ト ワークのセキュ リティ を管理します。 Zen 管理者権限を必要とするユーザー

に、 オペレーティング システム レベルの正しいアクセス権を付与する必要があ り ます。

アクセス権を設定する一般的な手順については、「Active Directory の作業」 を参照してください。ユーザーはデー

タベース  エンジンが起動するマシンで以下の権限を持つ必要があ り ます。

 ローカル ログオン権限

 管理者権限または Zen_Admin グループのメンバーシップ

ユーザーにローカル ログオン権限を付与するか、 または Zen_Admin グループにユーザーを追加するこ とができ

ます。

データベース  エンジンを起動しているマシン（ローカル マシン）、ローカル マシン用のド メ イン コン ト ローラー、

またはその両方で Zen_Admin グループを作成するこ とができます。 データベース  エンジンは、 最初にローカル

マシン用のド メ イン コン ト ローラー上、 次にローカル マシン上の順で権限をチェッ ク します。

わかりやすくするために例を示します。Zen データベース  エンジンが起動する ド メ イン内に 2 つのサーバー A と
B がある と します。それぞれのサーバー上と ド メ イン コン ト ローラー上に Zen_Admin グループが作成されていま

す。 次に、 サーバー A の Zen_Admin に User 1 を、 サーバー B の Zen_Admin に User 2 を、 そしてド メ イン コン

ト ローラーの Zen_Admin に User 3 を追加します。 User 1 は サーバー A でのみデータベース  エンジンの管理者権

限を持ち、 User 2 は サーバー B でのみデータベース  エンジンの管理者権限を持ちます。 しかし、 User 3 は サー

バー A、 B 両方のデータベース  エンジンの管理者権限を持ちます。

ド メ イン コン ト ローラー上に Zen_Admin グループを作成した場合、 そのグループはド メ イン ローカル グループ

になり ます。ド メ イン コン ト ローラーではないマシン上に Zen_Admin グループを作成した場合、その Zen_Admin
グループはローカル グループになり ます。 
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Active Directory の作業

Active Directory に Zen_Admin グループを作成するには次の手順を実行し、Windows 環境でユーザーに Zen 管理者

権限を付与します。この手順は、データベース  エンジンが実行されているマシンのド メ イン コン ト ローラー上で

権限を設定するこ とを前提と します。 

 Zen_Admin グループをデフォルトのグループ ポリシーとして追加するには

1 データベース  エンジンが実行されているマシンのド メ インのド メ イン コン ト ローラー上に Zen_Admin グ

ループを作成します。

2 グループ名には Zen_Admin を指定します。

3 グループの範囲には ［ド メイン ローカル］ を設定します。 ［グローバル］ または ［ユニバーサル］ は使用し

ないでください。

4 ユーザーを Zen_Admin グループに追加します。

5 そのユーザーがグループのメンバーと して表示されるこ とを確認して ください。

6 ド メ インのローカル ログオン権限に Zen_Admin グループを追加します。

メモ ： ローカル ログオン オプシ ョ ンが淡色表示になっている場合は、 手順 6 を省略し、 次の作業を使用し

て管理者グループをローカル ポ リシーと して設定します。

 Zen_Admin グループをローカル ポリシーとして追加するには

以下の手順は、前の作業でグループ ポ リシーの " ローカル ログオン " オプシ ョ ンを使用できなかった場合に、手

順 5 から続けて実行します。 

1 ［スタート ］ をク リ ッ ク し、 「gpmc.msc」 と入力して Enter キーを押します。

2 フォレスト名をダブルク リ ッ ク して展開します。

3 ド メインを開きます。

4 コンピューターに参加させる ド メイン名を開きます。

5 Default Domain Policy を右ク リ ッ ク し、 ［編集］ を選択します。

6 コンソール ツ リーで、 ［コンピューターの構成］ > ［ポ リ シー］ > ［Windows の設定］ > ［セキュ リ ティの設

定］ > ［ローカル ポ リシー］ を展開し、 ［ユーザー権利の割り当て］ を選択します。

7 詳細画面で ［ローカル ログオンを許可］ を開きます。

8 ［これらのポリシーの設定を定義する］ チェ ッ ク  ボッ クスがオンになっているこ とを確認します。

9 ［ユーザーまたはグループの追加］ をク リ ッ ク します。

10 次のいずれかを実行します。

 ローカル ログオンを許可するユーザー アカウン ト を入力します。 

 ［参照］ ボタンをク リ ッ ク し、［ユーザー、 コンピューター、サービス  アカウン ト またはグループの選択］

ダイアログ ボッ クスを使って、 アカウン ト を探します。

11 各ダイアログ ボッ クスで ［OK］ をク リ ッ ク して、 すべてのダイアログ ボッ クスを閉じます。 
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複数のクライアン ト  アプリケーシ ョ ン

2 つ以上のクライアン ト / サーバー アプリ ケーシ ョ ンが同じデータベース  エンジンを使用する場合があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンを同時に使用するかど うかによって、 データベース  エンジンの構成を変更する必要があ り ま

す。

ベンダーがエンジン用の設定プロパティへの設定ガイ ド ラインを提供している場合は、 そのガイ ド ラインに基づ

いて設定を調整する必要があ り ます。  

複数のアプリケーシ ョ ンによって影響を受ける設定

複数のアプリ ケーシ ョ ンを実行している場合、 ほとんどのエンジン設定には影響があ り ません。 このセクシ ョ ン

では、 複数のアプリ ケーシ ョ ンを実行する場合に調整する必要のある設定について説明します。

ファイル互換性｜作成ファイルのバージ ョ ン

新しいファ イルをバージ ョ ン 7.x のファイル形式で作成する必要があるアプ リ ケーシ ョ ンもあれば、 デフォルト

のバージ ョ ン 9.5 で作成する必要があるアプリ ケーシ ョ ンもあるでし ょ う。

これらのアプ リ ケーシ ョ ンは、 実行中に新しいファ イルを作成しない場合のみ同時に実行するこ とができます。

この設定をアプリ ケーシ ョ ンごとに切り替えるのは、 手動で行うか、 または DTI （Distributed Tuning Objects） を

使用して、 切り替えを行うプログラムを書く以外方法はあ り ません。

アプリ ケーシ ョ ンが実行時に新しいファイルを作成しないのであれば、 この設定は複数のアプリ ケーシ ョ ンの場

合でも影響があ り ません。

データの整合性｜ト ランザクシ ョ ン一貫性保持

アプリ ケーシ ョ ンによっては、 ト ランザクシ ョ ンの保持が必要な場合と必要でない場合があ り ます。 アプ リ ケー

シ ョ ン ベンダーがこのプロパティに対して異なる値を推奨した場合は、 この設定をオンにします。 通常、 ト ラン

ザクシ ョ ンの保持を有効にしても、 ト ランザクシ ョ ンを使用しないアプリ ケーシ ョ ンに影響するこ とはあ り ませ

んが、 パフォーマンスは低下します。

アプリケーシ ョ ンを同時に実行する場合 （2 つ以上のアプリケーシ ョ ンが同時にデータベース サーバーを使用している）

各プロパティに推奨されるすべての値の合計値を使用してサーバーを構成する必要があ り ます。 たとえば、 ［パフォーマン

ス チューニング｜ I/O スレッ ド数］ の設定プロパティで、 あるアプ リ ケーシ ョ ン ベンダーが 4、 また別のアプリ ケーシ ョ

ン ベンダーが 8 に設定するこ とを推奨した場合、 このプロパティには 12 を設定する必要があ り ます。 

デフォルトの値が、 推奨された設定値の合計よ り も大きい場合はそのデフォルトの値を変更する必要はあ り ません。

バッファー サイズの設定またはログ ファイルのサイズの設定では、 推奨される値を加算して設定しないでください。 推奨

される設定値のなかで最も大きな値を使用してください。これらのデフォルトの値が推奨される設定値よ り も大きい場合は

変更する必要はあ り ません。

アプリケーシ ョ ンを同時に実行しない場合 （ある時点で、 1 つのアプリケーシ ョ ンのみが実行している）

各プロパティに推奨される最大の値を使用してサーバーを構成する必要があ り ます。たとえば、［パフォーマンス チューニ

ング｜ I/O スレッ ド数］ の設定プロパティで、 あるアプ リ ケーシ ョ ン ベンダーが 4、 また別のアプリ ケーシ ョ ン ベンダー

が 8 に設定するこ とを推奨した場合、 このプロパティには 8 を設定する必要があ り ます。 

デフォルトの値が推奨された最大の設定値よ り も大きい場合は、 そのデフォルトの値を変更する必要はあ り ません。
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ローカルおよびリモート  アプリケーシ ョ ンからの同時接続

Zen サーバー エンジンは、 サーバーと してその同じコンピューターで実行するアプリ ケーシ ョ ンからの通信と リ

モート  ク ライアン トの リ クエス トの両方を受け付けるこ とができます。

メモ  これらの手順を行うには、 データベース  エンジンが起動しているコンピューターに対し管理者権限を

持っているか、 データベース  エンジンが起動しているコンピューターで定義された Zen_Admin グループの

メンバーでなければなり ません。

 リモート  アプリケーションおよびローカル アプリケーションの両方からのデータベース接続を構成するには

ヒン ト   サーバー エンジン設定を変更する場合、データベース  サーバーを実行している  Windows システムで

作業する必要があ り ます。

1 オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から  Control Center （ZenCC） にアク

セスします。 

2 エクスプローラーで ［エンジン］ をダブルク リ ッ ク し、ZenCC で登録しているエンジンの一覧を表示します。

3 ターゲッ ト  エンジン名を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ログインを指示された場合は、 ログ

インします。

4 ［アクセス］ をク リ ッ ク します。 右側のペインで、 ［リモート  リクエストの受付］ チェ ッ ク  ボッ クスをオン

にします。

このサーバーがほかのコンピューターからのク ライアン ト接続を受け付けないよ うにするには、 このチェッ

クをオフにして ください。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。 

これでサーバーがリモート  リ クエス ト を受け付けるよ う構成されました。

6 エクスプローラー で、 ［ローカル クライアン ト ］ ノードを展開します。

7 ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ログインを指示された場合は、 ロ

グインします。

8 ［アクセス］ をク リ ッ ク します。 右側のペインで、 以下のチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

 ローカル MicroKernel エンジンの使用。 ローカル エンジンをローカル ファ イル アクセス用に構成する

には、 このチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

 リモート  MicroKernel エンジンの使用。 ほかのコンピューター上のデータベースにアクセスするには、

このチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

現在作業しているこのコンピューターのデータのみにアクセスする場合は、このチェッ ク  ボッ クスをオ

フにします。

9 ［OK］ をク リ ッ ク します。 

これでサーバーがローカル リ クエス ト を受け付けるよ う構成されました。

10 サーバー エンジンを再起動する と この変更が実装されます。

Server エンジンと  Workgroup エンジンの同時使用

Workgroup エンジンでは、 Windows サーバー上にあるマップされたド ラ イブを経由して、 リモート  サーバーの

ファイルにアクセスするよ う構成できます。 
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Workgroup エンジンでインス トールされるク ライアン ト  ソフ ト ウェアを使用する と、リモート  コンピューター上

にあるほかのデータベース  エンジンに接続するこ とができます。

ローカル ファ イルへのアクセスにローカル エンジンを使用し、 リモート  Zen サーバー上にあるファイルへのア

クセスにリモート  サーバーを使用するには、MicroKernel ルーターの設定を変更する必要があ り ます。Zen Control
Center を使用して MicroKernel ルーターの設定を変更します。

 MicroKernel ルーター用にローカル アクセスおよびリモート  アクセスを構成するには

1 オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から  Control Center （ZenCC） にアク

セスします。

2 エクスプローラー で、 ［ローカル クライアン ト ］ ノードを展開します。

3 ［MicroKernel ルーター］ を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。 ログインを指示された場合は、 ロ

グインします。

4 ［アクセス］ をク リ ッ ク します。 右側のペインで、 以下のチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

 ローカル MicroKernel エンジンの使用。 ローカル エンジンをローカル ファ イル アクセス用に構成する

には、 このチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

 リモート  MicroKernel エンジンの使用。 リモート  Zen サーバー上にあるファイルへのアクセスにリモー

ト  サーバーを使用するよ う構成するには、 このチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

5 ［OK］ をク リ ッ ク します。

メモ  Zen Control Center を使用して設定を変更する方法の詳細については、『Advanced Operations Guide』 を参

照して ください。
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ほかのコンピューター上のデータへのアクセス

Workgroup エンジンを使用すれば、 さまざまな小規模ネッ ト ワーク環境に優れた柔軟性を持たせるこ とができま

す。 次の表では、 最も一般的な構成とその詳細の参照先を示します。 こ こで示す構成では、 データにアクセスす

るすべてのコンピューターに Workgroup エンジンがインス トールされていなければなり ません。 

表 5 ネッ トワーク構成の概要

構成 詳細の参照先

小規模ク ライアン ト / サーバー ：

Workgroup エンジンがインス トールされている  1 台のコンピューター上

にデータが存在する。

「小規模ク ラ イアン ト / サーバー構成のセッ ト

アップ」

ピアツーピア

Workgroup エンジンがインス トールされている  2 台以上のコンピュー

ター上にデータが存在する。

「ピアツーピア構成のセッ ト アップ」

ゲート ウェイ

データベース  エンジンがインス トールまたは起動されていないファ イ

ル サーバー上にデータが存在する。

「ゲート ウェイ構成のセッ ト アップ」
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14Linux、macOS および Raspbian へ
の Zen のインストール

Linux、 macOS および Raspbian ユーザーのための手順

以下のト ピッ クでは、 Linux、 macOS、 および Raspbian システムにおいて Zen Enterprise Server、 Cloud Server、 お

よび Zen Client をインス トールおよびアンインス トールする手順について説明します。

 「Linux、 macOS または Raspbian にインス トールする前に」

 「RPM を使用した Zen のインス トール」

 「TAR を使用した Zen のインス トール」

 「macOS での DMG を使用した Zen のインス トール」

 「Linux、 macOS または Raspbian への Zen のインス トール後」

 「Linux、 macOS または Raspbian での Zen のアンインス トール」
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Linux、 macOS または Raspbian にインストールする前に

Zen Enterprise Server、 Cloud Server、 Edge Server または Client のインス トールまたはアップグレードを行う前に、

以下の情報を確認して ください。

 Zen リ リース  ノート  readme_zen.htm に記載のシステム要件。 これには、ユーザー マニュアルには含まれない

最新の更新情報も含まれています。

 「Zen をインス トールするための準備」 - プラ ッ ト フォーム固有の注意などの重要な情報が記述されています。

この製品をインス トールするには、 root と してログインする必要があ り ます。 CD からインス トールする場合は、

CD のルート  ディ レク ト リに移動する必要があ り ます。 

インス トール後に問題が発生した場合は、 「インス トール後のト ラブルシューティング」 を参照してください。

フル インストールとクライアン ト  インストール

Zen では、 以下の 64 ビッ トのフル インス トールと ク ライアン ト  インス トールを提供します。

 TAR パッケージ （Linux、 macOS、 Raspbian 用）

 RPM パッケージ （Linux 用）

 DMG パッケージ （macOS 用）

フル インス トールには、 エンジンと ク ライアン ト  ファ イル、 ユーティ リ ティ と完全なユーザー マニュアルが含

まれています。 ク ライアン ト  インス トールでは、 ユーティ リ ティ と ドキュ メン ト を含む、 ク ライアン トのサポー

トに必要なファイルのみを提供します。 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンがある場合は、 追加のクライアン ト  アクセ

ス  インス トールと してサポートが提供されます。 次の表は、 インス トール パッケージのリ ス トです。 

表 6 Linux、 macOS および Raspbian におけるフル インストールとクライアン ト  インストール

Zen 製品 インストール 含まれるもの

Enterprise Server 64 ビッ ト フル エンジンと ク ライアン ト  ファ イル、 ユーティ リ ティ、 マニュアル。

Edge Server 32 ビッ ト

（Raspbian のみ）

フル サーバー インス

トールのサブセッ ト

エンジン と ク ラ イアン ト  ファ イル、 CLI ユーティ リ テ ィのサブセッ

ト 、 マニュアルなし。提供される項目の詳細については 「Raspbian の
ユーティ リティ」 を参照してください。

Cloud Server 64 ビッ ト フル エンジンと ク ライアン ト  ファ イル、 ユーティ リ ティ、 マニュアル。

Client 64 ビッ ト ク ラ イアン ト ク ラ イアン ト  ファイル、 ユーティ リティ、 マニュアル。

Client 32 ビッ ト

（Raspbian のみ）

ク ラ イアン ト のサブ

セッ ト

ク ラ イアン ト  ファイル、 CLI ユーティ リティのサブセッ ト、 マニュア

ルなし。 提供される項目の詳細については 「Raspbian のユーティ リ

ティ」 を参照して ください。

Client Access （32 ビッ ト ）

（Linux のみ）

ク ラ イアン ト ク ラ イアン ト  ファイルおよび制限付き  32 ビッ ト  ユーティ リ ティ。 32
ビッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用のデータベースにアクセスできるよ うに

するため、 ほかの 3 つの製品のいずれかをインス トールした後にイン

ス トールされます。

メモ ： Glibc および stdc++ パッケージは Client Access をインス トール

するための必須条件です。 Client Access のインス トール前に、 yum コ
マンドを使用して Linux ディ ス ト リ ビューシ ョ ンの リポジ ト リから こ

れらのパッケージを追加できます。

yum install glibc.i686 libstdc++.i686 



103

Raspbian のユーティ リテ ィ

Raspbian システムの場合、 Zen はフル インス トールで利用できるコマンド  ラ イン ユーティ リ ティのサブセッ ト

を提供します。 これらのユーティ リ ティの構成は次のとおりです。 

Linux ベースのク ラ イアン ト から  Windows 上の Enterprise Server または Cloud
Server への接続

サーバー メ ッセージ ブロ ッ ク （SMB） プロ ト コルを使用すれば、 Linux、 macOS、 または Raspbian ク ライアン ト

から  Zen MicroKernel エンジンへのネッ ト ワーク  アクセスが、Btrieve ファ イル レベルで可能となり ます。SMB 互
換のファイル共有に関する詳細は www.samba.org で確認できます。リモートでの Btrieve レベルのアクセスの詳細

については、 「Samba 用にサポート されるパスの形式」 を参照してください。 

お使いのデータベース  サーバー エンジンが一定のシステム要件を満たさない場合は、 ステータス  「3031 ： Linux
リ クエスターがサーバーに接続できません。」 を受け取るこ とがあ り ます。 このステータス  コードはク ライアン

ト とサーバーの互換性がないこ とを示します。 場合によっては、 ステータス  「94 ： アプ リ ケーシ ョ ンでアクセス

権のエラーが発生しました。」 を受け取るこ と もあ り ます。

bcfg btadmin clipaadm dsnadd psregedit pvddl

bdu butil dbdefrag isql psregsvr pvnetpass

bmon clilcadm dbmaint licgetauth pvdbpass rbldcli

http://www.samba.org
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RPM を使用した Zen のインストール

Linux ディ ス ト リ ビューシ ョ ンに RPM （Red Hat Package Manager） が含まれている場合は、 その RPM 形式を使用

して Zen をインス トールするこ とができます。

以下の ト ピッ クで、 RPM を使用して Zen 製品をインス トールする方法について説明します。

 「Zen Enterprise Server または Cloud Server （Linux 版） のインス トール - RPM」

 「Zen Client （Linux 版） のインス トール - RPM」

インス トール後に問題が発生した場合は、 「インス トール後のト ラブルシューティング」 を参照してください。

メモ  macOS は RPM をサポート していません。 代わりに、 DMG または TAR を使用します。

Zen Enterprise Server または Cloud Server （Linux 版） のインストール - RPM

次の表や配布メディアを使用してインス トール対象のパッケージ名を選択して ください。 

ファ イルの名前において、 yy.yy はリ リース番号を示し、 zzz.zzz はビルド番号を示します。 実際の名前はファイル

をご確認ください。

インス トールは、 以前のバージ ョ ンが存在しない初めてのインス トールか、 インス トールされている既存のバー

ジ ョ ンをアップグレードするインス トールのいずれかです。

 「初めてのインス トール」

 「アップグレード  インス トール」

初めてのインストール

パッケージ マネージャーが必要なファイルをすべてディ スクにコピーし （デフォルトの場所は、 /usr/local/
actianzen）、 以下のタスクを実行するインス トール後処理スク リプ ト を実行します。 

 ユーザー zen-svc とグループ zen-data を作成 

 インス トールされたファイルの " ユーザー : グループ " 所有権を "zen-svc:zen-data" に設定

 評価ライセンスの認証

 Demodata テス ト  データベースに新しい ODBC DSN （データ  ソース名） を作成

 Zen デーモンの起動スク リプ トおよび停止スク リプ ト を作成 

 Zen デーモン （mkded） を起動 

 RPM を使用して Zen Enterprise Server または Cloud Server をインストールするには

メモ  Linux マシンに旧バージ ョ ンの Zen がある場合は、 「アップグレード  インス トール」 を参照してくださ

い。

1 root ユーザーと してログインします。

表 7 サーバー用のパッケージ名 - RPM

インストール タイプ プラッ ト フォーム パッケージ名

Enterprise Server 64 ビッ ト x86-64 Zen-EnterpriseServer-jajp-linux-yy.yy-zzz.zzz.x86_64.rpm

Cloud Server 64 ビッ ト x86-64 Zen-CloudServer-jajp-linux-yy.yy-zzz.zzz.x86_64.rpm
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2 RPM パッケージが現在のディレク ト リにあるこ とを確認し、 以下のコマンドを入力します。

rpm -ivh <サーバー用のパッケージ名 > 

RPM パッケージが別のディレク ト リにある場合、 パッケージ名の前にパスを付けてください。

アップグレード  インス トール

古いバージ ョ ンの Zen が既にインス トールされている場合は、 そのバージ ョ ンをアンインス トールしてから製品

の新しい リ リースをインス トールする必要があ り ます。 詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian での

Zen のアンインス トール」 を参照してください。

Zen Client （Linux 版） のインストール - RPM

Zen Client のインス トール パッケージの名前は次の表に示す規則を使用します。 

ファ イルの名前において、 yy.yy はリ リース番号を示し、 zzz.zzz はビルド番号を示します。 実際の名前はファイル

をご確認ください。

インス トールは、 以前のバージ ョ ンが存在しない初めてのインス トールか、 インス トールされている既存のバー

ジ ョ ンをアップグレードするインス トールのいずれかです。

初めてのインストール

アプリ ケーシ ョ ン用に 32 ビッ ト  ク ライアン ト  アクセスを提供する必要がある場合は、まず 64 ビッ トの Zen Client
をインス トールし、その後、32 ビッ トの Zen Client Access を追加してください。それ以外の場合、手順は同じです。

 RPM を使用して Zen Client をインストールするには

1 root ユーザーと してログインします。

2 RPM パッケージが現在のディレク ト リにあるこ とを確認し、 以下のコマンドを実行します。

rpm -ivh < ク ライアン ト用のパッケージ名 > 

RPM パッケージが別のディレク ト リにある場合、 パッケージ名の前にパスを付けてください。

アップグレード  インス トール

古いバージ ョ ンの Zen が既にインス トールされている場合は、 そのバージ ョ ンをアンインス トールしてから製品

の新しい リ リースをインス トールする必要があ り ます。 詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian での

Zen のアンインス トール」 を参照してください。

表 8 クライアン ト用のパッケージ名 - RPM

インス トール タイプ プラッ ト フォーム パッケージ名

Client 64 ビッ ト x86-64 Zen-Client-jajp-linux-yy.yy-zzz.zzz.x86_64.rpm

Client Access （32 ビッ ト ） x86-64 Zen-Client-Access-jajp-linux-yy.yy-zzz.zzz.x86_64.rpm
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TAR を使用した Zen のインストール

TAR （tape archive） 形式を使用する と、 Linux、 macOS、および Raspbian 上に Zen をインス トールするこ とができ

ます。 以下の ト ピッ クで、 TAR を使用して Zen 製品をインス トールする方法について説明します。

 「Zen Enterprise Server または Cloud Server （Linux 版および Raspbian 版） のインス トール - TAR」

 「Zen サーバー （macOS 版） のインス トール - TAR」

 「Zen Client （Linux 版および Raspbian 版） のインス トール - TAR」

 「Zen Client （macOS 版） のインス トール - TAR」

インス トール後に問題が発生した場合は、 「インス トール後のト ラブルシューティング」 を参照してください。

Zen Enterprise Server または Cloud Server （Linux 版および Raspbian 版） のインス

トール - TAR

Zen サーバーのインス トール パッケージの名前は次の表に示す規則を使用します。 

ファ イルの名前において、 yy.yy はリ リース番号を示し、 zzz.zzz はビルド番号を示します。 実際の名前はファイル

をご確認ください。

インス トールは、 以前のバージ ョ ンが存在しない初めてのインス トールか、 インス トールされている既存のバー

ジ ョ ンをアップグレードするインス トールのいずれかです。

 「Linux および Raspbian への初めての Zen サーバー インス トール」

 「Linux および Raspbian での Zen サーバー インス ト レーシ ョ ンのアップグレード」

Linux および Raspbian への初めての Zen サーバー インス トール

64 ビッ トのインス トール スク リプ トでは以下の作業を実行します。 

 必要な権限が完全にインス トールされたかど うかを確認する

 ユーザー zen-svc とグループ zen-data が存在していない場合は作成する

 インス トールされたファイルの " ユーザー: グループ " 所有権が "zen-svc:zen-data" に設定されていない場合は

設定する

 TAR を使用して Zen サーバーを Linux または Raspbian にインストールするには

1 root ユーザーと してログインします。

2 /usr/local ディ レク ト リに変更します。 

cd /usr/local 

表 9 サーバー用のパッケージ名 - TAR

インス トール タイプ プラッ ト フォーム パッケージ名

Enterprise Server 64 ビッ ト x86-64 Zen-EnterpriseServer-jajp-linux-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz

Enterprise Server 64 ビッ ト ARM64 Zen-EnterpriseServer-jajp-linux-aarch64-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz

Cloud Server 64 ビッ ト x86-64 Zen-CloudServer-jajp-linux-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz

Cloud Server 64 ビッ ト ARM64 Zen-CloudServer-jajp-linux-aarch64-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz

Edge Server 32 ビッ ト ARM32 Zen-Edge-Server-jajp-linux-armhf-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz
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3 次のコマンドを入力して .tar ファ イルを /usr/local にコピーします。

たとえば、 インス トール パッケージを /home/bholly ディ レク ト リにダウンロード した場合は次のよ うにしま

す。 

cp /home/bholly/< サーバー用のパッケージ名 > . 

4 次のコマンドを使用して .tar ファ イルをアンパッ ク します。

tar -zxf <サーバー用のパッケージ名 > 

5 ディ レク ト リ をインス トール スク リプ トがある  /usr/local/actianzen/etc フォルダーに変更します。 

cd actianzen/etc 

6 インス トール前スク リプ ト を実行します。 

./preinstall.sh 

7 インス トール後スク リプ ト を実行します。 

./postinstall.sh 

インス トールは完了しました。 詳細については、 「TAR を使用した Zen のインス トール」 を参照して ください。 

Linux および Raspbian での Zen サーバー インスト レーシ ョ ンのアップグレード

古いバージ ョ ンの Zen が既にインス トールされている場合は、 そのバージ ョ ンをアンインス トールしてから新し

い Zen 製品をインス トールする必要があ り ます。詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian での Zen のア

ンインス トール」 を参照して ください。

 Zen サーバー （macOS 版） のインストール - TAR

Zen サーバーのインス トール パッケージの名前は次の表に示す規則を使用します。 

ファ イルの名前において、 yy.yy はリ リース番号を示し、 zzz.zzz はビルド番号を示します。 実際の名前はファイル

をご確認ください。

インス トールは、 以前のバージ ョ ンが存在しない初めてのインス トールか、 インス トールされている既存のバー

ジ ョ ンをアップグレードするインス トールのいずれかです。

 「macOS への初めての Zen サーバー インス トール」

 「macOS での Zen サーバーのアップグレード」

macOS への初めての Zen サーバー インストール

64 ビッ トのインス トール スク リプ トでは以下の作業を実行します。 

 必要な権限が完全にインス トールされたかど うかを確認する

 ユーザー zen-svc とグループ zen-data が存在していない場合は作成する

 インス トールされたファイルの " ユーザー: グループ " 所有権が "zen-svc:zen-data" に設定されていない場合は

設定する

表 10 サーバー用のパッケージ名 - TAR

インストール タイプ プラッ ト

フォーム

パッケージ名

Enterprise Server 64 ビッ ト x86-64 Zen-EnterpriseServer-jajp-macos-x86_64-14.00.046.000.tar.gz

Cloud Server 64 ビッ ト x86-64 Zen-CloudServer-jajp-macos-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz
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 TAR を使用して Zen サーバーを macOS にインストールするには

sudo コマンドを使用するには、 管理者権限を持つユーザーと してログインする必要があ り ます。

1 Spotlight 検索で 「ターミナル」 と入力して、 ターミナル ウ ィンド ウを開きます。

2 プロンプ トで sudo コマンドを次のよ うに入力し、アプリ ケーシ ョ ンのインス トールに必要な管理者権限を取

得します。

sudo -i bash -l 

3 Zen インス トールは /usr/local ディレク ト リ を必要と します。 次のコマンドを使用して作成します。

mkdir /usr/local 

4 新し く作成した場所にディ レク ト リ を変更します。 

cd /usr/local 

5 tar コマンドを使用して .tar ファ イルをアンパッ ク します。

たとえば、 インス トール パッケージをデスク ト ップにダウンロード した場合は次のよ うにします。 

tar -zxf /Users/< ユーザー名 >/Desktop/<サーバー用のパッケージ名 > 

6 ディ レク ト リ をインス トール スク リプ トがある  /usr/local/actianzen/etc に変更します。 

cd actianzen/etc 

7 インス トール前スク リプ ト を実行します。 

./preinstall.sh 

8 インス トール後スク リプ ト を実行します。 

./postinstall.sh 

インス トールは完了しました。詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian への Zen のインス トール後」 を

参照して ください。

macOS での Zen サーバーのアップグレード

古いバージ ョ ンの Zen が既にインス トールされている場合は、 そのバージ ョ ンをアンインス トールしてから新し

い Zen 製品をインス トールする必要があ り ます。詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian での Zen のア

ンインス トール」 を参照して ください。

Zen Client （Linux 版および Raspbian 版） のインストール - TAR

Zen Client のインス トール パッケージの名前は次の表に示す規則を使用します。 

ファ イルの名前において、 yy.yy はリ リース番号を示し、 zzz.zzz はビルド番号を示します。 実際の名前はファイル

をご確認ください。

インス トールは、 以前のバージ ョ ンが存在しない初めてのインス トールか、 インス トールされている既存のバー

ジ ョ ンをアップグレードするインス トールのいずれかです。

表 11 クライアン ト用のパッケージ名 - TAR

インストール タイプ プラ ッ ト フォーム パッケージ名

Client 64 ビッ ト x86-64 Zen-Client-jajp-linux-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz

Client 64 ビッ ト ARM64 Zen-Client-jajp-linux-aarch64-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz

Client 32 ビッ ト ARM32 Zen-Edge-Client-jajp-linux-armhf-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz

Client Access （32 ビッ ト ） x86 Zen-Client-Access-jajp-linux-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz
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Linux および Raspbian への初めてのクライアン ト  インス トール

アプリ ケーシ ョ ン用に 32 ビッ ト  ク ライアン ト  アクセスを提供する必要がある場合は、まず 64 ビッ トの Zen Client
をインス トールし、 その後、 32 ビッ トの Zen Client Access を追加してください。 次に説明するインス トール前ス

ク リプ ト と インス トール後スク リプ トの手順を除き、 インス トールの手順は同じです。 32 ビッ ト  ク ラ イアン ト

アクセスは Raspbian システムには適用されません。

 TAR を使用して Zen Client （Linux 版） をインストールするには

1 root ユーザーと してログインします。

2 /usr/local ディ レク ト リに変更します。

cd /usr/local 

3 次のコマンドを入力して .tar ファ イルを /usr/local にコピーします。 

たとえば、 インス トール パッケージを /home/bholly ディ レク ト リにダウンロード した場合は次のよ うにしま

す。 

cp /home/bholly/< ク ライアン ト用のパッケージ名 > . 

4 次のコマンドを使用して .tar ファ イルをアンパッ ク します。

tar -zxf < ク ライアン ト用のパッケージ名 > 

アンパッ クによって zenclient という名前のディレク ト リが作成されます。

5 ディ レク ト リ を Zen インス トール スク リプ トがある  /usr/local/actianzen/etc フォルダーに変更します。

cd actianzen/etc 

6 インス トールするク ライアン ト  パッケージに従って、 必要なインス トール前スク リプ ト を実行します。

 Client 64 ビッ ト ： ./clientpreinstall.sh 

または

 Client Access 32 ビッ ト ： ./clientaccesspreinstall.sh 

7 インス トールするク ライアン ト  パッケージに従って、 必要なインス トール後スク リプ ト を実行します。

 Client 64 ビッ ト ： ./clientpostinstall.sh 

または

 Client Access 32 ビッ ト ： ./clientaccesspostinstall.sh 

TAR インス トールは完了しました。 詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian への Zen のインス トール

後」 および 「ク ライアン ト用のネッ ト ワーク通信の設定」 を参照して ください。

Linux および Raspbian でのクライアン ト  インス ト レーシ ョ ンのアップグレード

古いバージ ョ ンの Zen が既にインス トールされている場合は、 そのバージ ョ ンをアンインス トールしてから新し

いバージ ョ ンをインス トールする必要があ り ます。詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian での Zen の
アンインス トール」 を参照して ください。

Zen Client （macOS 版） のインストール - TAR

Zen Client のインス トール パッケージの名前は次の表に示す規則を使用します。 

表 12 クライアン ト用のパッケージ名 - TAR

インストール タイプ プラッ ト フォーム パッケージ名

Client 64 ビッ ト x86-64 Zen-Client-jajp-macos-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz
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ファ イルの名前において、 yy.yy はリ リース番号を示し、 zzz.zzz はビルド番号を示します。 実際の名前はファイル

をご確認ください。

インス トールは、 以前のバージ ョ ンが存在しない初めてのインス トールか、 インス トールされている既存のバー

ジ ョ ンをアップグレードするインス トールのいずれかです。

macOS への初めてのクライアン ト  インス トール

 TAR を使用して Zen Client （macOS 版） をインストールするには

sudo コマンドを使用するには、 管理者権限を持つユーザーと してログインする必要があ り ます。

1 Spotlight 検索で 「ターミナル」 と入力して、 ターミナル ウ ィンド ウを開きます。

2 プロンプ トで sudo コマンドを次のよ うに入力し、アプリ ケーシ ョ ンのインス トールに必要な管理者権限を取

得します。

sudo -i bash -l 

3 Zen インス トールは /usr/local ディレク ト リ を必要と します。 次のコマンドを使用して作成します。

mkdir /usr/local 

4 新し く作成した場所にディ レク ト リ を変更します。 

cd /usr/local 

5 tar コマンドを使用して .tar ファ イルをアンパッ ク します。

たとえば、 インス トール パッケージをデスク ト ップにダウンロード した場合は次のよ うにします。 

tar -zxf /Users/< ユーザー名 >/Desktop/< ク ライアン ト用のパッケージ名 > 

アンパッ クによって zenclient という名前のディレク ト リが作成されます。

6 ディ レク ト リ を Zen インス トール スク リプ トがある  /usr/local/actianzen/etc フォルダーに変更します。

cd actianzen/etc 

7 インス トールするク ライアン ト  パッケージに従って、 必要なインス トール前スク リプ ト を実行します。

./clientpreinstall.sh 

8 インス トールするク ライアン ト  パッケージに従って、 必要なインス トール後スク リプ ト を実行します。

./clientpostinstall.sh 

TAR インス トールは完了しました。 詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian への Zen のインス トール

後」 および 「ク ライアン ト用のネッ ト ワーク通信の設定」 を参照して ください。

macOS でのクライアン ト  インストールのアップグレード

古いバージ ョ ンの Zen が既にインス トールされている場合は、 そのバージ ョ ンをアンインス トールしてから新し

いバージ ョ ンをインス トールする必要があ り ます。詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian での Zen の
アンインス トール」 を参照して ください。
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macOS での DMG を使用した Zen のインストール

macOS では、 ネイティブの Apple ディ スク  イ メージ （DMG） を使用して Zen をインス トールするこ とができま

す。 DMG とは、 macOS のアプリ ケーシ ョ ンを配布するのによ く使われるコンテナー ファ イルです。

以下のト ピッ クで、 DMG を使用して Zen 製品をインス トールする方法について説明します。

 「Zen サーバー （macOS 版） のインス トール - DMG」

 「Zen Client （macOS 版） のインス トール - DMG」

インス トール後に問題が発生した場合は、 「インス トール後のト ラブルシューティング」 を参照してください。

Zen サーバー （macOS 版） のインストール - DMG

Zen サーバーの DMG の名前は次の表に示す規則を使用します。 

ファ イルの名前において、 yy.yy はリ リース番号を示し、 zzz.zzz はビルド番号を示します。 実際の名前はファイル

をご確認ください。

インス トールは、 以前のバージ ョ ンが存在しない初めてのインス トールか、 インス トールされている既存のバー

ジ ョ ンをアップグレードするインス トールのいずれかです。

 「macOS への初めての Zen サーバー インス トール」

 「macOS での Zen サーバーのアップグレード」

macOS への初めての Zen サーバー インストール

64 ビッ トのインス トール スク リプ トでは以下の作業を実行します。 

 必要な権限が完全にインス トールされたかど うかを確認する

 ユーザー zen-svc とグループ zen-data が存在していない場合は作成する

 インス トールされたファイルの " ユーザー: グループ " 所有権が "zen-svc:zen-data" に設定されていない場合は

設定する

 DMG を使用して Zen サーバーを macOS にインストールするには

1 .dmg ファ イルをシステムにコピーします。

2 そのファイルをダブルク リ ッ ク してディ スク  イ メージをマウン トする と、次の 3 つの項目を表示するウ ィン

ド ウが開きます。

 Zen インス トーラー

 HTML 形式のリ リース  ノート を含む Readme ファ イル

 PDF 形式の使用許諾契約書

3 インス トーラーをダブルク リ ッ ク して開き、 後続の手順に従ってください。

4 入力を求められたら、 管理者権限を持つアカウン ト名とパスワードを入力します。

5 Zen がインス トールされているこ とを示すダイアログが表示された場合は、［表示］ をク リ ッ ク してそれを確

認するか、 ［続行］ をク リ ッ ク します。

表 13 サーバー用のディスク  イメージ - DMG

インス トール タイプ プラッ ト フォーム ディスク  イメージ

Enterprise Server 64 ビッ ト x86-64 Zen-EnterpriseServer-jajp-macos-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.dmg

Cloud Server 64 ビッ ト x86-64 Zen-CloudServer-jajp-macos-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.dmg
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6 Zen に関する情報を提供するダイアログでは、 ［表示］ をク リ ッ ク して内容を確認するか、 ［続行］ をク リ ッ

ク して、 .dmg ファ イルのマウン ト を解除して終了します。

インス トールは完了しました。 この後の手順については、 「Linux、 macOS または Raspbian への Zen のインス トー

ル後」 を参照して ください。 

macOS での Zen サーバーのアップグレード

古いバージ ョ ンの Zen が既にインス トールされている場合は、 そのバージ ョ ンをアンインス トールしてから新し

いバージ ョ ンをインス トールする必要があ り ます。詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian での Zen の
アンインス トール」 を参照して ください。

Zen Client （macOS 版） のインストール - DMG

Zen Client の DMG の名前は次の表に示す規則を使用します。 

ファ イルの名前において、 yy.yy はリ リース番号を示し、 zzz.zzz はビルド番号を示します。 実際の名前はファイル

をご確認ください。

インス トールは、 以前のバージ ョ ンが存在しない初めてのインス トールか、 インス トールされている既存のバー

ジ ョ ンをアップグレードするインス トールのいずれかです。

macOS への初めてのクライアン ト  インス トール

 DMG を使用して Zen Client （macOS 版） をインストールするには

1 .dmg ファ イルをシステムにコピーします。

2 そのファイルをダブルク リ ッ ク してディ スク  イ メージをマウン トする と、次の 3 つの項目を表示するウ ィン

ド ウが開きます。

 Zen インス トーラー

 HTML 形式のリ リース  ノート を含む Readme ファ イル

 PDF 形式の使用許諾契約書

3 インス トーラーをダブルク リ ッ ク して開き、 後続の手順に従ってください。

4 入力を求められたら、 管理者権限を持つアカウン ト名とパスワードを入力します。

5 Zen がインス トールされているこ とを示すダイアログが表示された場合は、［表示］ をク リ ッ ク してそれを確

認するか、 ［続行］ をク リ ッ ク します。

6 Zen に関する情報を提供するダイアログでは、 ［表示］ をク リ ッ ク して内容を確認するか、 ［続行］ をク リ ッ

ク して、 .dmg ファ イルのマウン ト を解除して終了します。

インス トールは完了しました。 この後の手順については、 「Linux、 macOS または Raspbian への Zen のインス トー

ル後」 と 「ク ラ イアン ト用のネッ ト ワーク通信の設定」 を参照して ください。

macOS でのクライアン ト  インストールのアップグレード

古いバージ ョ ンの Zen が既にインス トールされている場合は、 そのバージ ョ ンをアンインス トールしてから新し

いバージ ョ ンをインス トールする必要があ り ます。詳細については、 「Linux、 macOS または Raspbian での Zen の
アンインス トール」 を参照して ください。

表 14 クライアン ト用のディスク  イメージ - DMG

インストール タイプ プラッ ト フォーム ディスク  イメージ

Client 64 ビッ ト x86-64 Zen-Client-jajp-macos-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.dmg
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Linux、 macOS または Raspbian への Zen のインストール後

以下のト ピッ クは、 Linux、 macOS、 または Raspbian に Zen をインス トールした後で役立つ可能性があ り ます。

 「RPM でインス トールした製品の確認」

 「サーバー設定」

 「ク ラ イアン ト設定」

 「ラ イセンス管理」

 「インス トール後の操作に関する一般的な質問」

 「Linux、 macOS および Raspbian での Zen の使用」

RPM でインストールした製品の確認

次の表は、RPM パッケージャーがインス トールしたパッケージを調べるこ とができるコマンドの一覧です。 この

コマンドは大文字小文字が区別されます。 

データベース エンジンが起動するかどうかのチェ ック

オプシ ョ ンで、 インス トール スク リプ トが終了したら、 ps コマンドを使用してデータベース  エンジンが実行さ

れているかど うかを確認できます。 コマンド  プロンプ トで以下のよ うに入力します。

ps -e | egrep mkded 

サーバー設定

一般的に、 Zen  Enterprise Server および Cloud Server のデフォルト設定はそのまま使用しても問題はあ り ません。

設定を変更する必要がある場合は、 「設定」 を参照して ください。

すべての設定を調査する場合は、 『Advanced Operations Guide』 の 「設定リ ファレンス」 を参照してください。

表 15 インストールされた Zen パッケージを調べるための RPM コマンド

Zen パッケージ インストールを調べるための RPM コマンド

Enterprise Server rpm -q Zen-EnterpriseServer-jajp-linux

Cloud Server rpm -q Zen-CloudServer-jajp-linux

Client 64 ビッ ト rpm -q Zen-Client-jajp-linux

インス トールされた特定のク ライアン ト  バージ ョ ン （Zen-Client.jajp-release-build） を返

します。

Client Access （32
ビッ ト ）

rpm -q Zen-Client-Access-jajp-linux

イ ンス ト ールされた特定のク ラ イアン ト  バージ ョ ン （Zen-Client-Access.jajp-release-
build） を返します。

メモ ： 32 ビッ トの Client Access パッケージは必ず 64 ビッ トの製品の後にインス トール

してください。 

Community rpm -q Zen-Community-jajp-linux

す べ て の イ ン ス

トール

rpm -qa | grep 'Zen'
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クライアン ト設定

Zen Client  のすべての設定については、 『Advanced Operations Guide』 の 「Linux、 macOS、 および Raspbian ク ライ

アン ト設定プロパティ」 で説明しています。

ク ラ イアン トについての詳細は、 「Zen Client （Windows 版） のインス トール」 および 「ク ライアン ト用のネッ ト

ワーク通信の設定」 を参照して ください。

Linux、 macOS、 および Raspbian クライアン ト と  Monitor ユーティ リテ ィ

この情報は、 静的 IP アドレスを使用する  Linux、 macOS、 または Raspbian ク ライアン トのみを対象と した説明で

す。 DHCP を使用し、 DSN で名前付きアドレスを解決する場合この説明は無用です。

Zen Monitor ユーティ リ ティ を使用してク ライアン ト を監視する場合、ネッ ト ワーク経由で送信されるク ライアン

ト  IP アドレスにはホス ト  ファ イルで設定されている値を使用します。システム名と  IP がこのホス ト  ファ イルに

追加されていない場合は、 ネッ ト ワーク通信では 127.0.0.1 または ::1 （ループバッ ク  アドレス） という ローカル

ホス トの IP アドレスが使用されます。 

ループバッ ク  アドレスを正しい IP に修正するか、あるいはシステム名と  IP をク ライアン トのホス ト  ファ イルに

追加すれば、 Monitor ユーティ リ ティにク ライアン ト名が正し く表示されます。

ライセンス管理

インス トールが完了した後で、Zen Enterprise Server のユーザー カウン ト を増やすためや、Cloud Server のセッシ ョ

ン数の制限値および使用データの制限値を増やすために、 ライセンスの更新をしなければならない場合もあ り ま

す。 『Zen User's Guide』 の 「ユーザー数または使用データの追加」 を参照してください。

インストール後の操作に関する一般的な質問

インス トール後に問題が生じた場合は、「インス トール後のト ラブルシューティング」 を参照してください。製品

のインス トール後の操作に関する一般的な質問は次のとおりです。

 「Linux、 macOS、 および Raspbian 環境に Zen をインス トールする場合、 どのよ うなファ イルがどのディ レク

ト リにインス トールされますか？」

 「ドキュ メン トにアクセスする方法は？」

 「ユーティ リ ティ を起動しよ う と してエラーになった場合はど うすればよいですか？」

Linux、 macOS、 および Raspbian 環境に Zen をインス トールする場合、 どのようなファイ
ルがどのディ レク ト リにインス トールされますか？

下記の表は、 Linux、 macOS、 または Raspbian にインス トールした場合の主要なディ レク ト リ と ファ イルの一覧

です。 $ACTIANZEN_ROOT は、 ファ イルがインス トールされるルート  ディ レク ト リ を指します。デフォルトで、

これは /usr/local/actianzen に設定されます。 特に示されていない限り、 主要なディレク ト リやファ イルは 32 ビッ

ト製品と  64 ビッ ト製品で同じです。

アップグレード  インス トールの場合、 既存の Zen ファ イルが最新のバージ ョ ンに更新されます。 

表 16 Unix ベースのシステムにインストールした Zen 製品用の主要なディレク ト リ とファイル

$ACTIANZEN_ROOTT か
らのパス

主要ファイル 説明 インストールの適用対象

./ ラ イセンス ライセンス情報 サーバー

./bin バイナリ  ファ イル、 実行可能ファイル サーバーと ク ラ イアン ト

./bin/plugins ユーテ ィ リ テ ィやドキュ メ ン ト用のファ イルの

ディ レク ト リ

サーバーと ク ラ イアン ト  

./data/Demodata Zen サンプル データベース サーバー



115

ドキュ メン トにアクセスする方法は？

Zen でインス トールされる ドキュ メン トには以下のものがあ り ます。

 コマンド  ライン ユーティ リ ティ用の man page

 ドキュ メン ト  ライブラ リ

 リ リース  ノート

man page

コマン ド  ラ イン ユーテ ィ リ テ ィ用と して man page が提供されます。 man page を使用できるよ う にするには、

MANPATH 環境変数に $ACTIANZEN_ROOT/man を追加します。

man page は Zen Enterprise Server、Cloud Server または Client のインス トール時に一緒にインス トールされます。コ

マンド  ライン ユーティ リ ティについては、 ユーザー マニュアルでも説明しています。

ドキュ メン ト  ライブラリ

Zen のドキュ メン ト  ラ イブラ リには、 Zen エンジンおよびソフ ト ウェア開発者キッ ト用のユーザー マニュアルな

ど、 ユーザー向けドキュ メン トの完全なセッ トが含まれています。

ドキュ メン ト  ライブラ リは Zen Control Center （ZenCC） に組み込まれています。 ［ヘルプ］ メニューから開く ［よ

う こそ］ タブでドキュ メ ン ト  ラ イブラ リにアクセスした り、 F1 キー （Windows） または Shift+F1 キー （Linux）
を押すこ とによって、 状況依存ト ピッ クを開いたりするこ とができます。 

./data/samples サンプルの Btrieve フ ァ イル、 オルタネー ト  コ
レーテ ィ ング シーケン ス  フ ァ イルおよび

DefaultDB システム データベース

サーバー

./etc サーバーと ク ラ イアン ト

.PSRegistry 各種設定の Zen レジス ト リ （このディ レ ク ト リ

とその下位ディ レク ト リ ）

サーバー

btpasswd ユーザー パスワード  ファ イル サーバー

dbnames.cfg データベース名のマスター テーブル サーバー

odbc.ini ODBC 設定 サーバーと ク ラ イアン ト

以下の状況用のシェル スク リプ ト

• 製品のインス トール前

• 製品のインス トール後

• 製品のアンインス トール前

• 製品のアンインス トール後

サーバーと ク ラ イアン ト  

./lib 32 ビッ ト共有オブジェク トのライブラ リ サーバーと ク ラ イアン ト

./lib64 64 ビッ ト共有オブジェク トのライブラ リ サーバーと ク ラ イアン ト

./log ト ランザクシ ョ ン ログ ファイルのディ レク ト リ サーバーと ク ラ イアン ト

./man/man1 コマンド  ラ イン ユーティ リ ティ用の man page サーバーと ク ラ イアン ト

表 16 Unix ベースのシステムにインストールした Zen 製品用の主要なディレク ト リ とファイル

$ACTIANZEN_ROOTT か
らのパス

主要ファイル 説明 インストールの適用対象
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リ リース ノート

readme_zen.htm のリ リース  ノートには、 リ リースに関する一般的な情報や、ユーザー マニュアルではまだ取り上

げていない最新の情報が記載されています。 リース  ノート  ファ イルは /usr/local/actianzen/docs/ ディ レク ト リに保

存されており、 ZenCC の ［ヘルプ］ メニューから開く ［よ う こそ］ タブにファ イルの リ ンクが含まれています。

弊社 Web サイ トには、 最新版のリ リース  ノートが掲載されています。

ユーティ リテ ィ を起動しよう と してエラーになった場合はどうすればよいですか？

『Zen User's Guide』 の 「Linux での ZenCC の起動」、 および 『DDF Builder User's Guide』 の 「コマンド  ラインから

DDF Builder を起動する」 を参照してください。

https://www.agtech.co.jp/products/actian/
https://www.agtech.co.jp/products/actian/
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Linux、 macOS または Raspbian での Zen のアンインストール

以下のト ピッ クで、 Zen をお使いのシステムから削除する方法について説明します。

 「Zen RPM パッケージの削除」

 「Zen TAR パッケージの削除」

 「Zen DMG の削除」

Zen RPM パッケージの削除

次の表は、 Linux で Zen パッケージをアンインス トールするための RPM コマンドの一覧です。 このコマンドを実

行する前に、 su コマンドを使って root ユーザーと してログインしておく必要があ り ます。 

メモ  アンインス トールではシステム データベースの DEFAULTDB と  PERVASIVESYSDB を削除しません。

Zen TAR パッケージの削除

この ト ピッ クでは、 Zen の各種パッケージを削除するために使用するシェル スク リプ ト を列挙した表を提供して

います。 以下の手順で示すよ うに、 Linux、 macOS、 および Raspbian の場合とでは、 TAR パッケージのアンイン

ス トール方法は少々異なり ます。 

 Linux および Raspbian で Zen の TAR インスト レーシ ョ ンをアンインストールするには

1 コマンド  プロンプ トで、 su コマンドを使って root ユーザーと してログインします。 

2 ディ レク ト リ を Zen インス トール スク リプ トがある  /usr/local/actianzen/etc フォルダーに変更します。

cd /usr/local/actianzen/etc 

3 下記の表から、 インス トール環境に対応するアンインス トール スク リプ ト を使用します。

 macOS で Zen の TAR インストールをアンインストールするには

sudo コマンドを使用するには、 管理者権限を持つユーザーと してログインする必要があ り ます。

1 Spotlight 検索で 「ターミナル」 と入力して、 ターミナル ウ ィンド ウを開きます。

2 プロンプ トで sudo コマンドを次のよ うに入力し、アプリ ケーシ ョ ンのインス トールに必要な管理者権限を取

得します。

sudo -i bash -l 

表 17 Zen パッケージをアンインストールするための RPM コマンド

アンインス トールするパッケージ 使用する RPM コマンド

Enterprise Server 64 ビッ ト rpm -e Zen-EnterpriseServer-jajp-linux

Cloud Server 64 ビッ ト rpm -e Zen-CloudServer-jajp-linux

Client 64 ビッ ト rpm -e Zen-Client-jajp-linux

Client Access （32 ビッ ト ） rpm -e Zen-Client-Access-jajp-linux

メモ ： 64 ビッ ト  パッケージを削除する前に、 追加してある  Client
Access を削除しておく必要があ り ます。

Community Edition rpm -e Zen-Community-jajp-linux
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3 ディ レク ト リ を Zen インス トール スク リプ トがある  /usr/local/actianzen/etc フォルダーに変更します。

cd /usr/local/actianzen/etc 

4 下記の表から、 インス トール環境に対応するアンインス トール スク リプ ト を使用します。 

メモ  アンインス トールではシステム データベースの DEFAULTDB と  PERVASIVESYSDB を削除しません。

Zen DMG の削除

1 Finder で ［Applications］ > ［Actian Zen vxx］ を開き、 ［Zen Uninstaller］ をダブルク リ ッ ク します。

2 アンインス トールではライセンス  キーの認証は解除されない旨の注意が表示されます。次のいずれかを実行

します。

 作業を続行する前に製品キーの管理を行う必要がある場合は、［キャンセル］ をク リ ッ ク してアンインス

トールを終了します。詳細については、 『Zen User's Guide』 の 「ラ イセンス管理の操作」 を参照してくだ

さい。

または

 ［続行］ をク リ ッ ク します。

3 入力を求められたら、 管理者権限を持つアカウン ト名とパスワードを入力します。

4 Zen がアンインス トールされたこ とを示すダイアログが表示されたら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

メモ  アンインス トールではシステム データベースの DEFAULTDB と  PERVASIVESYSDB を削除しません。

表 18 Zen パッケージをアンインストールするための TAR コマンド

アンインストールするパッケージ /usr/local/actianzen/etc （保存場所） から実行するスクリプ ト

Enterprise Server 64 ビッ ト

Cloud Server 64 ビッ ト

./preuninstall.sh

./postuninstall.sh

このスク リプ トは、 preuninstall、 postuninstall の順に実行して ください。

Client 64 ビッ ト ./clientpreuninstall.sh
./clientpostuninstall.sh

このス ク リプ トは、 clientpreuninstall、 clientpostuninstall の順に実行して く

ださい。

Client Access （32 ビッ ト ）

（Linux のみ）

./clientaccesspreuninstall.sh

./clientaccesspostuninstall.sh

このスク リプ トは、 clientaccesspreuninstall、 clientaccesspostuninstall の順に

実行してください。

メモ ： 64 ビッ ト  パッケージをアンインス トールする前に、 追加してある

Client Access をアンインス トールしておく必要があ り ます。
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15Linux、macOS および Raspbian で
の Zen の使用

Linux、 macOS および Raspbian で本製品を使った作業

以下のセクシ ョ ンは、 サポート されている  UNIX ベースのプラ ッ ト フォームで動作する  Zen のユーザーを対象読

者と しています。

 「必要な情報の参照」

 「Linux、 macOS、 Raspbian での Zen のアカウン ト管理」

 「設定」

 「ク ラ イアン ト情報」

 「Web ベースのデータベース  アクセスの設定」

 「Zen における  Perl および ODBC の使用」
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必要な情報の参照

ユーザー マニュアルへのアクセス

「ドキュ メン トにアクセスする方法は？」 を参照して ください。

man page

man page は Zen Enterprise Server、 Cloud Server または Client のインス トール時に一緒にインス トールされます。

man page を使用可能にするには $ACTIANZEN_ROOT/man/man1 ディ レク ト リ を参照してください。 

man page へ簡単にアクセスできるよ うにするには、 MANPATH 環境変数に $ACTIANZEN_ROOT/man を追加しま

す。ユーティ リ ティやアプリ ケーシ ョ ンの詳細については、『Zen User's Guide』 の 「コマンド  ライン インターフェ

イス  ユーティ リ ティ」 を参照してください。

メモ  最新情報については、 man page を調べてください。 本マニュアルの情報と  man page の情報は一致する

よ うに最善の努力を尽く しています。 しかし、本マニュアルの発行後に行われた最終変更が man page に含ま

れている場合があ り ます。
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Linux、 macOS、 Raspbian での Zen のアカウン ト管理

こ こでは、 Zen の操作で必要となる  Linux、 macOS、 および Raspbian ユーザー アカウン トの情報について説明し

ます。 .bash シェルの使用を前提と していますが、 他のシェルについても同様の手順が適用されます。

インストール後の動作

 zen-svc のユーザーにはパスワードがあ り ません。 su コマンドを使用するこ とによって root アカウン トでの

みアクセスするこ とできます。

 ~zen-svc/.bash_profile を使ってユーザー zen-svc 用の .bash_profile にアクセスできます。

 すべての Zen ファ イルのユーザー : グループ所有権を zen-svc:zen-data に設定します。

 Zen エンジンの起動スク リプ トおよび停止スク リプ ト を実行するには、 root でログインする必要があ り ます。

 ユーザーの .bash_profile またはシステムの /etc/profile に必要な環境変数を追加した場合は、 root 以外のユー

ザー アカウン トでもユーティ リ ティ を実行するこ とができます。 「zen-svc 以外のユーザーからのユーティ リ

ティの使用」 を参照して ください。 

 「zen-svc 以外のユーザーからのユーティ リ ティの使用」 で説明されている手順に加え、 root 以外のユーザー

が以下のユーティ リ ティで機能を実行するには、 zen-data グループのメンバーになる必要があ り ます。

 Zen Control Center （ZenCC） ： ローカル サーバーを管理する

 License Administrator ユーティ リ ティ （clilcadm） ： 現在のライセンスの表示以外の機能を使用する

 名前付きデータベース  Maintenance ユーティ リ ティ （dbmaint）：現在のデータベースの表示以外の機能を

使用する  

 Zen サービス  レジス ト リ  エディ ター （psregedit） ： レジス ト リの表示以外の機能を使用する

 コマンド  ライン設定 （bcfg）

ユーザー環境

インス トールされているコンポーネン トの場所は、 環境変数 $ACTIANZEN_ROOT によ り判別されます。 

設定ファイルの一般的な場所は $ACTIANZEN_ROOT/etc です。 

実行可能ファイルの場合は $ACTIANZEN_ROOT/bin です。 

共有ラ イブラ リ （32 ビ ッ ト ） の場合は $ACTIANZEN_ROOT/lib、 共有ラ イブ ラ リ （64 ビ ッ ト ） の場合は

$ACTIANZEN_ROOT/lib64 です。 

パスの環境変数に $ACTIANZEN_ROOT/bin を追加するこ とをお勧めします。 

次のセ ク シ ョ ンで説明している よ う に、 $ACTIANZEN_ROOT/lib64 を LD_LIBRARY_PATH （Linux および

Raspbian の場合） または DYLD_LIBRARY_PATH （macOS の場合） に追加してください。 

32 ビッ ト  Client Access パッケージを使用している場合は、 $ACTIANZEN_ROOT/lib も  LD_LIBRARY_PATH に追

加する必要があ り ます。 macOS では、 32 ビッ トのパッケージはサポート されていません。
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zen-svc 以外のユーザーからのユーティ リテ ィの使用

zen-svc 以外のユーザー アカウン トからユーティ リ ティ を使用するには、 まずユーザー アカウン トの設定を変更

する必要があ り ます。 特定のユーザーのプロファイル、 あるいは全ユーザーが継承する  /etc プロファイルに、 以

下に示す例から行をコピーして ください。 

変更されたプロファイル例

Zen に関連するすべての変数を必ずエクスポートするよ うにしてください。 

Linux および Raspbian

ACTIANZEN_ROOT=/usr/local/actianzen 
PATH=$PATH:$ACTIANZEN_ROOT/bin:/bin:/usr/bin 
LD_LIBRARY_PATH=$ACTIANZEN_ROOT/lib64:$ACTIANZEN_ROOT/lib:$ACTIANZEN_ROOT/bin:/usr/
lib 
MANPATH=$MANPATH:$ACTIANZEN_ROOT/man 

macOS

ACTIANZEN_ROOT=/usr/local/actianzen 
PATH=$PATH:$ACTIANZEN_ROOT/bin:/bin:/usr/bin 
DYLD_LIBRARY_PATH=$ACTIANZEN_ROOT/lib64:$ACTIANZEN_ROOT/lib:$ACTIANZEN_ROOT/bin:/
usr/lib 
MANPATH=$MANPATH:$ACTIANZEN_ROOT/man 

/home/username/.bash_profile 

/Users/username/.bash_profile 

ユーザーのプロファ イル。 /etc/profile と似ていますが、 現在のユーザーにのみ

適用されるファイルです。 

Linux および Raspbian では /home/username、 macOS では /Users/username 内でこ

のファイルを探します。

/etc/profile システム上の全ユーザー アカウン ト用のデフォルト  プロファ イル。全ユーザー

アカウン トに Zen ユーティ リ ティへのアクセスを許可するには、 このプロファ

イルを使用します。 

例に従ってこのプロファ イルを変更しても、 Zen データへの管理権限やアクセ

ス権は与えられません。 
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設定

一般的に、Zen のサーバーと ク ライアン トのデフォルト設定はそのまま使用しても問題はあ り ません。通常、デー

タベース  エンジンと ク ライアン トの通信や機能について設定を行う必要はあ り ません。 この ト ピッ クでは、変更

を行う可能性のある  2 つの設定について説明します。

 「Samba 設定ファイル」

 「認証 （Authentication）」

すべての設定を調査する場合は、 『Advanced Operations Guide』 の 「設定リ ファレンス」 を参照してください。

Samba 設定ファイル

Zen サーバーは Samba の設定ファイル （smb.conf） のパスを定義します。パスはエンジンの起動時に解析され、共

有名と サーバーのデ ィ レ ク ト リ の場所の間のマ ッ ピングが判別されます。 『Advanced Operations Guide』 の

「Configuration File （Linux、 macOS、 および Raspbian エンジンのみ）」 を参照してください。

認証 （Authentication）

この設定は、 サーバー エンジンへのアクセスに使用する認証のタイプを提供します。

 Emulate Workgroup Engine。Samba を使用してシステムのユーザー アクセスを認証する場合は、 この値を使

用します。

 Proprietary Authentication （using btpasswd） （専用認証 （btpasswd の使用））。 Samba を使用せず、 ユーザー

がサーバーにアカウン ト を持っていない場合は、 この値を使用します。 Linux、 macOS、 または Raspbian シ

ステムへの接続に個別のパスワード  ファ イルを使用できます。

 Linux、 macOS、 または Raspbian サーバーで BTPASSWD または PAM の認証を使用する場合、 このサーバー

に接続する ク ラ イ アン ト で pvnetpass 使用し てユーザー名と パス ワー ド を設定する必要があ り ます。

「pvnetpass」 の詳細については、 『Zen User's Guide』 を参照してください。

 Standard Linux Authentication （標準 Linux 認証） 。 Samba を使用せず、 ユーザーが Linux、 macOS、 または

Raspbian システムにアカウン ト を持っている場合、 この値を使用します。

Samba 用にサポート されるパスの形式

Windows クライアン ト

Windows の Zen Client からのパスの解析順序は次のよ うになり ます。

 \\server\share\relative\path

share は、 Windows ク ラ イアン トにアクセスを許可された、 有効な Samba 共有を表します。

server は、 smb.conf を読み取って共有ディ レク ト リの絶対パスを判別し、 それを相対パスと結合してフル パ

スを完成します。 smb.conf の場所は、 ク ライアン トでこの形式で提供されるファイル パスの解決を有効にす

るために不可欠です。相対パス部分（relative\path）が間違っている場合、ステータス  コード  12 が返されます。

 Drive:\path

Drive は、 Windows ク ライアン トで割り当てられた Samba のド ライブです。 このド ライブから、 Zen Client は

Btrieve ファ イルが存在するサーバーを決定します。

Linux、 macOS、 または Raspbian クライアン ト

Linux、 macOS、 または Raspbian の Zen Client からのパスの解析順序は次のよ うにな り ます。

 //server/share/relative/path
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share は、 サーバー上の有効な Samba 共有名を示します。

サード  パーティー製の Samba パッケージを使用するシステムでは、server は smb.conf を読み取って共有ディ

レク ト リの絶対パスを判別し、 それを相対パスと結合してフル パスを完成します。 smb.conf の場所は、 ク ラ

イアン トでこの形式で提供されるファイル パスの解決を有効にするために不可欠です。 

smb.conf ではなくネイティブな SMB ファ イル共有を使用する  macOS システムでは、 server はオペレーティ

ング システムから直接、 共有情報を解決します。 

どの場合においても、 相対パス部分 （relative/path） が間違っている場合はエラー ステータスが返されます。

 /Mount/path

Mount は、 Linux、 macOS、 または Raspbian でマウン ト された Samba のド ラ イブです。 このド ラ イブから、

Zen Client は Btrieve ファ イルが存在するサーバーを決定します。

メモ  Linux ベースのサーバーのクライアン トの共有名では大文字小文字が区別されます。サーバーと ク ライ

アン トの共有名が完全に一致しないと、 通信するこ とができません。

Linux、 macOS、 および Raspbian サーバーでは、 Zen エンジンは smb.conf と共有名のいずれも見つけられなかっ

た場合、 デフォルトの \\server\absolute_path （絶対パス） 形式である と見なします。 絶対パスが間違っている場

合、 ステータス  12 が返されます。
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クライアン ト情報

ク ラ イアン ト とサーバー コンピューターが 1 つの共有プロ ト コルによって通信できれば、 Linux、 macOS 、 また

は Raspbian 上の Zen Client は、 どの Zen サーバー エディシ ョ ンへも接続できます。

リモート  マシンへの認証

Linux、 macOS、 または Raspbian ク ライアン ト を使って リモート  マシンに接続するには、 そのリモート  マシンへ

の認証が必要です。 これを行うには、 pvnetpass ユーティ リ ティ を使用してユーザー名とパスワードをサーバーへ

送り ます。 このユーティ リ テ ィでは、 ク ラ イアン ト  マシン上の Zen レジス ト リに、 その特定のサーバーのユー

ザー名とパスワードを暗号化された形式で保存します。ユーザー名とパスワードを指定しない場合は、アプ リ ケー

シ ョ ンでステータス  コード  3119 を受け取り ます。

『Zen User's Guide』 の 「pvnetpass」 を参照して ください。

クライアン ト  DSN の作成

ク ライアン ト上のアプリ ケーシ ョ ンが ODBC 経由で Zen リ レーシ ョナル エンジンを使用する場合は、 ク ラ イア

ン トのデータ  ソース名（DSN）が必要です。ク ライアン ト  DSN を作成するには、Zen Client に含まれている  dsnadd
ユーティ リ ティ を使用します。 『Zen User's Guide』 の 「dsnadd」 を参照したり、 /usr/local/actianzen/man/
man1 にある  man page で 「dsnadd」 を参照してください。
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Web ベースのデータベース アクセスの設定

こ こでは、 Linux または macOS の Web アプリ ケーシ ョ ンから  Zen データにアクセスするための Web サーバーの

構成方法、 また、 その Zen データにアクセスするための接続用コードの抜粋やサンプル コードを提供します。 こ

の使用事例には Raspbian はサポート されません。

ODBC の動作

Zen を最初にインス トールしたと き、 odbc.ini ファ イル は /usr/local/actianzen/etc に書き込まれます。

unixODBC など他の ODBC ド ラ イバー マネージャーがある場合、これらのド ラ イバー マネージャーは /etc/odbc.ini
といった別の場所にある  odbc.ini ファ イルを使用する可能性があ り ます。

ODBC セッ ト アップを統一するための方法と して、 次の例に示すよ うに、 unixODBC が odbc.ini ファ イルがある

と考える場所と  Zen ディレク ト リ との間のソフ ト  リ ンクを追加する方法があ り ます。

su 
cd /etc
ln -s /usr/local/actianzen/etc/odbc.ini 

Web サーバーの構成

こ こでは、 Apache などの Web サーバーが搭載されているマシンを設定する方法について説明します。

Apache などの Web サーバーを起動するユーザー アカウン トは、zen グループに属していなければなり ません。こ

れらのユーザー アカウン トは nobody などの制限付きアカウン トに基づいて実行します。

ユーザー アカウン ト を探す場合は Apache 構成ファイルを見てください。これは通常 /etc/httpd/conf/httpd.conf にあ

り ます。

このファ イルの次の行は、 Apache サーバーがどのよ うなユーザーの下で動作するかを示しています。

User nobody
Group nobody
Options ExecCgi Indexes 

このユーザーを zen-data グループに追加し、 お使いの Apache 構成ファイルで使用している名前に置き換えます。

/usr/bin/gpasswd -a nobody zen-data 

PHP

PHP では、Microsoft の ASP や Java の JSP に類似したスタイルを使用して Web アプリ ケーシ ョ ンの開発を簡単に

行う こ とができます。PHP の使用は HTML でデータベース呼び出しを特殊なタグで囲み、出力を書式設定します。

Zen PHP の要件

 PHP - http://www.php.net から入手します。

 データベースを指す DSN （dsnadd を使用）

PHP の接続用コードの一部

このコードは PHP を使って Zen データベースに接続する基本的な部分です。

// ユーザー ID、 パスワードなしで Demodata データベースに接続する
$connect = odbc_connect("demodata", "", "");

// クエ リ変数を SQL に設定する
$query = "SELECT * from Department"; 
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// クエ リの結果オブジェク ト を取得する
$result = odbc_exec($connect, $query); 

PHP の例

以下に示す完全なサンプル コードでは、 ユーザーが Demodata の 3 つのテーブルから  1 つを選択し、 そのテーブ

ルを表示します。

<HTML>
<HEAD>
<TITLE>PHP の例 </TITLE>
</HEAD>
<BODY>

<H1>Hello World のサンプル - PHP ODBC API を使用した PHP</H1>
<p>
このサンプル コードでは PHP を使用して下記のド ロ ップダウン リ ス トにある Demodata データベー
スのテーブルを表示します。
</p>

<?

// ------- メ イン メニュー ----------------------------

// URL 内に指定された機能がない場合

if (!(isset ($HTTP_GET_VARS["_function"]))):

// --------------------------------------------

?>

<p>以下のテーブルから選択してください。 </p>
<form method=post action='<?=$PHP_SELF?>?_function=showtable'>
<select name="selecttable">
<option SELECTED value="Department">Department
<option value="Course">Course
<option value="Room">Room
</select>

<p>
<input type=submit value=" テーブルの表示 ">
</p>
</form>

<?

// ------ テーブルの表示 -----------------------------

Elseif ($HTTP_GET_VARS["_function"] == "showtable"):

// --------------------------------------------

print("<p><a href='$PHP_SELF'> サンプル 1 メ イン メニュー </a> に戻る </p>");

   $thetable = $HTTP_POST_VARS["selecttable"]; 
// フォームのデータから開くテーブルを決定する
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   $connect = odbc_connect("demodata", "", ""); 
// ユーザー ID、 パスワードなしで Demodata データベースに接続する 
   $query = "SELECT * from $thetable"; 
// 実行する SQL に含めるクエ リ変数を設定する 
   $result = odbc_exec($connect, $query); 
// クエ リ を実行する

// 結果セッ ト全体を HTML テーブルと して出力する
// （以下の行のコ メン ト を解除します）
// odbc_result_all($result);

// あるいは、 出力を独自に書式設定し、 
// よ り見やすいテーブルを表示する （ただし、 よ り多くのコード作成が必要）

// 行カウンターを初期化する
$i = 0; 

// 列数を決定する
$numcols = odbc_num_fields($result); 

// HTML テーブルを開始する
print("<table border=1 cellpadding=5>"); 

// 列見出しの印刷

  print("<tr>"); // 行の開始

  while ($i < $numcols) 
      {
       $i++; 
       $colname = odbc_field_name($result, $i);
       print("<th>$colname</th>"); 
     }
  $i=0; 

 print("</tr>"); // 行の終了

// テーブル データの出力

// 行が存在する限り実行
while(odbc_fetch_row($result)) 
  {

print("<tr>"); // 行の開始

while ($i < $numcols)
{

$i++;
$tablecell = odbc_result($result, $i);
print("<td>$tablecell</td>");

}

print("</tr>"); // 行の終了
$i = 0; // カウンターのリセッ ト

  } // odbc フェ ッチ行の終了
 
 print("</table>"); // HTML テーブルの終了
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odbc_close($connect); // 接続を閉じる

// テーブル表示の終了

// ---無効なメニュー オプシ ョ ンの取得 -----------------

Else:

// ----------------------------------------------

print("<p>無効な機能が入力されました。 <a href='$PHP_SELF'>再試行 </a> して ください。 </
p>");

Endif;

?>
 </BODY>
 </HTML> 

Perl

Perl は Zen を使ったコマンド  ラインおよび Web ベースのアプリ ケーシ ョ ンの両方に使用できます。

Zen Perl の要件

 Perl

 ODBC-DBD ライブラ リ

 CGI ライブラ リ

 データベースを指す DSN

Perl の接続用コードの一部

このコードは Perl を使って Zen データベースに接続する基本的な部分です。

# Perl のデータベース インターフェイス （DBI） の使用を指定する
use DBI; 

# ユーザー ID、 パスワードなしで Demodata データベースに接続する
$dbInfo = "DBI:ODBC:DEMODATA"; 
$dbUserName = ""; 
$dbPassword = ""; 

# クエ リ変数を SQL に設定する
$query = "SELECT * FROM Department"; 

# サーバーへ接続する
$connect = DBI->connect($dbInfo, $dbUserName, $dbPassword); 

# SQL クエ リ を準備する
$myRecordSet = $connect->prepare($query); 

# クエ リ を実行してレコードセッ ト を取得する
$myRecordSet->execute(); 
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Perl の例

以下に示す完全なサンプル コードでは、 ユーザーが Demodata の 3 つのテーブルから  1 つを選択し、 そのテーブ

ルを表示します。

# Perl の例

use CGI":cgi-lib";
$cgiquery = new CGI;

$functionreq = $cgiquery->url_param('_function'); 
# GET の場合は 'url_param' を、 POST の場合は 'param' を使用する

print &PrintHeader;
print &HtmlTop("Hello World サンプル - Perl"); 

print <<ENDOFMENU;
<H1>Hello World サンプル - Perl</H1>

<P>
このサンプル コードでは Perl/DBI を使用して下記のメニュー リ ス トにある Demodata データベー
スのテーブルを表示します。
</p>
ENDOFMENU

# ----- メ イン メニュー -------------------------------

# URL 内に指定された機能がない場合

if (!$functionreq) {

# ---------------------------------------------

print <<ENDOFTEXT;

<p>以下のテーブルから選択してください。 </p>
<form method=post action="$ENV{'SCRIPT_NAME'}?_function=showtable">
<select name="selecttable">
<option SELECTED value="Department">Department
<option value="Course">Course
<option value="Room">Room
</select>
<p>
<input type=submit value=" テーブルの表示 ">
</p>
</form>

ENDOFTEXT

} #  !($function)

# ------ テーブル表示 -------------------------------

elsif ($functionreq eq "showtable") {

print("<p><a href='$ENV{'SCRIPT_NAME'}'>Perl Hello World サンプル -  メ イン メニュー
</a> に戻る </p>");

# フォームのデータから開くテーブルを決定する
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$thetable = $cgiquery->param('selecttable');         

use DBI; 

$dbInfo = "DBI:ODBC:DEMODATA"; 
$dbUserName = ""; 
$dbPassword = ""; 

$query = "SELECT * FROM $thetable"; 
$connect = DBI->connect($dbInfo, $dbUserName, $dbPassword); 

$myRecordSet = $connect->prepare($query); 
$myRecordSet->execute(); 

# HTML テーブルを開始する
print "<table border=1 cellpadding=5>"; 

# 列見出しの印刷

$num_fields = $myRecordSet->{NUM_OF_FIELDS};
$count = 0;

print "<tr >";
while ($count < $num_fields) {
$column_name = $myRecordSet->{NAME}->[$count];
print "<th>$column_name</th>";
$count++;
}
print "</tr>\n";

$count = 0;

# テーブル データの出力

while(@row=$myRecordSet->fetchrow_array) {
  print "<tr>\n";
  while ($count < $num_fields) {
  print "<td>$row[$count]</td>\n";
  $count++;
  }
  print "</tr>\n"; 
  $count = 0;
} 

print "</table>"; # HTML テーブルの終了
# テーブル表示の終了
}

# -----無効なメニュー オプシ ョ ンの取得 ----------------

else {

print "<p>無効な機能が入力されました。 <a href='$ENV{'SCRIPT_NAME'}'>再試行 </a> して
ください。 </p>";

}

print &HtmlBot;
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Zen における Perl および ODBC の使用

メモ  この手順は、 Zen、 Perl および ODBC ディ ス ト リ ビューシ ョ ンがインス トールされているこ とを前提に

しています。 www.iODBC.org で ODBC のフ リー バージ ョ ンを入手する こ とができます。 Perl については

www.perl.org をご覧ください。

 Zen を Perl の ODBC インターフェイスで動作させるには

1 Perl をサポートするデータベース  インターフェイス （DBI） をダウンロード します。

手順については、 readme ファ イルまたはインス トール ファ イルを参照してください。

2 Perl 用の ODBC DBD データベース  ド ラ イバーをダウンロード します。

readme またはインス トール ファ イルでインス トール手順を参照してください。

3 次の例で示すよ うに、適切な環境変数を設定して ください。 これらの設定は、 iODBC のドキュ メン トでも説

明されています。

Perl および DBI 用のコードの一部

print "using odbc...\n";

use DBI;

$dbName = "DBI:ODBC:DEMODATA";

$dbUserName = "";

$dbPassword = "";

print "connecting...\n";

$sql = "SELECT * FROM class";

$dbh = DBI->connect($dbName, $dbUserName, $dbPassword);

$dataObject = $dbh->prepare($sql);

$dataObject->execute();

while(@row=$dataObject->fetchrow_array)

{

print "$row[0]\t$row[1]\t$row[2]\n\n"

}
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16Windows Nano Server および 
Windows IoT Core へのインストー
ル

特殊な Windows オペレーティング システムへの Zen の追加 

以下のト ピッ クでは、Windows Nano Server と  Windows IoT Core における  Zen Enterprise Server、Edge Server、Client、
および Client Reporting Engine のインス トールと設定について説明します。

 「Windows Nano Server または IoT Core にインス トールする前に」

 「PowerShell を使用したインス トール」

 「Windows Nano Server または IoT Core へのインス トール後の作業」

 「Windows Nano Server および IoT Core からのアンインス トール」
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Windows Nano Server または IoT Core にインストールする前に

これらのプラ ッ ト フォームに Zen をインス トールする前に、 弊社の Web サイ トにある リ リース  ノート を確認す

るこ とをお勧めします。 また、 ドキュ メン ト全体を通して、 Zen Enterprise Server に関する説明は、 Windows Nano
Server および IoT Core システムにインス トールされる当該製品と共通です。 

Windows IoT Core で Zen をインス トールするには、 管理者と してログインする必要があ り ます。 

Docker コンテナーに Nano Server をインストールする前の特別な手順

Windows Nano Server 2019 のリ リースは Docker コンテナーでのみサポート されます。Docker コンテナーに、Actian
Zen をインス トールするための Nano Server 2019 を構築する場合は、こ こで示すよ うなプル コマンドが必要です。

Windows プラッ ト フォーム

Windows 10 Professional の場合、 コンテナーのイ メージは次のコマンドによって取得できます。

docker pull mcr.microsoft.com/windows/nanoserver:1909-amd64 

Windows Server 2019 の場合、 コンテナーのイ メージは次のコマンドによって取得できます。

docker pull mcr.microsoft.com/windows/nanoserver:1809-amd64 

Windows PowerShell

Nano Server 2019 上の Actian Zen には Windows PowerShell が必要です。 そのイ メージは次のコマンドで取得でき

ます。

docker pull mcr.microsoft.com/powershell:nanoserver 

DLL ファイル netapi32.dll

Zen データベース  エンジンでは、 プロパティを読み込んで実行する  netapi32.dll が必要です。 この Windows 標準

DLL はデフォルトでは Nano Server イ メージに含まれていません。 必要なファイルを含めるには、 dockerfile に以

下の行を追加します。 文字列 nnnn は、 取得する  Windows イ メージを指します。

COPY --from=mcr.microsoft.com/windows/servercore:nnnn ["\\Windows\\System32\\

netapi32.dll", "\\Windows\\System32"] 

以上の手順を完了し、 docker run を実行して次のサンプルのよ うな dockerfile を実行したら、 「PowerShell を使

用したインス トール」 に記載の手順へ進むこ とができます。

Dockerfile の実例

# escape=`
# ステート メン トで使用される arg はこ こで定義する
ARG InstallerVersion=nanoserver-1809
ARG InstallerRepo=mcr.microsoft.com/powershell
# nanoserver で powershell を使用する 
FROM ${InstallerRepo}:$InstallerVersion 
USER ContainerAdministrator
# 次の行の /M は、 Windows Nano Server 2019 での既知の Docker 問題を解決するために必要
RUN setx PATH "%PATH%;%ProgramFiles%\PowerShell;" /M
# servercore から netapi32.dll を取り込む
## FROM mcr.microsoft.com/windows/servercore as core
COPY --from=mcr.microsoft.com/windows/servercore:1809 ["\\Windows\\System32\\
netapi32.dll", "\\Windows\\System32"]
# powershell モジュールのキャッシュを初期化する
RUN pwsh `

https://www.agtech.co.jp/actian/
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        -NoLogo `
        -NoProfile `
        -Command " `
          $stopTime = (get-date).AddMinutes(15); `
          $ErrorActionPreference = 'Stop' ; `
          $ProgressPreference = 'SilentlyContinue' ; `
          while(!(Test-Path -Path $env:PSModuleAnalysisCachePath)) {  `
            Write-Host "'Waiting for $env:PSModuleAnalysisCachePath'" ; `
            if((get-date) -gt $stopTime) { throw 'timeout expired'} `
            Start-Sleep -Seconds 6 ; `
          }"
CMD ["pwsh.exe"]
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PowerShell を使用したインストール

Windows の Nano Server や IoT Core に Zen をインス トールするのに、 Microsoft PowerShell および .zip アーカイブ

形式が使用されます。以下のセクシ ョ ンでは、これらを使って Zen をインス トールする方法について説明します。

 「インス トール用の .Zip アーカイブの選択」

 「Windows Nano Server または IoT Core への初めてのインス トール」

 「Windows Nano Server または IoT Core でのアップグレード」

インストール用の .Zip アーカイブの選択

次の表から、 Zen のインス トール先となるオペレーティング システムに対応する  .zip ファ イルを選択します。 

ファ イルの名前において、 yy.yy はリ リース番号を示し、 zzz.zzz はビルド番号を示します。 実際の名前はファイル

をご確認ください。

サーバー インス トールには、 エンジン関連ファ イル、 ク ラ イアン ト関連ファ イル、 および選択したユーティ リ

テ ィが含まれます。 ク ラ イアン ト  インス トールには、 ク ラ イアン ト のサポートに必要なファ イルとユーティ リ

ティのみが含まれます。 Client Reporting Engine のインス トールは、 ほかの Windows プラ ッ ト フォームへの Client
Reporting Engine のインス トールと同じです。

インス トールは、 以前のバージ ョ ンが存在しない初めてのインス トールか、 インス トールされている既存のバー

ジ ョ ンをアップグレードするインス トールのいずれかです。

Windows Nano Server または IoT Core への初めてのインストール

Nano Server の場合、「Docker コンテナーに Nano Server をインス トールする前の特別な手順」 を必ずお読みくださ

い。 .zip ファ イルを選択し、 ターゲッ ト  システムにコピーしたら、 以下の手順に進みます。 手順が完了したら、

「Windows ファ イアウォール設定」 を参照してください。

 PowerShell を使ってインストールするには

1 ターゲッ ト  システムで管理者と して PowerShell セッシ ョ ンを開始します。Nano Server では、「Docker コンテ

ナーに Nano Server をインス トールする前の特別な手順」 で示したサンプルのよ うな dockerfile を使用するこ

とができます。

2 インス トール スク リプ ト を実行する  PowerShell セッシ ョ ンへアクセスできる場所に、 インス トールの .zip

アーカイブを展開します。

3 展開されたファイルの Install-Zen.ps1 を、 Zen 製品を選択する  1 つの引数を指定して実行します。 

 Nano Server の場合、この引数は enterpriseserver、edgeserver、client、または reporting です。

 IoT Core の場合、 この引数は enterpriseserver または edgeserver です。

メモ ： これらの手順の後、 IoT Core 上の Zen Edge Server に関する情報を参照して ください。

インス トールの進捗情報がコンソールに表示され、 ログ ファ イルがユーザーの一時フォルダー $env:temp に

作成されます。 ロ グ  フ ァ イ ル の 名 前 に は、 選 択 し た イ ン ス ト ー ル の 種 類 が 反 映 さ れ ま す

（Zen_<type>_PowerShell_Install.log）。

Windows プラットフォーム サポート される Zen 製品 .Zip アーカイブ

Nano Server Enterprise Server、 Edge Server、
Client、 Client Reporting Engine

Install-Zen-Bundle-winuwp-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.zip

 IoT Core、 x86 Enterprise Server、 Edge Server Install-Zen-Edge-Bundle-winuwp-x86_64-yy.yy.zzz.zzz.zip

 IoT Core、 ARM32 Enterprise Server、 Edge Server Install-Zen-Edge-Bundle-winuwp-arm32-yy.yy.zzz.zzz.zip
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インス トールの後では、 .zip アーカイブとそこから展開したファ イルを削除するこ とでディ スク容量を再利用で

きます。

Windows IoT Core での Zen Edge Server について

Edge Server のインス トールは、 以下の点を除き  Enterprise Server のインス トールと同じです。

 ラ イセンスは、4 GB メモ リ以下のユニバーサル Windows プラ ッ ト フォーム （UWP） システムでのみアクティ

ブ化できます。

 install_edgeserver.cfg ファ イルの一時的なライセンス  キーを適用します。

 Zen_EdgeServer_PowerShell_Install.log ファ イルに "INFO: Total Physical Memory : <size_in_bytes>" を追加しま

す。

Windows ファイアウォール設定

Windows Nano Server システムおよび Windows IoT Core システムへの Zen のインス トールでは、 Windows ファ イ

アウォール規則によってファイアウォールを介した通信を可能にする必要があ り ます。 これらの規則はデフォル

ト では有効になっていません。 これらの規則を有効にするには、 デフォル ト の Zen インス トールの C:\Program
Files\Actian\Zen\bin に格納されている  PowerShell スク リプ ト 、Enable-ZenFirewallRules.ps1 を実行します。指定し

た Windows ファ イアウォール プロファ イルに対してのみ規則を有効にする必要がある場合は、 次の引数のいず

れかを入力します。

 domain

 private

 public

 any （デフォルト ）

以下は domain 引数を使ってファイアウォールを有効にしている例です。

PS> & "C:\Program Files\Actian\Zen\bin\Enable-ZenFirewallRules.ps1" domain 

引数を入力しない場合は、すべての Windows ファ イアウォール プロファイルに対して規則が有効になるため、引

数 any を入力した場合と同じになり ます。 スク リプ ト を実行する と、全プロファ イルに対する規則の現行状態が

表示されます。

Windows Nano Server または IoT Core でのアップグレード

Windows Nano Server や Windows IoT Core にインス トールされている既存のバージ ョ ンの Zen をアップグレード

するには、 新しい .zip アーカイブを使って同じインス トール手順を実行します。

初めてのインス トール後に、 Windows ファ イアウォール規則に対して行った変更をやり直す必要はあ り ません。
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Windows Nano Server または IoT Core へのインストール後の作業

以下のト ピッ クは、インス トール後で役立つ可能性があ り ます。 ドキュ メン ト全体を通して、Zen Enterprise Server
に関する説明は、 Windows Nano Server および IoT Core システムにインス トールされる当該製品と共通です。

 「サーバー設定」

 「ク ラ イアン ト設定」

 「ラ イセンス管理」

 「Windows IoT Core システムでのコード  ページ設定」

 「インス トール後の操作に関する一般的な質問」

サーバー設定

Zen Enterprise Server 用の設定はすべて Windows Nano Server および IoT Core でも利用できます。一般的に、デフォ

ル ト設定はそのまま使用しても問題はあ り ません。 これらの設定に関する詳細は、 『Advanced Operations Guide』
の 「設定リ ファレンス」 を参照して ください。

クライアン ト設定

Zen Client の基本的な設定については、 「ク ラ イアン ト用のネッ ト ワーク通信の設定」 で説明しています。 すべて

のク ライアン ト設定に関する詳細は、 『Advanced Operations Guide』 の 「Windows ク ラ イアン ト設定プロパティ」

を参照して ください。

ライセンス管理

Windows Nano Server および IoT Core ではいずれも、 Zen は製品キーでなく ライセンス  キーを使用します。

Windows IoT Core システムでのコード  ページ設定

現在のリ リースでは、Windows IoT Core への Zen インス トールのコード  ページは、デフォルトで "Western European
1252" に設定されます。 コード  ページを変更するには、 PowerShell を使用します。 たとえば、 コード  ページ設定

を日本語システム用に Microsoft Windows 932 に変更するには、 次のコマンドを使用します。

Set-ItemProperty -Path HKLM:\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Nls\CodePage -Name ACP -Value 932 

インストール後の操作に関する一般的な質問

インス トール後に問題が生じた場合は、「インス トール後のト ラブルシューティング」 を参照してください。製品

のインス トール後の操作に関する一般的な質問は次のとおりです。

 「データベース  エンジンが実行しているかど うかを確認する方法」

 「どのよ うなユーティ リ ティがインス トールされますか？」

 「どのよ うなファ イルがどのディ レク ト リにインス トールされますか？」

 「ドキュ メン トにアクセスする方法は？」

 「 リ リース  ノートはどこにあ り ますか？」

データベース エンジンが実行しているかどうかを確認する方法

インス トール スク リプ トが終了したら、 PowerShell の Get-Service コマンドを使用してデータベース  エンジンが

実行されているかど うかを確認できます。 そのためには、 コマンド  プロンプ トで以下のよ うに入力します。

Get-Service -DisplayName "Actian Zen Enterprise Server" 

エンジンが実行中の場合、 このコマンドによって次の情報が返されます。
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Status Name DisplayName
------ ---- -----------
Running zenengine Actian Zen Enterprise Server

サーバー エンジンが停止している場合、 次のコマンドを使用してエンジンを手動で起動するこ とができます。 

Start-Service -DisplayName "Actian Zen Enterprise Server" 

エンジン サービスは、 オペレーティング システムの起動と共に自動的に開始します。 停止する必要がある場合

は、 次のコマンドを使用します。

Stop-Service -DisplayName "Actian Zen Enterprise Server" 

このコマンドの実行後、 Get-Service コマンドを実行する と、 次のよ うな情報が返されます。

Status Name DisplayName
------ ---- -----------
Stopped zenengine Actian Zen Enterprise Server

どのようなユーティ リテ ィがインストールされますか？

Nano Server システムの場合、Zen はフルインス トールで利用できるよ うになったコマンド ライン ユーティ リ ティ

のサブセッ ト を提供します。 これらのユーティ リ ティの構成は次のとおりです。 

IoT Core システムの場合、 このユーティ リ ティの構成は次のとおりです。 

どのようなファイルがどのディ レク ト リにインス トールされますか？

次の表に、 Zen 製品用に Windows Nano Server と  IoT Core にインス トールされる主要なディ レク ト リ と ファ イル

の一覧を示します。変数 %ALLUSERSPROFILE% がファイルの場所を決定するために使用するのに対し、他の変

数はデフォルトで C:\Program Files\Actian\Zen を指します。 

bcfg butil dbdefrag

bdu clilcadm pvddl

bmon clipaadm pvnetpass

bcfg butil dbdefrag

bdu clilcadm pvddl

bmon clipaadm pvnetpass

場所 ファイル 説明 インストール

C:\Program Files\Actian\Zen 「説明」を参照 ライセンス情報があるファイル ：

• Windows Nano Server および IoT Core ：
EULA_ja.rtf または 
EULA_Client_ja.rtf

• arm32 ： ラ イセンス

Enterprise Server、
Client

C:\Program Files\Actian\Zen\bin バイナ リ  フ ァ イル、 実行可能ユー

ティ リ ティなど

Enterprise Server、
Client、 Client 
Reporting Engine

%ALLUSERSPROFILE%\Actian\Zen\Demodata restore とい うディ レ ク ト リ にある一

連の SQL スク リプ トから作成される

サンプルの Zen データベース

Enterprise Server
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ドキュ メン トにアクセスする方法は？

Windows Nano Server または IoT Core への Zen のインス トールにはドキュ メン トは同梱されていません。Zen のほ

かのエディシ ョ ンに同梱されている ドキュ メン トか、または弊社の Web サイ トに掲載されている ドキュ メン ト を

使用して ください。

リ リース ノートはどこにありますか？

リ リース  ノートには、 リ リースに関する一般的な情報や、ユーザー マニュアルではまだ取り上げていない最新の

情報が記載されています。 このドキュ メン トは Windows Nano Server や IoT Core へのインス トールには同梱され

ていませんが、 最新版を弊社の Web サイ トで公開しています。

%ALLUSERSPROFILE%\Actian\Zen\samples サンプルの Btrieve ファイル、 オルタ

ネー ト  コ レーテ ィ ング シーケンス

フ ァ イルおよび DefaultDB システム

データベース

Enterprise Server

%ALLUSERSPROFILE%\Actian\Zen\. dbnames.cfg データベース名のマスター テーブル Enterprise Server

%ALLUSERSPROFILE%\Actian\Zen\log ト ラ ンザクシ ョ ン ログ フ ァ イルの

ディ レク ト リ

Enterprise Server、
Client、 Client 
Reporting Engine

場所 ファイル 説明 インストール

https://www.agtech.co.jp/products/actian/docs_portal/
https://www.agtech.co.jp/actian/
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Windows Nano Server および IoT Core からのアンインストール

Zen をお使いのシステムから削除するには、 次の手順を使用します。

Windows Nano Server や IoT Core から  Zen をアンインストールするには

システムから  Zen を削除するには、スク リプ ト  Uninstall-Zen.ps1 を使用します。このスク リプ トは Zen の bin フォ

ルダー、 C:\Program Files\Actian\Zen\bin にあ り ます。 以下に使用する例に示すよ うに、 このパス外にある作業

ディ レク ト リから このスク リプ ト を実行する必要があ り ます。

1 Zen がインス トールされているシステムで管理者と して PowerShell セッシ ョ ンを開始します。

2 次に示すよ うに、 場所を設定します。

PS> Set-Location c:\ 

メモ  このスク リプ ト を Zen のインス トール先フォルダーのパス内の場所から実行する と、Zen のファイルお

よびディ レク ト リが削除されなくなるため、 この削除スク リプ ト を実行した後で手動で削除しなければなら

な くな り ます。 

3 削除スク リプ ト を実行します。

PS C:\> & "C:\Program Files\Actian\Zen\Bin\Uninstall-Zen.ps1" 

ステータス情報がコンソールに表示され、 ログ ファ イルがユーザーの一時フォルダー $env:temp に作成され

ます。

削除が完了しました。
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17インストール後のト ラブルシュー
テ ィング

インス トール後にエラーが発生した場合の対処方法

Zen では、 設定やインス トールの問題の解決に役立つ機能やツールを備えています。

これらのユーティ リ ティの中には、 エンジンのインス トール時にインス トールされ直ちに実行されるものもあ り

ます。 すべてのユーティ リ テ ィはエンジンのインス トール後に実行し、 環境設定やレジス ト リ設定、 ト ラブル

シューティングに利用するこ とができます。 ユーティ リ ティの一覧は、 表 19 で示します。

以下のセクシ ョ ンでは、 ト ラブルシューティングのさまざまな要素と局面について説明します。

 「 ト ラブルシューティング ツール」

 「 ト ラブルシューティングの方法」

 「記録される メ ッセージ」

 「特別な状況における設定」

 「Zen System Analyzer を使った問題の診断」

 「データベース  エンジンが起動するかど うかのチェッ ク」

 「ファ イル、 ク ライアン トおよびエンジンのバージ ョ ン番号の取得」

 「エンジンと ク ライアン トのバージ ョ ンの競合」

 「キーの状態 ： " 検証失敗 " または " 無効 "」

 「Zen の一般的な問題のト ラブルシューティング」

 「Windows で Zen をアンインス トールした後の問題」

 「その他のヘルプの入手方法」
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ト ラブルシューテ ィング ツール

次の表は、 問題の回避と解決に役立つツールの説明です。 

表 19 インストールと問題の判別に役立つ Zen ツール

機能 / コンポーネン ト 動作 詳細情報

Zen System Analyzer システム コンポーネン ト の分析および通信テス ト の実行

を行います。

「Zen System Analyzer を使った問

題の診断」 を参照してください。

Zen メ ッセージ ログ 記録される メ ッセージのタイプには、 ステータス、 情報、

警告またはエラーがあ り、 これらは Zen コンポーネン トか

ら発生します。

『Advanced Operations Guide』 の

「メ ッセージ ログの見直し」 を参

照してください。

Gateway Locator 特定のデータ辞書で使用されるゲート ウェイを決定または

変更します （Workgroup Edition のみ）。

「Workgroup エンジンのセ ッ ト

アップ」 を参照してください。
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ト ラブルシューテ ィングの方法

通常、インス トール処理は正常に完了します。しかし、正常に完了するかど うかは、ネッ ト ワークの適切なサポー

トやオペレーティング システムの設定を含め、数多くの要因に依存します。インス トール中に問題があった場合、

Zen では問題を診断するために役立つツールやト ラブルシューティングのテクニッ クが使用できます。

メモ  インス トールが失敗した場合は、Windows %Temp% ディ レク ト リにあるインス トール ログ ファ イルを

参照して ください。

チェ ックリス ト

 インス トール中にエラー メ ッセージが表示されましたか？

 ネッ ト ワークは正し く機能していますか？

 適切な管理者レベルの権限を持っていますか？

 エンジンは起動していますか？

 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアは正し く機能していますか？

 zen.log （Windows） または syslog （Linux、 macOS、 または Raspbian） ファ イルにエラーがあ り ましたか？ 

問題のト ラブルシューテ ィング

以下のセクシ ョ ンでは、 インス トールに関する調査で使用可能な手順について説明します。

 「記録される メ ッセージ」

 「特別な状況における設定」

 「Zen System Analyzer を使った問題の診断」

 「データベース  エンジンが起動するかど うかのチェッ ク」

 「ファ イル、 ク ライアン トおよびエンジンのバージ ョ ン番号の取得」

 「その他のヘルプの入手方法」
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記録されるメ ッセージ

Zen によって記録される メ ッセージは、 問題の解決に役立ちます。 メ ッセージのタイプには、 ステータス、 情報、

警告またはエラーがあ り、 これらは Zen コンポーネン トから発生します。 ライセンス管理コンポーネン トからの

み発生するライセンス問題に特化したメ ッセージもあ り ます。 いずれの場合も  Zen はメ ッセージを以下のリポジ

ト リに記録します。

 Notification Viewer

 オペレーティング システムのイベン ト  ログ

 Zen イベン ト  ログ （zen.log） （Windows のみ）

Notification Viewer へ記録されるライセンス  メ ッセージは、オペレーティング システムのイベン ト  ログおよび Zen
イベン ト  ログへも記録されます。 オペレーティング システムのイベン ト  ログに記録されるライセンス  メ ッセー

ジは、 Zen イベン ト  ログにも記録されます。 ただし、 オペレーティング システムのイベン ト  ログと  Zen イベン

ト  ログには、 Notification Viewer に記録されないライセンス  メ ッセージが含まれる可能性があ り ます。 

ラ イセンスに特化しないメ ッセージは、 オペレーティング システムのイベン ト  ログおよび Zen イベン ト  ログへ

記録されます。 

これらのガイ ド ラインに従ってメ ッセージを使用し、 問題を解決して ください。

 ラ イセンスに関する問題が疑われた場合は、まず Notification Viewer をチェッ ク し、その次にオペレーティン

グ システムのイベン ト  ログおよび Zen イベン ト  ログをチェッ ク して ください。 

 ラ イセンス とは関係ない問題が疑われた場合は、 オペレーティング システムのイベン ト  ログおよび Zen イ

ベン ト  ログをチェッ ク して ください。

ログの詳しい説明については、『Advanced Operations Guide』 の 「メ ッセージ ログの見直し」 を参照してください。

ステータス  コードの詳細については、『Status Codes and Messages』 の 「ステータス  コード」 を参照してください。 
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特別な状況における設定

こ こでは、 適切なデータベース操作のためにデフォルトの設定の調整が必要な場合のシナリオを示します。

次の表に、 そのよ うなシナリオと、 実行可能なアクシ ョ ンを示します。 

コンピューター環境に含まれるもの 必要なアクシ ョ ン

Microsoft Active Directory サービス 「Active Directory サービス」 ト ピッ クをお読みください。

複数のネッ ト ワーク  インターフェイス マルチホームをサポートする設定を有効にします。 『Advanced Operations Guide』 の

「TCP/IP マルチホーム」 および 「 リ ッ スン IP アドレス」 を参照してください。

中断されやすいネッ ト ワーク ネ ッ ト ワーク の中断後にサーバーへ自動再接続でき る設定を有効にし ます。

『Advanced Operations Guide』 の 「Auto Reconnect」 を参照して ください。

スペースを含めないデータベース  ファ

イル名

データベース  エンジンで埋め込みスペースを含むファ イル名を拒否する設定を有

効にします。 『Advanced Operations Guide』 の 「スペースを含むファ イル / ディレク

ト リ 」 および 「長いファイル名と埋め込みスペースのサポート 」 を参照してくださ

い。
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Zen System Analyzer を使った問題の診断

Zen System Analyzer （ZenSA） は診断ツールです。 これはデータベースのインス トールに含まれるもので、以下の

作業に利用するこ とができます

 ネッ ト ワークに関する問題のト ラブルシューティング

 システムにある旧 Btrieve または Zen の検出

 ネッ ト ワーク環境に影響するその他の要因の注意

 現在のコンポーネン トのセッ ト とバージ ョ ンの表示

メモ  詳細については、 『Zen User's Guide』 の 「Zen System Analyzer （ZenSA）」 を参照してください。
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データベース エンジンが起動するかどうかのチェ ック

Zen エンジンが起動するかど うかを調べるには、 以下のお使いのプラ ッ ト フォームおよびエンジン向けの手順を

ご覧ください。

 「Windows での Zen サーバー （Enterprise）」

 「Windows での Zen Workgroup」

 「Linux ベースのシステムでの Zen サーバー」

Windows での Zen サーバー （Enterprise）

Windows の ［コン ト ロール パネル］ のサービス機能を使用するこ とができます。

 コン ト ロール パネルを使用して Windows サーバーの Actian Zen Enterprise Server サービスをチェ ックする

には

1 オペレーティング システムで、 ［管理ツール］ から ［サービス］ を選択して開きます。

2 サービスの一覧で Actian Zen のサービスを探します。

Zen を実行するには、 このサービスが開始されている必要があ り ます。 ［状態］ 列は、 そのサービスが実行中

かど うかを示します。 ［スタート アップの種類］ 列は、そのサービスが自動的に開始されるか、手動で開始さ

れるかを示します。

3 サービスが開始されていない場合は、 そのサービスを右ク リ ッ ク して ［開始］ をク リ ッ ク します。

Windows での Zen Workgroup

Workgroup エンジンが起動しているかど うかを調べるには、 以下の手順に従います。

Workgroup エンジンを起動するには

［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から ［ワークグループ エンジンの開始］ をク リ ッ ク します。

デフォルトでは、 MicroKernel によ り リ ソースが割り当てられ、 ローカル アプリ ケーシ ョ ン データベースのリ ク

エス トに対応する準備が整います。

Workgroup エンジンを停止するには

［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から ［ワークグループ エンジンの停止］ をク リ ッ ク します。

以下の条件下でエンジンを停止しよ う とする と、 警告メ ッセージが表示されます。

 エンジンに 1 つ以上のアクティブなク ライアン トがある

 エンジンのロード後、 何の操作も行われていない。

 操作が最後に実行されてから  10 秒経過していない。

Linux ベースのシステムでの Zen サーバー

コマンド  ラインで ps ユーティ リ ティ を使用して、 エンジン （mkded） が実行されているこ とを確認できます。

ps -e | egrep 'mkded' 

 Zen サービスを開始するには

エンジン サービスを開始する必要がある場合は、root ユーザー アカウン トの権限で、次のコマンドをコマンド  プ
ロンプ トで実行します。

etc/init.d/actianzen start 
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ファイル、 クライアン トおよびエンジンのバージ ョ ン番号の取得

Zen のユーティ リ ティ を使用して、 ク ライアン トおよびエンジンのバージ ョ ン番号、 あるいは特定のファイルの

バージ ョ ン番号を調べるこ とができます。

クライアン トおよびエンジンのバージ ョ ンの確認

Windows プラ ッ ト フォームで Function Executor を使用して、またはすべてのプラ ッ ト フォームで butil コマンド  ラ
イ ン ユーテ ィ リ テ ィ を使用してエンジン と ク ラ イアン ト のバージ ョ ンを調べる こ と ができ ます。 Function
Executor は Zen リ クエスターを使用して Btrieve ク ラ イアン ト  オペレーシ ョ ンをシ ミ ュレー トするユーティ リ

ティです。

 「Function Executor の使用」

 「butil ユーティ リ ティの使用」

Function Executor の使用

Function Executor を使用してク ライアン ト、 ローカルおよびリモート  エンジンのバージ ョ ンを調べます。

 Function Executor を使用してエンジンのバージ ョ ンを調べるには

1 オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から  Function Executor にアクセスし

ます。

2 次のいずれかを実行します。

 メニューの ［表示］ > ［Btrieve バージョ ン］ をク リ ッ ク します。

 図 2 で示すよ うに、 ツールバーの ［Btrieve バージョ ン情報］ ボタンを選択します。

図 2  ［Btrieve バージョ ン情報］ ボタンの選択

3 ク ラ イアン ト  リ クエスターと ローカル エンジンのバージ ョ ンを示すダイアログ ボッ クスが表示されます。

ファ イルを開いている と きには、 リモート  MicroKernel のバージ ョ ンも表示されます。

図 3  Btrieve バージョ ン情報の表示

butil ユーティ リテ ィの使用

コマンド  プロンプ トから次のコマンドを入力します。

butil -ver

リ クエスターとエンジンのバージ ョ ンが表示されます。このツールではリモート  サーバー エンジンのバージ ョ ン

を調べるこ とはできません。

ファイル バージ ョ ンの確認

MicroKernel データ  ファ イルのファ イル バージ ョ ンは Zen ユーテ ィ リ テ ィ を使用して調べる こ とができます。

Windows プラ ッ ト フォームでは、 エクスプローラー、 Function Executor、 DDF Builder、 または Btrieve Maintenance
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ユーティ リ ティ を使用します。 butil コマンド  ライン ユーティ リ ティはどのプラ ッ ト フォームでも使用できます。

以下のト ピッ クでは、 上記のいくつかの方法を使用する際の情報を提供します。

 「Zen Control Center の使用」

 「Btrieve Maintenance の使用」

 「Function Executor の使用」

 「butil ユーティ リ ティの使用」

Zen Control Center の使用

Zen Control Center を使用する とファ イルのバージ ョ ンを調べるこ とができます。

 Zen Control Center を使用してテーブルのファイル バージョ ンを調べるには 

1 オペレーティング システムのスタート  メニューまたはアプリ画面から  ZenCC にアクセスします。 

2 左側にある  エクスプローラーで対象のデータベースを見つけます。

3 次のいずれかを実行します。

 テーブル名をク リ ッ ク して選択し、 ［ファイル］ > ［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。

 テーブル名を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。

4 テーブルのプロパティが表示され、その中に基になる  MicroKernel データ  ファ イルのファイル バージ ョ ンが

示されます。

図 4  ［テーブルのプロパティ］ ページ

Btrieve Maintenance の使用

コマンド  ラインを使い慣れていない場合は、 GUI ベースの Btrieve Maintenance ツールを使用できます。 

 Btrieve Maintenance ユーティ リテ ィ を使用してテーブルのファイル バージ ョ ンを調べるには

1 Maintenance を開きます。

2 ［オプシ ョ ン］ > ［情報エディ ターの表示］ を選択します。

3 ［ファ イル情報エディ ター］ で、 ［情報のロード］ を選択します。

4 ファ イルを参照して選択するか、 または直接パスを入力して ［開く ］ をク リ ッ ク します。

右上の ［データ  ファ イル情報］ セクシ ョ ン内で、 バージ ョ ンが示されます。
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Function Executor の使用

Function Executor ユーティ リ テ ィは Btrieve オペレーシ ョ ンをシ ミ ュレー トするので、 ファ イルに対する情報レ

ポート作成を実行するこ とによってファイル バージ ョ ンを調べるこ とができます。

 Function Executor を使用してテーブルのファイル バージョ ンを調べるには

1 Function Executor を開きます。

2 ［ファイル］ > ［開く ］ を選択します。

3 ［Btrieve ファイルのオープン］ダイアログで、ファ イルを参照して選択するか、または直接パスを入力します。

4 Function Executor でファイルを開いたら、 ［表示］ > ［ファイルの統計情報］ を選択するか、 Ctrl+S を押下す

る と、 ファ イル統計情報ウ ィンド ウでファイルバージ ョ ンを見るこ とができます。

図 5  Function Executor でのファイル統計情報

Function Executor の詳細は、 『Advanced Operations Guide』 で説明しています。

butil ユーティ リテ ィの使用

butil の -stat パラ メーターを使用して、 以下の情報に関するファイル統計情報を見るこ とができます。

 ファ イル バージ ョ ン

 オーナ ネームの保護の有無、 暗号化レベル

 ページのサイズ、 プ リ アロケーシ ョ ン、 およびその他の特性

 レコード

 キー

たとえば、次のコマンドでは Zen に含まれる  Demodata サンプル データベースの dept.mkd ファ イルの情報を返し

ます。 このファイルは、 デフォルトのインス トール先である  C:\ProgramData\Actian\Zen\Demodata にあ り ます。

butil -stat dept.mkd 

butil ユーティ リ ティの詳細は、 『Advanced Operations Guide』 で説明しています。
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エンジンとクライアン トのバージ ョ ンの競合

データベース  エンジンと同じバージ ョ ンのク ライアン ト  リ クエスターを使用するこ とをお勧めします。通信する

データベース  エンジンよ り古いバージ ョ ンのク ライアン ト  リ クエスターを使用するこ と もできます。ただし、ア

プリ ケーシ ョ ンで使用する  SDK アクセス方法のタイプによっては、古いバージ ョ ンのリ クエスターがデータベー

ス  エンジンで動作しないこ と もあ り ます。 アプリ ケーシ ョ ンはデータベース  エンジンと通信できなくな り ます。

そのよ うな状況の場合は、データベース  エンジンと同じバージ ョ ンのク ライアン ト  リ クエスターを使用する必要

があ り ます。

データベース  エンジンよ り も新しいバージ ョ ンのク ライアン ト  リ クエスターの場合、正し く機能するかど うかは

わかり ません。新しいバージ ョ ンのク ライアン ト  リ クエスターと古いバージ ョ ンのエンジンを一緒に使用した場

合に正し く機能するかど うかについては保証しません。 このため、 新しいバージ ョ ンのク ラ イアン ト  リ クエス

ターと古いバージ ョ ンのエンジンを一緒に使用しないよ うにして ください。

メモ  特に Zen Cloud Server をお使いの場合は、 「Zen Client のバージ ョ ンは Zen Server （Enterprise/Cloud） の

バージ ョ ンと一致している必要があ り ますか？」 を参照して ください。
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キーの状態 ： " 検証失敗 " または " 無効 "

Zen のライセンス  コンポーネン トは、データベース  エンジンの製品キーが無効だと判定するこ とがあ り ます。 こ

の場合に、 キーの状態を " アクティブ " から  " 検証失敗 " に変更します。 通常、 これは以下のいずれかの操作を

行った場合に、 無効であるこ とがわかり ます。

 clilcadm コマンド  ライン ユーティ リ ティ を -t オプシ ョ ンで手動実行して、 キーを検証した場合。

 Zen サービスを再開始し、 キーの検証が自動的に促された場合。

検証失敗とその可能性となる原因を、 メ ッセージ ログやその他の通知によって警告されます。その原因でもっと

も一般的なのは、 Zen が実行されているシステムのホス ト名の変更によるものです。 

検証失敗後でも、 " 検証失敗期間 " と呼ばれる一定の期間内はデータベース  エンジンが正常に機能します。 この

期間 （製品キー内に設定されている） には、 検証失敗を修正し、 キーの状態を検証失敗からアクティブに移行す

るための時間が十分にあ り ます。

この期間が何日間あるかを確認する方法は 3 つあり ます。

 License Administrator で、 製品キーの検証失敗ステータス と、 猶予期間の失効日が表示されます。

 Zen Notification Viewer からライセンスに関するイベン トの履歴を参照するこ とができます。 こ こでは、 キー

の検証失敗、 失効日までの残り日数を示し、 修復のための手順を提供します。 

 zen.log ファ イルには、 検証失敗のエン ト リが失効日と共に記録されます。

失効日までに検証失敗を修正しなかった場合は、 キーの状態が " 無効 " に変わり ます。 キーが無効になる とデー

タベース  エンジンはデータ  ファ イルにアクセスできな くな り ます。

詳細については、 『Advanced Operations Guide』 の 「メ ッセージ ログの見直し」 および、 『Zen User's Guide』 の 「ラ

イセンス管理の概念」 を参照して ください。
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Zen の一般的な問題のト ラブルシューテ ィング

この ト ピッ クでは、 Workgroup エンジンをインス トールする際、 または初めて使用する際に発生する可能性のあ

る問題について説明します。

ステータス コード  7224 が返された、 あるいは自分のライセンスが License Administrator
ユーティ リテ ィに表示されな く なりました。

この状況は、 Workgroup エンジンをアプ リ ケーシ ョ ン と してインス トールした場合に発生するこ とがあ り ます。

アプリ ケーシ ョ ンではユーザーの管理者権限が自動継承されません。 エンジンを一旦停止し、 管理者と してその

エンジンを起動した後、 License Administrator のコマンド  ライン バージ ョ ンまたは GUI バージ ョ ンを管理者と し

て実行し、 ラ イセンスを適用して ください。 も う  1 つの方法と しては、 Workgroup エンジンをインス トールし、

サービス と して起動します。 「サービス と しての Workgroup エンジンの起動」 を参照してください。

設定を変更しましたが、 変更内容が有効になっていません。

データベース  エンジンを停止して再起動してください。エンジン設定の変更を行った場合は、その変更を有効に

するためにデータベース  エンジンを停止し、 再起動する必要があ り ます。 この方法についての情報は、 「データ

ベース  エンジンが起動するかど うかのチェッ ク」 を参照してください。

Windows にインストールされた Workgroup エンジンで ZenCC を使用してデータベースを
新規作成しよう と したらステータス コード  7012 が返されました。

ZenCC でデータベースを新規作成する場合、 新しいデータベースの名前が dbnames.cfg に追加され、 対応するシ

ステム DSN を作成するためにエン ト リが odbc.ini レジス ト リに追加されます。

Microsoft オペレーティング システムではレジス ト リ  アクセスに対する制約があるため、 データベース  システム

DSN を作成できるよ うにするには Workgroup エンジンを昇格モードで実行するよ うにしてください。

システム DSN の作成に成功すれば、 ユーザーは Workgroup エンジンを起動してその DSN を使用するこ とができ

ます。

メモ  Windows では、 標準ユーザーがユーザー DSN を作成する際にこの制約を受けるこ とはあ り ません。

アプリケーシ ョ ンが正常に実行された後で、 ステータス コード  95 （無効なセッシ ョ ン） が
返されました。

アプ リ ケーシ ョ ンのデータベース  エンジンとのセッシ ョ ンが失われています。 これは、 前述の ト ラブルシュー

ティング例のよ うに、設定値を変更した後でデータベース  エンジンを再起動する必要がある場合などに発生する

可能性があ り ます。データベース  エンジンを停止する と、 その時点で実行されていたアプリ ケーシ ョ ンのデータ

ベース  エンジンとのセッシ ョ ンが失われます。通信を再確立するためには、すべてのユーティ リ ティ をいったん

停止した後で再起動する必要があ り ます。

このステータス  コードが返される可能性があるその他のケースについては、 『Status Codes and Messages』 マニュ

アルを参照して ください。

Zen アプリケーシ ョ ンをインス トールしたら、ほかのアプリケーシ ョ ンが使用できな く なり
ました。

最新の DLL で上書きされた場合は、Zen インス トール時に自動的に作成されるバッ クアップ ディ レク ト リ を使用

して、 上書きされた DLL を元に戻すこ とができます。
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DOS コンポーネン トが正し く機能していることを確認する方法が知りたいのですが。

Zen では、 DOS コンポーネン トが適切に機能しているこ とを確認できるよ う、 コマンド  ラ イン ユーティ リ ティ

butil.exe が用意されています。 デフォル ト のインス トールでは、 このユーティ リ テ ィは C:\Program Files (x86)\
Actian\Zen\bin に配置されています。 

プログラムが異常終了した後に、 アプリケーシ ョ ンを再起動できな く なりました。

データベース  エンジンが不正に停止された場合、 そのコンポーネン トがメモ リに残るこ とがあ り ます。

 Ctrl+C キーを使用、 または処理の中断によってアプリケーシ ョ ンが異常終了した後にプログラムを再起動で

きない場合

1 システムをシャ ッ ト  ダウンして、 再起動します。

2 この問題の発生を防止するため、 アプリ ケーシ ョ ンを異常終了させないよ うにしてください。

Workgroup エンジンがアプリケーシ ョ ンで使用されません

以前の Zen リ クエスターがインス トールされており、 その後、 新しい Workgroup エンジンをインス トールした状

況で、 アプ リ ケーシ ョ ンが リ クエスターのみを使用していた場合は、古い設定でローカル アクセスが無効になっ

ている可能性があ り ます。Workgroup エンジンのインス トール プログラムでは、既存の設定は上書きされません。

ローカル アクセスを有効にする方法については、 「Server エンジンと  Workgroup エンジンの同時使用」 を参照し

て ください。

ドキュ メン トにアクセスする方法は？

 オンライン ドキュ メン トにアクセスするには

1 ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から ［Zen Control Center およびドキュメン ト ］ にアクセスします。 

2 ZenCC インターフェイスの ［よ う こそ］ タブで目的のマニュアル名をク リ ッ ク します ［よ う こそ］ ページが

開かれていなかった場合は、 ［ヘルプ］ > ［よう こそ］ をク リ ッ ク します。

インストール中に、 " セッ トアップでは、新しいパスが長すぎるため、 autoexec.bat の PATH
ステート メン トは更新されませんでした " とのエラー メ ッセージが表示されました。

このメ ッセージは、更新されるパス文字列が長すぎるために、 インス トール プログラムが PATH 環境変数を更新

するこ とができなかった場合に表示されます。config.sys で定義されている環境領域を増やす方法についての情報

は、 Microsoft KnowledgeBase で該当する記事を参照してください。

このメ ッセージが表示された場合、 REM ステート メ ン ト （コ メ ン ト ） が autoexec.bat ファ イルに追加されます。

REM ステート メン トには入力された PATH の値が含まれています。PATH ステート メン トは手動で変更するこ と

ができます。

可能であれば、 PATH の値が環境領域 （制限文字数） 範囲内に収まるインス トール ディ レク ト リの場所に製品を

インス トールするこ とが最良の方法です。
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Windows で Zen をアンインストールした後の問題

Windows の 「プログラムと機能」 を使って Zen をアンインス トールする と、 システム上のデータベース  エンジン

ファイルはすべて削除されます。 しかし、 アーカイブされたコンポーネン ト を復元するなどの特定の操作を行っ

ていた場合は、 多くのファイルが削除されないままシステム上に残り ます。 これは、 Windows オペレーティング

システムのインス トール処理メカニズムによって発生する副次的な事象です。

前述のよ うな状況でシステム上にファイルが残る原因は、 Windows で、 複数のプログラムから使用されているこ

とを示すカウン ト数でそれらのファイルがマーク されるからです。 このため、 アンインス トール プログラムでは

ファ イルを削除しません。 これは想定される動作ですが、 Zen のインス トーラーが正し く機能しないという誤っ

た状況につながる可能性があ り ます。 



158

その他のヘルプの入手方法

インス トール中またはインス トール後に、ユーザー マニュアルでは対処できない問題が発生した場合は、弊社テ

クニカル サポート までお問い合わせください。
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